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１　花咲ける滅びの朝







　数千の篝かがり火びが、タルミアの暗い湖面に映り込んで揺れている。

　湖畔の木々の間をびっしりと埋めているのは、象の毛皮と骨で組み上げた堅けん牢ろうな天幕だった。揺らめく明かりに浮かび上がる旗は、深しん紅くの地にからみあう二匹の海竜。

　アンゴーラ帝国軍の先せん遣けん隊たいである。

　リドリア上陸から一ヵ月、帝国軍はほとんど休みなく、針しん路ろ上の拠点を踏みつぶしながら一直線に南南西へと進軍してきた。今や聖せい王おう国こくの喉のど元もとに刃やいばを突きつけている。この大きな湖を隔てた南岸には、聖都サンチユリオがある。夜が明ければ、美の粋すいとうたわれた王城が曙しよ光こうに真横から照らされ湖水に映える様が、こちら岸からも遠眼鏡で見えるだろう。

（長くとも五日で落としたいところだ）

　先遣隊を率いる師団長エゴールは、岸辺に立ち、長い顎あご髭ひげをしごきながらそう考える。

（こんな任務はもうまっぴらだ。一刻も早く終わらせ、断だん絶ぜつ城じよう塞さいに戻りたい）

　しんとした宿営を振り返る。無類の酒好きばかりのアンゴーラ兵が、しかしその夜は、歩ほ哨しようだけ残してみな天幕に引きこもっていた。ここ数日、全軍に息苦しい倦けん怠たい感かんが渦巻いているのをエゴールは痛感していた。

　万単位の大軍の遠征である。補給線は伸びきっている上に、大食らいの氷ひよう象ぞうを連れているため、前線は疲弊しきっていた。しかし、兵たちの困こん憊ぱいの理由はそれだけではない。

　エゴールは背後の闇やみを振り返る。その目は、折り重なった天幕の影も、深い樹海も抜けて、はるか後方に投げられている。

（なんなのだ。いったいあれはなんなのだ、なにが起きている？）

（陛へい下かはいったいどうされたのだ）

　アンゴーラ帝室が魔物の巣そう窟くつであることは、臣民のだれもが認めている。しかし、もののたとえではなくそのままの意味で女帝が化け物であることが、今や全軍の知るところとなってしまった。

（俺は軍人だ。王国を攻め落とすためにきたんだ。化け物のお守りをするためじゃない）

　エゴールは腰に帯びた剣の柄を握りしめる。

「……師団長！」

　篝かがり火びの間の暗闇からエゴールを呼ぶ声がした。黒の中からにじみ出てくる軽装鎧よろい姿は、老練の小隊長だ。この暗さでも顔が青ざめているのがわかる。

「本陣から連絡兵が、……戻りました」

　その言葉の後ろ半分は苦味に沈んでいる。

「生きて、か？」

　エゴールは訊たずねた。

「……なんとか。夜は影響が薄いものと思われます」

　息をつく。

「陛下はどうなさっている、と？」

「氷象でこちらに向かわれております。その氷象もいつまで保もつか。禁衛隊は全滅、ただ、ニコライ殿ただひとりがおそばに侍はべっていると」

　エゴールは眉まゆを寄せた。

「ニコライは生きているのか。……なぜ？　ニコライだけ陛下のおそばで無事でいられるというのか？」

「わかりませぬ」

　小隊長は首を振った。ただの連絡員のまとめ役である彼にわかるわけがない。エゴールにだってわからないのだ。

　アナスタシアに、いったいなにが起きたのか。

（もういい。ともかく目の前の任務に集中だ）

「夜明け前に軍議を開くと、各師団長に伝えたのだな？」

「はい」

「……もうひとつ。女王シルヴィアは」

「イメイヘンより先は、足取りすらつかめませぬ。捜索隊にもそうそう人員を割さけず」

　エゴールは鼻から息を吐きだしてうなずいた。やむを得ないことだ。ここタルミア湖の北岸に展開していた聖せい王おう国こく軍を蹂じゆう躙りんし、早急に陣を張るために、エゴールらの先せん遣けん隊たいは全力を傾けたのだ。逃走したシルヴィアたちを追う余力などなかった。だいいちここはすでに聖王国内、地の利はあちらにある。長雨のせいで犬の鼻が利かなかった時点で、もはや追跡は不可能だった。

　不幸中の幸いは、女帝アナスタシアから追跡失敗を責められないことだろう。失敗の報告すらできないからだ。

（ともかく聖都サンチユリオを落とす。糧食はあと十日と保もたぬ）

（その先は……）

　その先をエゴールは考えられない。

　戦いくさの終わり、というだけではなく、もっと大きなものの終わりに向かって、数万の兵がとどまることも許されず歩みを進めている、そんな想念にとらわれる。悪寒にも似た恐怖がタルミアの黒い湖面に波紋をつくる。

（終わりに向かっている……なんの？）

（聖王国の滅びか、我ら帝国の行き詰まりか）

（あるいは──すべての）

　ぞくり、と寒気が毛皮の下にまで忍び込んできて、エゴールは身震いでそれを払い落とした。なぜこんな大げさなことまで考えてしまったのか。

　再び、肩越しに樹海の闇やみを見やる。

　あれを目にしたからだ。

　あれは、たしかに、終わりの先に広がる光景だった。

（ニコライ。おまえはどうしている？　無事でいられるのか。……なぜ）

　そのとき、篝かがり火びの密集したあたりから怒声や引きつった悲鳴、さらには鋼はがねのぶつかり合う音までもが聞こえてきた。敵襲か、とエゴールは岸辺を離れて天幕のそばに戻る。護衛たちがエゴールを取り囲む。

「なにがあった、報告しろ！　むやみに抜ばつ刀とうするな、天幕を出て固まれ、篝火を倒すな燃え広がるぞ！」

　エゴールは叫ぶが、騒ぎは静まる様子を見せない。獣けもののうなり声のようなものも聞こえてくる。

（狼おおかみの群れでもやってきたのか？）

　護衛を伴って天幕の間を走り、騒ぎの中心とみられる宿営地の一角に向かった。

「──師団長！」

　行く手から松明たいまつを手にした影が駆け寄ってきた。若い兵だ。寝込みをやられたのか鎧よろいを着けておらず、左腕が血に濡ぬれていた。

「なにがあった！」

「わかりません、しかし、女が突然、狂ったように」

「女？」

　エゴールは闇やみに目をこらす。巨大な車輪をつけた台車が木々の間に見える。輜し重ちよう隊の車だ。補給物資の他、兵たちの慰い安あん要員──つまりは娼しよう婦ふを運んでいる。

「娼婦がどうかしたのか」

「いきなり暴れだしたんです、うちの隊の一人が絞め殺されました」







　娼婦が客を取るためのこぢんまりとした天幕は、支柱がへし折られて毛皮が引き裂かれ、完全に崩壊していた。割れた香炉が土の上に転がって灰をぶちまけ、むっとする甘いにおいが死し骸がいにまとわりついている。

　女は脇腹と首と胸に槍やりを受けて絶命していた。娼婦の装よそおいである薄衣を身に巻きつけていなければ、それが人間の女であるとはすぐにわからなかっただろう。目にしたエゴールも、護衛たちも、思わず口を手で覆おおって顔をしかめる。

　それは赤黒く変色した肉塊だった。皮膚がまだらの紋様で覆われ、どこが目でどこが鼻なのかもわからない。土をたっぷりと濡ぬらす血に溶け込んでしまいそうだ。

（なんだこれは）

（なにがあった？　疫えき病びよう──か？　いや、こんな病状は聞いたことがない）

　ふとエゴールは気づく。

　かつて女だったその肉塊の、額ひたいにあたる場所に、ぼんやりと光るものがある。肌の一部が光を帯びているのだ。青白いしるしが弱々しく浮かび上がっている。

　エゴールの記憶が軋きしむ。そのしるしには見み憶おぼえがあった。

（あのときだ。陛へい下かが、乱心した側そつ近きんの少年に襲われたとき）

（少年の額に、あれと同じしるしがあった）

（陛下やニコライは、なんと言っていたか。そう、たしか……）

（潜り込まれた……刻こく印いん……モルフェウス……）

（あれはいったいなんのことだ？）

「……うちにも、きやがったのか……」

　惨さん状じようを囲む兵たちのだれかがつぶやく。

「……東翼軍じゃあ、もう二人もこうなったと」

「補給部隊の隊長がこれにかかって、隊がひとつまるまる食い殺されたとか」

「疫病じゃあないだろうな」「焼いて埋めるべきだろう」

　エゴールは驚いて、ひそめた声を交わす兵たちに歩み寄る。

「それはほんとうなのかッ、他の隊でも、この、こ、これが起きているのか」

　兵たちは首をすくめ、うなずく。

　死体は天幕ごと焼いて埋めろ、と命令し、エゴールは各軍に連絡兵を走らせた。噂うわさが事実かどうか、確かめなければならない。

　しかし、もはやなにもかも自分たちの手に負えない、という寒々しい予感が闇の中にわだかまっていた。巨大な、人ならぬ何者かの視線と息づかいが、地を這はう自分たちを圧おし潰つぶそうとしているのが感じられた。エゴールは無意識に、師団長の地位を示す海亀の肩章に手をやっていた。帝国軍人としての矜きよう持じと責任感だけが、畏い怖ふに縮こまる心をかろうじて支えていた。





　　






　夜明けの訪れは冷ややかだった。

　目を覚ましたニコロは、脚にまとわりついていた分厚い毛皮の寝具を払いのけた。夜露を吸って重たくなっている。

　空は白んでいるが、あたりはまだ薄暗い。大気いっぱいに満ちているのはみずみずしい草の匂においと、細かい鈴のような虫の声だ。

「……ん……」

　ニコロの腹のあたりで、少女の鼻にかかった声がした。小さな手がニコロの革製の胸当てをまさぐる。見下ろすと、弱い朝の光を残らず吸い取ったかのような幻想的な光沢を持つ銀色の髪がニコロの身体からだの上に広がっている。寄り添って眠る幼い少女のものだ。

　少女がまぶたを薄く開いた。紅あか色いろの瞳ひとみがのぞく。眠気にとろけていた幼い顔に、やがて蠱こ惑わく的てきな笑みが戻ってくる。

「……久々の快い目覚めじゃ。……くふ、戦いくさ装しよう束ぞくの方がよく眠れるというのも、皮肉なものじゃの」

　アナスタシアは頭を起こした。女帝もまた、濃い紫の衣の下に黄金と紅玉で装飾された装甲をつけている。

「ニコライ、そなたは無事か。喜ばしいぞ」

　幼い手がニコロのまばらな髭ひげの生えたあごをなぞる。ニコロは目をそらした。

　二人が毛皮を広げて寄り添い合い身を横たえていたのは、緑あふれる野原の真ん中だった。茂った草むらは深く二人を包み込み、朝の光もまだ手元にまでは届かない。

「ええ。おかげさまで。しかし、象はもうくたばってますよ」

　ニコロは身を起こして肩越しに見やる。

　背後に、不気味な輪りん郭かくの大きな影があった。小高い盛り土のようにも見えたが、陽ひがのぼるにつれて形がはっきりと見て取れる。草の中にうずくまる巨大な骨だ。頭骨のうつろな眼がん窩かからは背の高い草が生え、肋ろつ骨こつは折り重なって横たわり、ほぐれた脊せき柱ちゆうは土になかば埋もれている。

　幅広の紅布が骨の間に帆のように引っかかっている。屋根付きの鞍くらは、その脇で地面に横倒しになって草に沈んでいる。

　アナスタシアが騎乗していた氷ひよう象ぞうの、変わり果てた骸むくろだった。

「ほう。これは、見事よの」

　アナスタシアはニコロの二の腕に爪つめを立て、愉たのしげに言う。

　見回してみれば、死し骸がいは象のものだけではない。草の間に、紅あか色いろの軍衣と甲かつ冑ちゆうをまとった人骨がいくつも転がっている。禁衛隊の者たちだ。

（逃げなかったのか。馬鹿なやつらだ）

　ニコロは胸中でそう毒づくが、自分とて同じだ。アナスタシアから離れなかった。いや、離れられなかった。なぜ自分だけが、この異い形ぎようの死の伝でん播ぱを免まぬがれたのかは、わからない。

　女帝の周囲での不可解な死滅現象は、数日前から始まっていた。まず、美しい少年ばかりをそろえた側そつ近きんがみなやられた。女帝の天幕の中で、しわくちゃに干からびた死体となって見つかったのだ。続いて、女帝の身の回りのものを積んだ台車を牽ひいていた馬たちとその御ぎよ者しやが死んだ。虫の大量発生と、女帝の宿営地が一夜にして草むらに覆おおわれる現象が始まったのもその頃だ。

　アナスタシアの命令により、女帝の騎象を遠巻きにする形で行軍は続けられた。付き添うことを認められたのは禁衛隊と、そしてニコロだけである。

　天幕を運んでいた氷ひよう象ぞうたちも死に絶えたため、昨夜はついに露天での夜営となった。目を覚ました今、禁衛もみな息絶え、アナスタシアの他にはニコロしか残っていない。

　しかし、二人を取り巻くのは死だけではなく、濃密な生命の薫りだ。

　曙しよ光こうがくっきりと野にさす。虫の声が静まる。ニコロは息を吞のむ。目の前で、はっきりとわかる速さで、草の固く小さなつぼみが開き、白や黄色の花を咲かせたのだ。それだけではない。茎くきを這はっていた青虫が身を震わせながらふくれあがったかと思うと、その背が弾はじけて濡ぬれた二対の羽根が張り出し、広げられる。今や蝶ちように変態したその虫は、ニコロの鼻先をくすぐりながら朝の清澄な空へと飛び立っていく。一匹、また一匹……












　ニコロの肌は粟あわ立だった。アナスタシアに触れられている部分が、融とけ合ってうずいているかのような錯覚にとらわれる。

　女帝の手の甲に光るのは、青い紋様だ。

（イノ・モルタの刻こく印いん）

「力の流出が止まらぬな」

　アナスタシアは両手を重ね合わせて朝あさ陽ひにかざし、愉快そうに言った。

「禁衛も、象も、馬も、老いさらばえて腐り、朽ちたか」

　ニコロは寒気に身を震わせる。

　そう、戦死でも病死でもない。みな老死したのだ。その傍かたわらで草花は芽吹き、虫たちは卵から孵かえり、さなぎを経ることさえなく羽化していく。

　イノ・モルタ──

　生命の流る転てんを担う、中心の女神。

（これは、女神の力が流れ出しているせいなのか）

　ニコロは、青臭い唾だ液えきを飲み下し、曙しよ光こうを諸もろ手てを挙げて迎え入れようとしている草花たちを見渡す。透き通った羽虫の群れが明け方の空に散っていく。

（生ある者は死へ。腐り、朽ち、土へ）

（そして土からは新しい生命が引きずり出される）

　その光景は、乾ききった荒野よりもなお滅びの予感に充みち満みちていた。

「女神は糸車を回す手を止めるつもりはないようじゃの」

　アナスタシアが他人事のように言う。

「よい。我が覇は道どうにふさわしい。……と言いたいところではあるが、象も馬も死に絶えたか。聖都サンチユリオは遠いの」

「……おれが陛へい下かを抱いて歩きましょうか」

　軽口でも言わなければ、ニコロもその歓喜にあふれた滅びの光景に同化してしまいそうだった。アナスタシアはニコロの胸に頰ほおを押し当てて身をよじり、笑った。

「うぬぼれるなニコライ。氷ひよう象ぞうの代わりであれば、背に毛もう氈せんを縫い付けられ、背骨に針を打ち込まれ、四つ足で地を這い、鎌かまの鞭むちで尻しりをえぐられるがふさわしかろ」

　それでもかまいませんよ、とニコロは答えそうになる。

「そなたが獣けものに堕おちたところを見るも悪くない、が」と女帝は肩を揺らす。「やめておく。なにせ今は他に替えもおらぬ」

「なぜ、おれだけ無事なんです？」

「さて」

　アナスタシアの冷え切った手がニコロの胸に滑り込んでくる。

「前もそうであったな。あの金髪の小こ童わつぱめに、妾わらわのこの刻こく印いんが暴走させられたとき、禁衛らはみな死に絶えたのに、そなただけは妾のそばに控えていながら何事もなかった」

「ああ……そう、でした」

　ニコロは胸にアナスタシアの身の重みを痛いほど感じながら、顔の半分を手で覆おおって朝あさ陽ひを遮さえぎり、思い出そうとする。

　地下で屠ほふられた大だい院いん司しヒエロニヒカ。その体内から、イノ・モルタの刻印の力によって産み落とされた女王シルヴィア。そして、女神の力はふくれあがり、制御を離れた。禁衛たちは何人も皺しわだらけのみじめな骸むくろとなって倒れたのに、ニコロだけが──

「そなた、テュケーの娘の血を浴びたのであろ？」

　アナスタシアが首をねじって視線を合わせてくる。

「あのとき、シルヴィアの血を真正面からかぶった。それだけではない。銀ぎん卵らんの軍医だったのであろ。ミネルヴァの血に触れる機会も多かったはず」

「ええ……なるほど、ね……」

　時の終わりに鎮座する最後の女神テュケーには、他のあらゆる神々の力が及ばない。いまニコロを護まもっているのも、その血の影響だというのだろうか。

「そなたが他の女に護られていると考えるのは、腹立たしいものよの」

　アナスタシアはニコロの首筋に爪つめを立てる。

「ご安心を。この身、この心、この魂のひとしずくに至るまで、アナスタシアさまのものですよ」

　ニコロは本心からそう答えながらも、思考をべつの場所に泳がせる。

（テュケーの血……）

（原因はほんとうにそれなのか？）

（だとすれば、このままアナスタシアさまが聖都サンチユリオに侵攻し、イノ・モルタの力を抑えることなくふるったとしても）

　浮かぶのは、銀の雌めん鳥どりの旗のもとで背中を預け合って戦った者たちの顔だ。紅くれないの髪を持つ美しい死神。獣けものの影を引きずっていた少年。鋼はがねの意志を宿した黒くろ薔ば薇らの騎士。焚たき火びを囲んで酒さか樽だるを回し飲みした兵たち。

　そして、かつてニコロのかりそめの主あるじだった二人の少女。

（やつらは、この力を免まぬがれる、ということなのか）

「ニコライ。なにを考えておる」

　アナスタシアの爪がニコロの首に深く食い込み、痛みと血がにじむ。

「聖せい王おう国こくに残してきた者たちのことか」

「ちがいますよ」とニコロは噓うそをついた。アナスタシアは含み笑いをする。

「考えても詮せん無きことよ。いずれ妾が聖都に踏み込めば、すべてが土に還かえる。今は妾の目の届く領域にしか及ばぬこの力も、じきに全土を覆い尽くすほどになろう。妾に近づける者はひとりとしておらぬ。そして、テュケーとオルクスが邂かい逅こうしようとしている──この意味がわかるか？」

　ニコロは女帝の目を見返すこともできず、首を振った。

「はるかな未来から、テュケーがオルクスを迎え入れるために降りてくる。今このときにやってくるのだ。はじまりの獣けものと終わりの女神が出で逢あうとき、それはもはや過去でも未来でもない。テュケーは現在このときに顕あらわれることとなる。すなわち、妾わらわの手も届く」

　アナスタシアの声は、もはや詩吟のようだ。意味を通り越し、耳から頭ず蓋がいの内側へと流れ込み、意識を蕩とろかしていく。

「そのとき、妾が──イノ・モルタが、《妙たえなる永遠》が、すべてをとらえる。いのちあふれる滅びの地に、妾が君臨しよう」

　かなたの山やま裾すそに、太陽が現れる。地を覆おおう緑が萌もえ立たつ。虫たちと鳥が競って羽ばたき歌を響き合わせる。

（もはやこの方は、帝国のことさえ考えていない）

（ほんとうに、テュケーの庇ひ護ごさえもじきに消えるのだとしたら──すべての生命を流る転てんさせることができるこの方に、近づける者はいない）

（おれも長くはない、ということか）

　ニコロはそれでも、眼前に銀鶏旗がひるがえるところを夢想する。黄金の髪をなびかせた少女が、黒こく衣いの騎士を伴い、手勢を率いて女帝の本陣にまで攻め入ってくる光景を。

（思い描くだけなら自由だろう、おれの愛いとしい陛へい下か）

　そして、アナスタシアのそばで、かつての戦友たちと折り重なって倒れ、朽ち果て、眠りたい。それがニコロの行き着いた願いだった。

「征いくぞ、ニコライ」

　アナスタシアはニコロの首に両腕を回し、身を預けてきた。ニコロは甘く濃密な絶望の薫りをいっぱいに吸い込み、息を止め、立ち上がった。





　　






　再会は、聖都サンチユリオ王城の謁えつ見けんの間で行われた。

「ここにミネルヴァさまをお迎えするというのも、……奇妙なことに思えますな」

　禿とく頭とうの老王おう配はい候こう、ガレリウスは、険しい顔のまま一同を見渡して言った。

　迎え入れた客人は、四人。

　黄金の髪を、プリンキノポリ教会の印の入った髪飾りでまとめ、軍神ベローナの巫み女この戦いくさ装しよう束ぞくに身を包んだフランチェスカ・ダ・ザカリア。

　聖せい女じよと肩を並べる、青い衛えい生せい兵へいの装よそおいをまとった幼い顔立ちの栗くり毛げの少女。連合公国軍の指揮官代理、パオラ。

　二人の背後に付き従う、黒くろ薔ば薇らの騎士ジルベルト。具足の間には痛々しい包帯が見え隠れしている。

　そして四人目は、この部屋の本来の主あるじであるはずの、紅くれないの髪に銀ぎん冠かんを戴いただいた託たく宣せん女じよ王おうミネルヴァだ。

（あらゆる意味で、皮肉なものだ。このような形で帰還されるとは）

　ガレリウスは苦い思いを飲み下す。

　ミネルヴァの視線はガレリウスの肩越しに、部屋の奥へと向けられている。高い白亜の石柱が並ぶ先、なだらかな幅広の階段の上に、玉ぎよく座ざがある。ひときわ太い柱の根元を彫ってつくられた、女王の座所だ。

　天てん井じよう近くの窓から射さし込こむ陽ひを浴びて、柱はまばゆく燃え立っているように見える。

　平時であれば左右にずらりと控えているはずの侍従も儀ぎ仗じよう兵へいも、だれもいない。廃はい墟きよのようだ、とガレリウスは寒々しく思う。

「ミネルヴァさま。玉座にて謁えつ見けん、という形でもかまいませぬが」

　ガレリウスが言ってみると、ミネルヴァは嫌悪感もあらわに顔をしかめた。

「冗談はよせ。そんなことのために戻ってきたわけじゃない。それより！」

　ミネルヴァは一歩詰め寄ってくる。

「クリスはどこだ。なにか知っているんだろう」

「聖せい王おう国こくの大事よりも、傭よう兵へい一人の話が先、と？」

　ガレリウスは、無駄とは知りつつ、話をそらそうと試みる。

「先ほど、軍使が戻ってきました。タルミア北岸で帝国軍を迎撃した三万の軍が全滅、敗走したとのこと。聖都サンチユリオが危機に瀕ひんしているというのに、たかが団員の一人の──」












「閣かつ下か。クリスのことは聖せい王おう国こくの大事でもあるのです」とフランチェスカが脇から口を挟んできた。「いえ、王国だけではなく、おそらくはこの世の。それを閣下がご存じないはずはないでしょう」

　ガレリウスは聖せい女じよの顔をにらみつけ、それから他の三人の顔を再び眺め渡した。

　みな、若い。知らぬ者が見ても、聖王国と寡か兵へいで渡り合ってきた英雄たちだとは気づかないだろう。だが、ガレリウスは知っている。その四人の男女の身や心に、どんな老兵よりも多くの傷きず痕あとが刻まれていること。そして、それでも折れぬ強さを宿していること。だれよりもよく知っている。

　だから、もう隠しておくことも、引き留めておくこともできはしまい。

「クリストフォロス・エピメクスは──」

　その名を口にするだけで、舌に苦味が広がる。

「──奥おく宮みやの寝所におられる」

　ミネルヴァも、フランチェスカも訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。おそらくは、ガレリウスがクリスに対して尊敬語を用いたのを不審に思ったのだろう。

　ガレリウス自身も、うまく説明できない。

　あれは、たしかに暴ぼう虐ぎやく将軍デュロニウスの庶しよ子し、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの近衛このえ、そして忌まわしき獣けものの仔こであるクリストフォロだ。そうであるはずなのだ。意識はそう理解している。

　しかし、心はちがう。

　心は、あの少年を前にして、ひれ伏してしまう。

　その認識の歪ゆがみはガレリウスだけではない。全軍が、あの少年を《王》と認め、出撃命令に従ってタルミア北岸に赴おもむいたのだ。

（なにが起きたのか、この私にもわかりはしない）

（いくらかの推測は立つが、しかし）

　ガレリウスはミネルヴァに視線を移す。

「ミネルヴァさま。どうしても、逢あわれるおつもりか」

「わたしとクリスが接触することを案じているのか」

　ミネルヴァは眉を寄せる。

「なにが起きるのか、知っているのか？　でも、クリスはそれを乗り越えるために、先んじてここに来たはずなんだ。だから──」

「いえ」

　ガレリウスはミネルヴァの言葉を遮さえぎる。

「その心配は、今はございませぬ。獣の仔ではなくなったゆえ」

「どういうことだ」

　ミネルヴァの問いに、ガレリウスは逡しゆん巡じゆんし、答える。

「いたしかたない、逢われるがよいでしょう。ただ、万が一ということもある」

　まるで罪人に焼きごてを押し当てるかのように、険しい口調で付け加える。

「あの者の名を──クリストフォロという完全な名を、決して呼ばれませぬように」







　翼ある車輪の彫刻が施ほどこされた両開きの大扉が、真ん中から割れ、ゆっくりと開いていく。ミネルヴァは息を止めてそれを見守った。

　ガレリウスに連れられてきたのはミネルヴァひとりだった。フランチェスカたちは謁えつ見けんの間に留とどめられた。それだけですでに、事態が最悪に近いことを予感させた。そのうえ、白い柱の並ぶ静かな回かい廊ろうをここまでやってくる間に、無意識の下に押し込めていた記憶が少しずつあふれ出してミネルヴァの胸をじりじりと灼やき焦がした。

　王城の中ちゆう枢すう、奥おく宮みやの中心に位置する、託たく宣せん女じよ王おうの寝所。かつてミネルヴァもここにいた。双子の妹シルヴィアとともに、この寝所で育てられた。全面ガラスの天てん井じようから降り注ぐ幻想的な陽光も、その真下、小高い段の上に設しつらえられた天てん蓋がい付きの寝台も、記憶にあるままだ。胸に息が詰まる。

（六歳までのわたしは、ここでシルヴィアとともに、巫み女こたちにかしずかれ、囚とらわれの身だった）

（還かえってきたんだ……）

　ガレリウスにうながされ、ミネルヴァは寝所に一歩踏み込む。

　まばゆい光景の真ん中にひとつだけ、記憶にないものが染みとなって浮かんでいる。

　寝台に腰掛けた、黒い人影だ。虹にじとなって散らされたきらびやかな陽光の下でも、色濃い闇やみとなって凝り固まっている。

　ミネルヴァは苦い唾つばを飲み下し、寝台に近づいていく。ゆるやかな段をひとつひとつのぼっていくと、その者の姿がはっきりと見てとれるようになる。

（クリスだ）

　動どう悸きが弾む。たしかにクリスだ。けれど、ミネルヴァは再会の喜びを声にできない。違和感が喉のどの奥でとぐろを巻く。

（たしかにクリスなのに）

　少年は顔を上げた。上半身は裸で、白い薄布の下に若々しい胸や腕の肌が透けて見えている。腰から下には黒こく衣いを荒っぽく巻きつけてある。手にしているのは、氷の刃やいばを備えた太た刀ちだ。たしかに、ジルベルトが貸し出したあの剣だ。

　夜よりもなお暗い瞳ひとみがミネルヴァをとらえ、微笑ほほえむ。

「……ミネルヴァ。逢あいたかった」

　クリスは熱っぽい声でささやいた。その額ひたいにはぼんやりと青い光がともっている。もはや獣けものの烙らく印いんではない。のたくる蚯蚓みみずのように絶えず形を変える紋様だ。

（……お父様？）

（そんなわけはない、これはクリスだ。クリスなのに）

　ミネルヴァの意識に、おぞましい感覚が流し込まれる。

　目の前で邪悪な笑みを浮かべる男がだれなのか、認識がよじれていく。

「どうした。ぼくがだれなのか、忘れたのか？」

　クリスがそう言って、指の腹で唇をぬぐう。

「父親の顔を忘れたのか。おまえの夫になり、おまえを犯し、喰くらい、征服し、主あるじとなる王の顔を忘れたのか」

　ミネルヴァの喉のどが震える。なにも答えられない。けれど、後ずさることもできない。少年の瞳ひとみの中の闇やみに吸い寄せられていくのを感じる。

「……陛へい下か」

　背後で、ガレリウスが重苦しい声で言った。自分に向けた言葉ではない、とミネルヴァは気づく。ガレリウスが『陛下』と呼んでいるのは、クリスだ。

「ミネルヴァさまとの御ご再さい会かいをお喜びになるお気持ちもわかりますが、先に戦況報告をお聞きください」

「ふん」

　クリスは太た刀ちを持った手を引き上げた。峰を肩にのせ、刃やいばに舌を這はわせて、付着した石の粉を舐なめとる。そのしぐさにミネルヴァはぞっとした。同時に、気づく。寝台の足下の石床にびっしりと、乱雑な文字が刻まれている。クリスが太刀先で書いたものだろう。

（あれは……）

（名前、だ）

　およそ思いつく限りの男性名が、磨き上げられた床を汚している。寝台の置かれた段上いっぱいを覆おおい尽くしている。

（クリスは寝所にこもって、こんなことをしていたのか。なぜ？）

「どうせ、ぼくが差し向けた三万の軍が、タルミア北岸で帝国軍を相手になすすべもなく全滅した──といったところだろう？」

　クリスが愉快そうに言う。ガレリウスの顔はますます渋くなる。

「予期されていたような仰おつしやいよう」

「もちろんわかっていて出兵させたんだ。ぼくの兵たちが野戦でアンゴーラにかなうわけがないだろう。籠ろう城じようするならまだしもね」

　ミネルヴァは肩を震わせる。不意に、大剣を置いてきてしまったことへの後悔がやってくる。長く死地をともにしてきた愛剣が手の内にあれば、わずかなりともこの不安がやわらいだかもしれないのに。空っぽの手のひらに汗が浮く。

「三万の軍を無駄死にさせたというのですか」

　ガレリウスは寝台に一歩近づいた。声に憤りがにじむ。

「私や大将軍に虚きよ偽ぎの報告をしてハドリアヌス城じよう塞さいに釘くぎ付づけにしておいてまで？」

「それはそうだ。おまえたちは反対しただろうから」

「当然です、王国の存亡の危機に、正規軍三万を無駄にするなど」

「無駄じゃない」

　クリスは太た刀ちを膝ひざの上に横たえ、額ひたいに人差し指を押し当てて低い声で言った。

「あれは陽動だ」

「陽動……？」ガレリウスの毛のない眉まゆが寄る。「なんのための？」

「わからないのか」クリスはせせら笑った。「きまっているだろう、北から逃げ戻ってくるぼくの愛いとしいシルヴィアのためだ。放ほうっておけば帝国の連中は何万人でも兵をつぎ込んでシルヴィアを追うぞ」

「シルヴィアっ？　シルヴィアはどうなったんだ、なぜ知っているんだ！」

　ミネルヴァは思わず寝台に手をついてクリスに顔を寄せ、訊たずねていた。クリスの腕がミネルヴァの無防備な肩を抱き寄せる。

「ぼくには視みえる。それだけだ。案ずるな。シルヴィアは帝国軍の手を逃れている」

　安あん堵どで脱力し、ミネルヴァはクリスの胸に崩れ落ちそうになる。自分の置かれている状況にはっと気づき、羞しゆう恥ちに耳を染め、クリスの裸体を押しのけようとするが、腕に力が入らない。

「ジュリオも──メルクリウスもだ。ふふ。みな、ぼくの愛しい小鳥、愛しい小こ栗り鼠す。そのためならば三万の王国軍兵なぞ、安いもの」

　怖おじ気けで全身がこわばる。

「ガレリウス。なんて辛しん気きくさい顔をしている。おまえの望みだろう？」

　クリスが物憂げに首を巡らせて言う。

「このぼく、ティベリウス・ネロスの名のもとに、二人の女王を擁ようし、もって王国全土を再び掌しよう握あくする。それがおまえの計画だったんだろう。笑え。成就の夜明けはすぐそこじゃないか」

　ガレリウスの引き結ばれた固い唇も、かすかに震えている。クリスが口にしたその名前が、ミネルヴァの意識の中をこだまする。

　ティベリウス。

　王おう太たい伯はくティベリウス・ネロス。

「もうすぐだ、ミネルヴァ」

　耳元で、甘いささやき声。二の腕に食い込む熱い指。

「もうすぐ、すべてぼくのものになる。なにもかもがぼくの国に吞のみ込こまれる」





２　忘れられた名







　とげとげしい月の光が、石台に横たわるシルヴィアの上に降り注ぎ、冷たい刃やいばとなって肌を苛さいなんでいる。

（いえ、これは月の光ではなく）

（無数の鏡でこの地下深くまで引き込まれた、弱い陽ひの光）

　シルヴィアは息をつき、身をよじろうとするが、腕も胴体も毛ほども動かない。

（またこの夢だ）

（ここは王城地下の銀ぎん陰いん宮）

　託たく宣せん女じよ王おうとしては予見力が非常に弱いといわれているシルヴィアだが、この予よ知ち夢むは何度もはっきりと視みてきた。果か胎たいの託宣──女王と子をなし、やがて女王を屠ほふる、夫となるべき男の予見。

（今度は、だれだろう）

　ゆっくりと近づいてくる澄んだ足音を聞きながらシルヴィアは思う。

（あのときのように、クリスさまだろうか）

（あのつらい託宣は、視たくない。姉様とクリスさまが、そんな運命だなんて）

（それとも──お父様だろうか）

　双子の女王の父親である、王おう太たい伯はくティベリウス・ネロス。それが、なぜかここのところ託たく宣せんの夢に現れるようになった。銀ぎん陰いん宮でシルヴィアを殺す夢だ。たしかにそれは果か胎たいの託宣なのだ。黒曜石の短剣を手に笑うティベリウスは、不思議と少年のように若々しい。だから予よ知ち夢むなのか、はるか昔の記憶が夢として浮かび上がっているのか、シルヴィアにはわからなくなる。

　足音がすぐ真横で止まる。仰あお向むけになったシルヴィアの顔に影が落ちる。視界の端に、ぼんやりと人影が映っている。上半身は裸で、腰に長い黒こく衣いをぞんざいに巻きつけているのがわかる。

（では、お父様なのか）

　人影がシルヴィアの顔をのぞき込んできた。シルヴィアは声をあげそうになったが、唇も喉のどもまったく動かせなかった。

　それは、だれでもなかった。

　顔がないわけではない。年若い少年の顔だとはわかる。目鼻も整っている。しかし、じっと見ていると、そこには虚無しか感じ取れない。表情も、息づかいも、生きている感触さえもない。人間の形をした、どこまでも深く暗く寒々しい空っぽが、黒曜石の刃やいばを握りしめてシルヴィアに覆おおい被かぶさっているのだ。

（だれだ）

（これはいったいだれだ）

（この予見は、なにを意味している？）

　シルヴィアの意識は恐怖によじれ、微動だにしない身体からだの内側で激しく痙けい攣れんする。

「だれだ」

　虚無がシルヴィアの顔に言葉を吐きかける。

「ぼくは、だれだ」

　少年の唇の奥で舌がのたうつ。

「ぼくの、名前。名前。名前……」

　少年の左手がシルヴィアの喉に巻きついた。激しい冷たさに肌が張りつき、引きつる。右手が高く振り上げられる。逆手に握られた黒い刀身が、銀陰宮の偽りの月明かりを浴びて不吉な色の光をしたたらせる。

（だれ？　あなたはいったいだれ？）

（この予見は、なにを──）

　喉を押さえつける手の下でシルヴィアは必死に首をもたげ、その少年の顔を見ようとした。虚無の向こう側にある瞳ひとみの中を読み取ろうとした。

「おまえは知っているのか。ぼくがだれなのか」

　少年の声が酸のようにシルヴィアの頰ほおや胸を灼やく。

「ぼくの名前。失なくした。思い出せない。それとも」

　刃やいばが振り下ろされた。激痛がシルヴィアのみぞおちを貫つらぬく。肺からあふれた熱い血が喉のどをふさぐ。それでもシルヴィアは、少年の顔を見据え、言葉を聞き取ろうとする。

「最初からなかったのか。わからない。わからない。わからない」

　少年は刃の先でシルヴィアの心臓をまさぐり続ける。痛みがやがて火花へと変わり始め、空気が赤熱、やがて白熱する。意識が引きずり上げられ──







「──アさま！　シルヴィアさまッ！」

　悲痛な声に、シルヴィアは引き戻される。目を開くと、柔らかい闇やみの中、すぐ真上に銀色の光が漂っている。銀ぎん陰いん宮の、針で刺されるような光ではない。もっとささやかで優しい夜明けの光。

（銀色の髪……）

　シルヴィアはほとんど無意識にその光に手を伸ばし、指で梳すいた。銀の髪だ。

「……ジュリオ！」

　我に返り、シルヴィアは仰あお向むけになっていた身を起こそうとする。萎なえた全身に痛みとしびれが広がっていく。

　それでも、ジュリオの首に両手を回し、引き寄せようとする。

（よかった。ジュリオがいてくれた）

（恐くない。ジュリオがいてくれるのだ）

「無理に動かないでくださいシルヴィアさま、まだお疲れなのですから」

　ジュリオがシルヴィアの肩を押さえつける。シルヴィアは、陽ひなたのにおいのする柔らかい感触のなにかの中に再び頭を落とす。積まれた麦わらだ、と気づく。

（ここは……）

　記憶が傷口から流れ込んでくるようによみがえる。そうだ、馬車の荷台の上だ。

　首を少しずつ動かして周囲をうかがう。あたりは暗く、ジュリオの顔の輪りん郭かくだけがうっすらと見える。夜明け前だろうか。

「大丈夫ですか。ひどくうなされていました」

　ジュリオが声をひそめて訊きいてくる。シルヴィアは大丈夫だと答えようとして激しく咳せき込こんでしまう。

「お寒くはありませんか。熱病で喉を悪くされたのかも……さきほど山や羊ぎの乳をなんとか手に入れたのですが、沸かしてからだいぶたってしまったので冷めて──」

「い、いえ。大丈夫です。ありがとうジュリオ」

　シルヴィアは、葉に盛った乳のかたまりをなんとか喉に押し込む。一昨日から水しか口にしていないのだが、不思議と空腹は感じなかった。疲労が、まるで肌の上にまんべんなく油を塗ったかのようにぴったりと身体からだにまとわりついていて、寒さにも暗さにも節々の痛みにも現実感がないのだ。

「ここは、どのあたりです？　追っ手はまだ来ているのですか」

　口をぬぐいながらジュリオに訊たずねる。

「ロマリオ郡……タルミア湖の東岸です」

　シルヴィアはぱっと身を起こす。

「では！　もうすぐ聖都サンチユリオなのですね」

「え、ええ」

　ジュリオは、複雑そうな顔でうなずく。そのとき、背後の茂みが鳴った。ジュリオは目に殺気をみなぎらせ、左手でシルヴィアを抱き寄せ、右手で細身の剣を抜く。

「陛へい下か、ジュリオ、戻ったぞ」

　暗がりから聞こえてきたのは、幼い子供の声だ。ジュリオが安あん堵どの息をついて、それからはっとした顔になりシルヴィアの肩をつかんでいた手をはなした。

「も、申し訳ありません」と顔を赤くする。恥ずかしくなってうつむくシルヴィアのもとに、小さな人影が駆け寄ってきた。メルクリウスだ。

「よかった、陛下、目を覚まして。さっきまでずっとうなっていた」

「え、ええ……メルにも心配をかけました」

「メルさま、湖まで出られましたか」とジュリオがいっそう声をひそめる。

「無理だ。岸にびっしり火が見える。帝国のやつらだ。山を下りて大きく迂う回かいするしかなさそうだ」

　偵察に行っていたのか、とシルヴィアは感心してしまう。メルクリウスは、かつて王城にいた頃の幼いわがままぶりが噓うそのように、したたかになってしまった。

　それも当然だろう。厳しい逃避行だったのだ。シルヴィアはこの数日を思い返す。

　ジュリオの助けで、アンゴーラ帝国軍が駐屯するデクレヒト城じよう塞さいから脱出したのは、もう何日前のことだったろう？　逃げ込もうとしたランドルフォの砦とりでは、あろうことかすでにアンゴーラの手に落ちていた。シルヴィアたちの退路を断つために帝国が猛攻をかけたのだろう。

　聖せい王おう国こく軍のわずかな生き残りと合流したシルヴィアたちは、追っ手をかわすため、まっすぐ聖都に向かわず、南東のイメイヘンに針しん路ろをとった。騎士認定機関である剣けん審しん院いんの本部がある城塞都市である。一都市としては破格の軍事力を持つイメイヘンの援助をあてにしてのことだったが、驚いたことに剣審院はシルヴィアたちの受け入れを拒否した。

『剣審院は聖王家から独立した審査機関である。無条件で女王に助力する義務はない』

　形けい骸がい化かした建前を、この期に及んで持ち出してきたのである。それだけではなく、すぐ北に迫っていたアンゴーラ軍に女王一行を売り渡そうとしたのだ。

　イメイヘンを脱出する際に、ランドルフォから同道していた王国騎士たちのほとんどを失った。みな、シルヴィアを逃すために捨すて駒ごまとなったのだ。思い返すと、胸がふさがれる。

（なんとしても、聖都に戻らなければ）

（わたしをアンゴーラから取り戻すために、何千人も死んだのだ）

　その重みに圧おし潰つぶされようとして、足を止めてはいけない。ともかく今は聖都サンチユリオに戻ることだ。

（姉様は、もう都にたどりついただろうか）

（フランチェスカさまの軍は王国軍を打ち破ったのだろうか）

　勝敗の帰結がどうであったにしろ、今はアンゴーラの侵攻に対して王国と公国が団結するべきときだ。そのために、女王は玉ぎよく座ざに戻らなければならない。

（ああ、でも、あの夢）

（あの夢はなんだろう。予知に出てきたのはクリスさま？）

（クリスさまも聖都に来ているのだろうか）

（わたしを殺す……あるいは姉様を？）

　シルヴィアは身を震わせ、自分の二の腕をきつくつかんだ。

「お寒いのですか、シルヴィアさま」

　ジュリオの声がシルヴィアの意識を夜明けの冷気の中に引き戻す。

「しかし、夜明けの薄明かりの間に山を下りておきたいのです。もう荷馬車は無理ですから、この先は馬だけで」

「え、ええ、平気です。行きましょう」

　シルヴィアは馬車の荷台から降りた。身に巻きつけた布から藁わらを払い落とす。ジュリオは荷台を茂みの中に押し込んで隠した。暗がりで二頭の馬が小さくうなる。

「また……なにか、悪い予見なのですか」

　ジュリオが声をひそめて訊きいてくる。それから、自分の言葉の迂う闊かつさに気づいたのか、唇を嚙かんだ。

　託たく宣せん女じよ王おうの予見は、すべてみずからの死につながるものだ。悪い予見しかあり得ないのだ。シルヴィアは作り笑いで首を振る。

「いえ。いつもの、ぼんやりした予よ知ち夢むです」

　自分でもたしかにつかめていない託宣の内容を、ジュリオには知られたくなかった。聖都に戻ったとたん、ティベリウスを、あるいはクリスを殺す、などと言い出すかもしれないからだ。

（早く戻りたい。そうして、早く戦いくさが終わってほしい）

（ジュリオには平穏な暮らしに戻ってほしい）

　メルクリウスがシルヴィアの裾すそを引いた。

「陛へい下か。陛下はメルと一緒の馬だ」

「え？　え、ええ。わかりました」

「ジュリオの馬に乗りたいのはわかるけど」

「な、なにを、この子は」

　シルヴィアは耳を熱くしてメルクリウスの言葉を遮さえぎろうとする。

「メルだって陛へい下かに抱っこされたい。ジュリオがひとりじめするのはずるい」

「ええ。シルヴィアさまはメルさまにお願いします。馬の負担を同じくらいにしなければいけません」

　ジュリオはそう言って笑い、馬に鞍くらを取りつけた。

「シルヴィアさまとメルさまお二人を足しても、私よりお軽いですから──」

　そのとき、かすかに落ち葉を踏む音が聞こえた。メルクリウスとジュリオが同時にはっとして振り向く。二人の手が剣の柄に走るのも同時だった。

「シルヴィアさま、馬のそばへ！」

　ジュリオの鋭い声が飛ぶ。茂みの間に松明たいまつのあかりがちらと見えた。まっすぐこちらへ向かっている。分厚い毛皮張りの兜かぶとが火を照り返す。アンゴーラ兵だ。

　聖せい王おう国こくの言葉ではない、いかめしい響きの声がいくつも闇やみを穿うがった。隠れようがないことがシルヴィアにもわかった。枝が斬きり払われ、松明の火が目を射い貫つらぬき、屈強な人影が現れる。

　金色の光が走った。メルクリウスが身を低くして茂みに飛び込んだのだ。

　刃やいばが火を受けて閃ひらめく。

「──ァッ」

「グ──」

　くぐもったうめき声と金属のぶつかり合う音が聞こえた。シルヴィアの目には、メルクリウスの太た刀ちさばきは速すぎてほとんど見えなかった。ただ茂みの向こうの闇やみを雷光の筋が何度も切り裂き、そのたびに人影が地面に崩れ落ちる。血のにおいが風にのって顔に吹きつけてくる。












　シルヴィアが恐怖をおぼえたのは、アンゴーラ兵にではなく、メルクリウスに対してだった。つい先ほどまで子供っぽくわがままを言っていたのに、今は殺さつ戮りくの旋せん風ぷうのただ中にいる。飛び込むときも少しもためらいがなかった。

「シルヴィアさま、伏せッ」

　ジュリオの声が飛ぶ。肩をつかまれて土の上に引き倒され、空を穿うがつ音が頭上を通り過ぎ、背後の幹に矢が突き刺さる。ジュリオも木々の間に身を躍らせた。

「が──ァッ」

「ぅっ──」

　細身の刀身がアンゴーラ兵の喉のどを続けざまに貫つらぬく。

「メルさまッ、一人逃げましたッ」

　ジュリオの声が走り、メルクリウスの手が一いつ閃せんした。かなり離れた崖がけ際ぎわでうめき声と鎧よろいの軋きしみ、地面になにかが崩れ落ちる音がした。短剣かなにかを投げつけたのだ、とシルヴィアは気づく。この暗さと距離で狙ねらい過あやまたず致命傷を与えられるその投とう擲てき力に、寒気さえおぼえる。

　やがて、静けさが戻ってくる。

　聞こえるのは二人の剣士の荒い息づかいと、松明たいまつに土をかける音だけだ。闇が戻ってくると、殺戮の余韻も静寂に吸い取られて消えてしまう。

　ジュリオもメルクリウスも、戦いくさ人びとなのだ。シルヴィアは、震える胸に手を押し当ててそう自分に言い聞かせる。殺すときはためらわない。当たり前だ。一人でも逃がせば本隊に報しらせが届き、大人数の捜索隊がこの周辺に集中的に投入される。だから声をあげるひまさえ与えずに全員殺すしかなかった。

（今は戦なのだ）

（これくらいのことでは動じない強さを身につけなければ）

　茂みが小さく鳴る。メルクリウスが戻ってきたのだ。おそらく崖際の敵の死亡を確かめて骸むくろを隠してきたのだろう、手には血まみれの短剣が握られている。

「始末した。でもぐずぐずしていられないぞ。すぐ発たたないと」

　冷たい声でメルクリウスは言う。とても十二歳の幼子の言葉とは思えない。

「ええ。さらに追っ手が来るかも──」

　ジュリオはそう言って、茂みの中に折り重なって倒れている骸に歩み寄り、かがみ込んで息を吞のんだ。

「どうしたジュリオ」

　メルクリウスもそばに歩み寄る。

「なぜ──」ジュリオの声がこわばる。「女が混じっているんです？」

　シルヴィアは、聞き間違いではないかと思ってジュリオの背中に近づく。しかし、たしかに骸むくろの山のいちばん下に埋もれて土に髪をばらまいているのは、若い女だった。胸が大きく開いた派手な衣装を身につけている。暗くてわかりづらいが、化粧もだいぶ濃い。

「これは、輜し重ちよう隊つきの娼しよう婦ふ……では」とジュリオがつぶやく。

　メルクリウスも、離れた地面に転がった骸をひっくり返して言う。

「ジュリオ、こっちは象の御ぎよ者しやじゃないのか」

「たしかにこの三日月刀は象使いのものです。こちらの者は若すぎる……見習いの従じゆう者しやでしょうか。おかしい。どうしてこんな」

「どういう──ことです？」

　二人の会話のただならぬ様子に、シルヴィアは思わず口を挟んでいた。ジュリオが顔を上げて答える。

「これはどう見ても、まともに編成された捜索隊ではありません。たしかに全員アンゴーラ軍の者ですが、寄せ集めというか、めいめい勝手に我々を追いかけてきたのでは」

「そんなことがあり得るのか」とメルクリウスが唇をとがらせる。「そんなことしたら脱走じゃないか」

「しかしそうとしか考えられません。シルヴィアさまに賞金がかけられているのかも」

「でも、それならどうしてメルたちの居場所がわかった？　こいつら、こんな真っ暗な中をまっすぐこっちに向かってきてたんだぞ」

「それは……」

　ジュリオが言いよどむ。

　そのとき、シルヴィアの視界の端に青い光がちらついた。

　闇やみに目をこらす。倒れた兵の額ひたいだ。発光している。青白いなにかの紋様が額の中央に浮かび上がっている。それだけではない。骸の肌が黒ずみ、まるで蛭ひるの群れに覆おおい尽くされたかのような赤い斑紋がびっしりと現れる。

「ジュリオッ！　こ、これは──」







　シルヴィアの声に、ジュリオも気づく。メルクリウスも目を見開き喉のどを引きつらせる。見み憶おぼえがある。ジュリオは、人体が赤黒いまだらに覆われていくこの現象を二度見たことがある。一度目は恐慌の神の力を制御しきれなくなった将軍デュロニウス、二度目はやはり獣けものと化したアンゴーラの衛兵たち。

（まさか。刻こく印いんの暴走……？）

　ジュリオは目を見はる。一人だけではなかった。ジュリオやメルクリウスが刃やいばにかけたアンゴーラ兵たち、そして娼婦、年若い侍従、氷ひよう象ぞうの御者、みな額に青いしるしを燃え立たせて、血に濡ぬれたように変色した皮膚に黒い紋様を蠢うごめかせ、よだれを垂らして身を起こそうとしている。

　それぞれの額ひたい、そして両手にぎらつく青い火は、幻惑の神モルフェウスの刻こく印いんだ。

（こいつらは──）

　ジュリオはその正体に気づく。

「お退さがりくださいッ」

　叫び、シルヴィアの身体からだを突き飛ばした。振り下ろされた赤黒い腕を剣の腹で受け、払いのける。

（こいつらは、王おう太たい伯はくの『種』を植えつけられた者たちだ！）

　王太伯ティベリウスは、ジュリオを媒介にしてアンゴーラ軍内に操り人形を大量につくった。そのなれの果てが、おそらくジュリオの体内にも沈着したままのモルフェウスの力を嗅かぎつけて、こうして追ってきたのだ。人間としての肉体が死を迎えた今、異い形ぎようの生命力がむき出しになっている。

「ゥ、ウ、ウゥ」

　赤黒い肉塊と化した者どもの口から、獣けもののうなり声が漏れる。

「名……真しん名みよう……ァ、アアゥ」

「名ヲ……名ヲ、返セ……」

（なんだ？　なにを言っている？　名、とは……）

　囲まれたジュリオは、剣を水平に構えて後ずさる。

「ジュリオっ」

　視界の端に金色の光が走った。メルクリウスが落ち葉を踏み散らして駆け寄ってきたのだ。手にした剣がうなりをあげる。

「メルさま、いけませんッ」

　メルクリウスの剣撃は完璧な弧を描き、アンゴーラ兵の鎧よろいの継ぎ目を裂いて左腕を斬きり落とした。血が闇やみに噴き出す。並の人間ならばそれで倒れていただろう。しかし赤い影の紋様に染まった獣は、ぐらつきもせずメルクリウスに向き直ると、爪つめを振るった。

「──ァッ」

　小さな身体が吹き飛び、背後の幹に叩たたきつけられる。メルクリウスは血を吐いて地面に崩れ落ちた。

「メルさ──」「メルっ」

　ジュリオとシルヴィアの悲痛な声が重なる。その一瞬の隙すきが致命的だった。ジュリオは脇腹に焼けるような激痛を打ち込まれ、地面に薙なぎ倒たおされて土を嚙かむ。おぞましく変色し、さらに筋肉がふくれあがった足が、ジュリオの腕を踏みつけた。

「──がァッ」

　剣が手からもぎとられる。意識が痛みの向こうに遠ざかる。しかし、視界の端で紅あか色いろの髪が醜い輪りん郭かくの影に遮さえぎられようとしているのが見え、シルヴィアの悲鳴が耳に突き刺さり、ジュリオは渾こん身しんの力で身を引き起こす。

　無数の刻印の火と、濁にごった眼光、よだれをしたたらせる口が闇に浮かんでいた。赤黒い獣けものと化したアンゴーラ兵たちがジュリオを取り囲んでいる。

（剣がない。まずい）

　肩や首をつかまれただけで肉が引きちぎられそうになる。爪つめが服を破って肌に深く食い込む。

「名ヲ──」「名ヲ返セェッ」

　生臭い息とともに声が吐きかけられる。身を左右に引き裂くほどのすさまじい痛みがやってくる。絶望に凝り固まったジュリオの脳裏に、いつかのクリスの言葉がこだまする。




　──人の手では殺せない。




　赤黒い殺さつ戮りくの意志の塊に堕だした将軍デュロニウスの姿も、まざまざとよみがえる。クリスが逆手に握った太た刀ちを、その額ひたいの刻こく印いんに向かって突きおろすところも。

「──ぉおおおおおおあああああああアアアアアアアアアアッ」

　ジュリオは絶叫し、右の手刀を突き上げた。指先が青白く燃えるモルフェウスの刻印に突き刺さり、皮膚を引き裂き頭ず蓋がい骨こつを砕いて貫つらぬく。赤黒い獣の一人は血と脳のう漿しようをまき散らしながらのけぞって倒れた。身をねじり、背後のもう一人の額に手刀を突き込む。骨がいともたやすく割れる感触はおぞましいほどに快い。また一人、また一人、ジュリオの指先に脳天を穿うがたれ、刻印の火を血で汚し、獣たちが倒れていく。

　──人の手では殺せない。

　クリスの言葉がもう一度耳の中で響く。ジュリオは刃やいばと化したみずからの手の甲に青い光を見る。モルフェウスの刻印だ。腕が赤黒く濡ぬれているのは返り血のせいだけではないと気づく。蛭ひるのようなまだら模様が皮膚全体に広がりつつある。それでも手を止めない。背後からつかみかかってきた兵の腕をへし折り、振り向きざまにその眉み間けんを手刀で貫く。

　視界に動くものがなくなっても、まだ獣じみたうなり声が聞こえていた。

　自分の声だ──と気づく。

　いつの間にか、血まみれの下生えに四よつん這ばいになり、よだれ混じりの荒い息をついている。指と爪が新しい血を求めて土を搔かいている。赤黒い斑紋に染まった両手の甲に燃えるモルフェウスの刻印がまばゆい。

（だれだ）

（私は、だれだ？）

（私の、名前──真の名前が、思い出せない──）

「──ジュリオ！」

　呼ぶ声が聞こえた。首をもたげると、よろけながら駆け寄ってくる二つの影が見えた。紅あか色いろの髪と、金色の髪は、ともに血と土で汚れている。

「ジュリオ、いやぁっ、ジュリオ！」

　女が涙声を散らしてすがりついてくる。

（それは私の名前じゃない）

（私の名前！）

　細腕に爪つめを立て、牙きばをむいた。女の顔が恐怖に引きつる。そのとき、いっそう小さな人影が二人の間に割って入ってきた。

「ジュリオっ、このばかっ」

　わめく幼子の、額ひたいには太陽の形をしたしるしが青く発光し、金色の髪を燃え立たせている。その光を目に受けて獣欲が昂たかぶる。

「正気に戻れジュリオっ！」

（私の名前じゃない！）

（私の名前を──）

　幼子の肩を乱暴につかみ、地面に突き倒そうとしたとき、その幼子が短剣を逆手に握って振り上げた。

　視界が鮮血に染まる。





　　






「──では、王おう太たい伯はく陛へい下かは……クリスの中に取り込まれた、ということなのですか」

　フランチェスカが言った。大将軍アルビレオスは渋い顔でうなずいた。

「どちらがどちらを取り込んだのか、双方ともガレリウス殿に記憶を奪われているゆえ、もはや区別がつかぬが、少なくとも肉体はクリストフォロのもの。王太伯陛下は肉体的には亡くなられていた」

　冷ややかな表情で考え込むフランチェスカの背後で、パオラは青ざめ、ジルベルトは黙ってアルビレオスをにらみ返してきた。広い謁えつ見けんの間には他に人影はなく、ゆえにアルビレオスは聖王家を揺るがすほどの秘密を打ち明ける決意を固めたのである。

「どちらの記憶も……奪われている？」

　フランチェスカが形の良い眉まゆを寄せる。

「さよう」

「それでは、その者はクリスでも王太伯陛下でもないということなのではありませんか」

　アルビレオスはフランチェスカの言葉にしばし考え込む。たしかに、そうとも言える。

「王としてふるまっているのでしょう。軍も独断で動かしたと。それはむしろ、王太伯陛下がクリスの肉体に乗り換えただけなのでは。モルフェウスの神は、そういう力の持ち主でしょう」

「フランさまっ、そ、そうだとしたらっ」パオラが悲痛な声で言う。「もしそうだとしたら、クリスさんは」

「その可能性もあるが、今はまだ──」

「あれはクリスだ」

　声に、全員が振り向いた。

　謁えつ見けんの間の奥にそびえる玉ぎよく座ざの柱の影から、深しん紅くの髪を泳がせ、現れたのはミネルヴァだった。その顔には湖底の石のような無表情が張りついている。

「……あれは、クリスだ。わたしにはわかる」

「ミィナ……」

　フランチェスカが遠慮がちに歩み寄った。

「話せたの？」

　ミネルヴァは沈んだ顔のままうなずいた。その背後から、禿とく頭とうの老王おう配はい候こうガレリウスがやはり沈痛そうな面持ちで姿を現す。

　二人で奥おく宮みやの寝所に面会に行ってから、さほど時間がたっていない。ミネルヴァは、あの名前を失った男とどんな言葉を交わしたのだろう──とアルビレオスは思う。なぜ、クリスだと断言できるのか。長く命運をともにしてきた相手だ。あれほど変へん貌ぼうしていても、なにか通じ合うものがあったのだろうか。

「……あんな……あんな、あんなことに、なってたなんて」

　ミネルヴァは強く握った拳こぶしを胸に押し当て、震わせる。

「どう、どうしてたんですかクリスさん」

　パオラがミネルヴァに寄り添って肩に手を置く。ミネルヴァは長い紅あか髪がみを振り乱す。

「わからない。クリスじゃなくなってた。みんな忘れてたんだ。わたしのことも、銀ぎん卵らんのことも。それなのに。……それなのに！」

　ミネルヴァは漆黒の瞳ひとみに涙をためて声を強める。

「あれはクリスなんだ。わたしにはわかる。だって、同じ目をしてた。わたしを求める目が、はじめて逢あったときと同じだ」

　ミネルヴァの指がみずからの二の腕にきつく食い込む。

「クリスなのに。やっと逢えたのに、名前も呼べないなんて。……こんな、こんなやり方で獣けものを押し殺すなんて、わたしは望んでなかった。こんな形で、触れ合えるようになったからって」

　声に抑えようのない怒りと絶望と悲哀がにじむ。

「ミネルヴァさま。たしかに、あの男が望んだことです」

　ガレリウスが重苦しい声で告げた。

「あの男は、冥めい王おうの力を掌しよう握あくするため、深しん淵えんに赴おもむきました。そこでオルクスの真の名を知った。否いや、正確には──自分がそもそも真しん名みようを知っていたことを自覚したのです」

「噓うそだ」

　ミネルヴァがガレリウスに背を向けたまま弱々しい声で言う。

「クリストフォロの名こそがそれだと。獣に蝕むしばまれていたわけでも、巣くわれていたわけでもなく、自分こそが星喰くらいの獣そのものであったと、気づいた……」

「噓だ！」

「気づいたあの男は、私の申し出を受け入れた。自分がクリストフォロである記憶すべてを私に差し出したのです」

「噓うそだ、おまえが勝手に奪ったんだろうガレリウス！」

　声は張り裂けそうなほどだったが、ミネルヴァはガレリウスに向き直りもしない。

　ガレリウスが噓をついていないと、わかっているのだ。アルビレオスはそう考える。噓をついていると感じていたら、この場でガレリウスを殺しているはずだ。

　認めたのだ。

（ならば、これから私が申し出る案も、聞いてくださるかもしれぬ）

　アルビレオスは、顔を伏せたままのミネルヴァに一歩近づいて膝ひざを折った。

「ミネルヴァさまに、お願いがございます」

　突然、臣下としての礼をされたことに、ミネルヴァは戸惑いの色を浮かべた。脇からフランチェスカの訝いぶかしげな視線が注がれるのを感じながらアルビレオスは頭を垂れて言葉を続けた。

「獣けものの仔こを、ミネルヴァさまの手で殺していただきたいのです」

　ミネルヴァは顔を上げなかった。フランチェスカと、その後ろに付き従う守護騎士ジルベルトも、表情を固くしただけだった。パオラだけが気け色しきばみ、アルビレオスにつかみかかってくる。

「なっ、なにを言ってるんです！　クリスさんはミィナさんのっ」

　パオラの手を振り払い、アルビレオスはまたミネルヴァに向き直る。

「もとより、獣の仔を打ち倒せるのは、テュケーの庇ひ護ごのもとにあるあなた様だけ。今ならばあの者は己が冥めい王おうであることを忘れている。あなた様が触れることができる。つまり、殺せるのです」

　何者も呼吸さえゆるされないような、押し詰まった沈黙が長く長く続いた。

　ミネルヴァは踵きびすを返した。

「……少し、考えさせてくれ」

　パオラが息を吞のみ、紅あか髪がみの背中に駆け寄る。

「なに言ってるんですかミィナさんまでっ！　そんな、そんな！　クリスさんはミィナさんのためにここまで」

「パオラ、やめなさい」

　フランチェスカが、青い衛えい生せい兵へい服の袖そでをつかんで引っぱり戻す。ミネルヴァは振り向きもせず、奥おく宮みやへと続く回かい廊ろうへと歩み去った。

「フランさままでっ、どうして、どうしてですか！」

　パオラはフランチェスカの腕の中で身をよじり、泣きそうな声で言う。

「ミィナが決めることよ」

「どうしてっ」

「これはもう、ミィナとクリスだけの戦いだから」

　パオラの潤うるんだ瞳ひとみが、なんとかフランチェスカの心をぐらつかせようと揺らぐ。フランチェスカは静かな諦てい観かんに満ちた視線を返すばかりだ。

「あたくしたちは、あたくしたちの戦いをしなければ」

　パオラの両肩に手を置き、言い聞かせ、身体からだを離すと、フランチェスカはアルビレオスへと向き直った。

（なんと強きよう靱じんな女だ）

　アルビレオスはうなずき返しながら、胸中で感嘆する。

（あまりにも強く、気高く、美しすぎる）

（ゆえに、我らにとって敵でありつづけるのだ）

（だからこそ──）

　大将軍は目を伏せ、腰から短い杖つえを引き抜く。

　鋼はがねの柄つか頭がしらに飛竜の彫刻が施ほどこされ、眼めには紫水晶が埋め込まれている。聖せい王おう国こく全軍の統とう帥すい権を示すその指し揮き杖じようを、軍神ベローナの聖せい女じよに向かって差し出す。

　合わせた視線から、意図を探られたのを感じる。

（そうだ。その通りだ、聖女どの）

　アルビレオスは沈黙のまま語りかける。

（貴き卿けいにこれを預けるということは、戦場に赴おもむき、帝国軍を押し戻し、耐えに耐えた末に、そこで死んでほしいということだ）

（貴卿は最高の英霊として軍神廟びように祀まつられるだろう。私は都の護まもりに回り、日ひ蔭かげの戦勲に甘んじよう）

（そして王国は秩ちつ序じよを取り戻す。それが、望まれる未来なのだ）

　アルビレオスの考えを読み取れないフランチェスカではないだろう。それでも、逡しゆん巡じゆんさえしなかった。指揮杖がアルビレオスの手から抜き取られ、飛竜の口にくわえられた鉄てつ環かんが不吉に鳴った。





３　光の牢獄







　湖岸のそこかしこから黒煙がたちのぼり、重苦しい曇り空に溶けていく。鮮やかな紫が湖面に広がり、沈んでいこうとしている。聖せい王おう国こく軍の旗だ。

「船は残らず焼かれたようです」

　老兵の報告に、アンゴーラ師団長エゴールは黙ってうなずいた。

　タルミア湖北岸に布陣していた聖王国軍はこれですべて敗走させた。しかし船を奪い象たちを運んで聖都サンチユリオの背後を衝つくという狙ねらいは潰つぶされた。王国軍が、決死の処理部隊を湖岸に残し、百隻せき以上あった船をすべて焼き払ったのである。

（甘く見ていたのは認めなければならんな）

（俺たちに勝てないとわかっていながら、最も効果的な手を、犠牲をいとわずに迅速に打ってきた。あれが騎士──というものか）

　騎士なる人種は、アンゴーラにはいない。エゴールも敵国研究の一環として聖王国騎士の規範となる薔ば薇ら章しよう典てん範ぱんなる書物を通読したことがあるが、柱となる精神をほとんど理解できなかった。

（畏い怖ふでも崇敬でもないものに突き動かされて、主あるじのために死ねるものなのか？）

（わからん。ゆえに、警戒しなければならん）

（あのイメイヘンにたまっていた剣けん審しん院いんとかいう組織の連中は、自己保身しか考えていない形けい骸がい化かした騎士どもだった。たやすく脅おどしに屈服したものだが）

（聖都サンチユリオには、本物がまだ数多く残っている）

　報告を終えた老兵が一礼して立ち去った。エゴールは陣をちらと眺めわたし、天幕に入る。卓に目を落とし、もう何度繰り返したか知れないが、糧食の計算をしてしまう。

「エゴール、いるのか」

　天幕の入り口の布が跳ね上げられ、入ってきたのは恰かつ幅ぷくのいい髭ひげ面づらの男だった。左さ翼よく軍ぐんを率いていた将軍だ。さきほど、エゴールの先せん遣けん隊たいに追いついたのだ。

「帝権讃頌ネブガラドミニオ！」

「帝権讃頌ネブガラドミニオ！」

　二人は機械的に敬礼を交わす。手を下ろした将軍が前置きもなく訊きいてくる。

「食い物はあとどれだけ保もつ？　これはうちの三師団の備蓄、それから次の補給は十二日後だ」と書類を投げてくる。将軍も着くなり食事の心配か、とエゴールはため息をつく。

「切り詰めて七日ですな」

　氷ひよう象ぞうは、半数以上を置き去りにしていくしかあるまい。一頭で兵百人分の穀物を食いつぶすのだ。勝ったとして、帰路はさらに厳しくなる。

「近隣の村の掠りやく奪だつは許可したぞ」と将軍は苦い顔で言う。

「しかたありません。陛へい下かからは、やるなとは言われておりませんから」

　詭き弁べんであることはエゴールにも将軍にもわかっていた。リドリアに上陸したときも、デクレヒトを陥かん落らくさせたときも、アナスタシアは掠奪を禁じていた。今は連絡がとれずに禁止命令が出せないだけだ。

「陛下は、今は──どうされています？」

　左翼軍はエゴールの先遣隊の後からここにやってきたのだから、アナスタシアを取り巻く異様な状況も見てきているはずなのだ。いや、見ただけではないかもしれない。被害が出たかもしれない。なぜなら──

「広がっておるな」

　将軍は苦々しそうな声で言った。

「すでに、遠眼鏡でなくては陛下の所在を確認することもかなわぬ。連絡兵を何人か向かわせたが、百歩といかず、みな倒れた。……草花は忌々しいほど茂り、鳥も虫も百年分の春がいちどきにきたかのように飛び回っているというのにな」

「では陛下はあの高台にとどまっておられるのですか」

「いや、象を使ってこちらに向かっておる」

「氷象で、ですか。氷象とて、あの、陛下の《領域》の中では──」

「象は寿命が非常に長いのを知っておろう」

　ああ、なるほど、とエゴールはうなずく。

　女帝の周囲では、あらゆる生命が急速に老いさらばえ、また誕生し育っている。象の寿命は、そのすさまじい加速の中でもあるていどは持ちこたえる。それだけのことなのだ。

「きさまらが道中で置き去りにした象どもを、次々と乗り捨てているのだろうな。こちらに向かってきているぞ。すでに《領域》は湖の北端に到達した。右う翼よく軍ぐんが湖を西に迂う回かいしたのはそのためだ」

　そこで将軍もエゴールも黙り込む。

（だからどうしたというんだ？）

　将軍も同じ思いだろう。

　女帝アナスタシアからの命令は変更されていない。聖都サンチユリオを陥かん落らくさせること、そして託たく宣せん女じよ王おうの身柄を確保すること──聖都にはもう一人がいるはずなのだ──それが与えられた任務だ。このまま南へと突き進むしかないのだ。現実的に考えても、物資の潤じゆん沢たくな聖都を攻め落とすことがこの大軍を維持するためには必要不可欠だ。

　それになによりも、広がり続けるあの正体不明の変異現象の影響範囲──女帝アナスタシアの《領域》から、逃げなくてはならない。

「……このまま」

　将軍がつぶやいた。

「このまま陛へい下かが聖都に到達すれば、戦わずとも陥落するな」

　エゴールは少し驚いて将軍の髭ひげの茂みに隠れた口元を凝視する。意外だったからではない。エゴールも同じことを考えていたからだ。

「陛下の《領域》が──《帝国》が、広がり続ければ、いずれ」

「そうですな。いずれ」

　その言葉の先は、どちらの口からも出てこない。

　あの力が際限なく広がり続ければ、聖都どころかこの南方大陸全土を、そしてやがては氷の海を越えて故国アンゴーラをも吞のみ込こむかもしれない。

　だとすれば、自分たちは万の軍を率いて、いったいなんのために南を目指している？

　そのときエゴールは再び、旧友のことを考えていた。女帝のそばにただ一人留とどめ置かれた男のことを。

（よもや、まだ生きているとも思えないが）

（なにが起きている？　ニコライ、おまえは陛下のおそばでなにを見た）

（生きてるなら教えてくれ。俺たちはこれからどうなるんだ）

「師団長！」

　声がして、天幕の入り口の布が跳ね上げられた。年若い連絡兵が駆け込んできて、エゴールだけではないことに気づき、直立不動になる。

「こ、これは、将軍閣かつ下かも」

「いい。報告を続けろ」と将軍は不機嫌そうに言った。

「はっ」連絡兵はエゴールに向き直る。「処分する象の選定が終わりました」

「ご苦労。薬を打って湖に沈めろ。象使いたちには特別手当をはずめ。それから全軍に出立を伝えろ」

「はっ」

　連絡兵が出ていった後で、将軍がぼそりと言った。

「象は殺すのか」

「ええ」

「なぜそんな無駄な手間を。放置すればよかろう、後にここを通りかかる陛へい下かの足になるかもしれぬし──」

　そこまで言いかけた将軍は、はっと気づいて口をつぐんだ。エゴールの意図を読み取ったのだ。それはお互いに、口にできない。

　女帝に足を与えたくないのだ。

　立ち往生してくれるのであれば、それでいい。その考えだけで主君への裏切りだ。たとえ意味の薄い消極的な手段だったとしても。

　そして将軍もまたそれを看過した。黙って首を振ると、天幕を出ていったのだ。

　エゴールは椅い子すに腰を下ろし、自分の剣の鞘さやをこすって、これから聖都サンチユリオまでの道のりとその先にある現実的な血と鋼はがねのぶつかり合いについてだけ考えようとした。

　外で、銅ど鑼らが鳴る。氷ひよう象ぞうたちの低いうなり声も大地を揺らす。

「進軍！　進軍準備！」

　連絡兵たちが陣内を駆け巡り声を張り上げている。

（今は、聖都を掠りやく奪だつしつくし、灰にすることだけを考えねば）

　エゴールは剣を握りしめて立ち上がった。





　　






　聖都王城の南西部に、《鋼の宮》と呼ばれる一角がある。鈍く黒光りする巨大な石の直方体、という印象の無骨きわまりない建築物で、王国軍の本部である。

　目の前は千人単位の部隊が練兵を行えるような広大な空き地になっており、曇どん天てんの下、甲かつ冑ちゆうをつけ槍やりを手にした騎士や侍従兵たちが一糸乱れぬ隊列をつくって待機していた。

　三階の廊下の窓からそれを見下ろしたフランチェスカは、足を止めてしまう。

　付き従っていたジルベルトの足音もすぐ背後で途絶える。

　手の中にある指し揮き杖じようの感触を何度となく確かめる。柄つか頭がしらの意匠は銀の鳥ではなく、鋼の飛竜だ。聖せい王おう国こく軍のすべてが今、この手の中にある。そして広場では紅べに薔ば薇らを胸に輝かせた王国騎士たちが集まってフランチェスカを待っているのだ。

（ずっと、これを夢見ていた）

（玉ぎよく座ざへ続く最後の一段に足をかけているというのに）

　ねずみ色の分厚い雲に埋め尽くされた空よりもなお、フランチェスカの心は晴れない。

　権力とともに重責がのしかかってくることは、もとより承知していた。だが、これはなにかちがう。パオラにはああ言ったが、フランチェスカとてミネルヴァとクリスのことが頭から離れない。

（ミネルヴァはあたくしの美しい王冠に。クリスはあたくしの美しい剣に。そうなるはずだった）

（これは、ちがう）

（この戦いは、そもそもの始まりが間違っている。負ける戦いくさだ）

　いつの間にか再び、人の手に負えない者を向こうに回していたのだ。プリンキノポリ大教会でマルマテオ師を失ったときと同じだ。

（ならば、あたくしも再び──）

（異様な戦いを選ばなければならないのか）

　そんなとき、主君の心の揺らぎを感じ取ったジルベルトは、二歩分だった距離を半歩に詰めてそっと寄り添うだけだ。おかげでフランチェスカはふらつかずに立っていられる。でも寡か黙もくな騎士の支えはそこまでだ。泣けるほど慎み深い男なのだ。背を押したりはしない。ただフランチェスカが再び歩き出すまで、じっと見守るだけ。廊下に他に人影はなく、二人だけを残して時が止まってしまう。

　迷いのぬかるみに深々と浸ひたっていたフランチェスカは、足音に気づき、はっとして顔を上げた。

　廊下の向こう端から、束ねた長い黒髪と旅装しよう束ぞくの帯をなびかせて、やってくる影がある。目にした瞬間の血管が凍りつくような戦せん慄りつだけで、それがだれだかわかる。

「……カーラ先生」

　フランチェスカは気を張って先に声をかけた。女は、廊下の窓から射さし込こむ弱々しい昼の明かりの中に出てくる。猛もう禽きんめいた目つき、若々しさと老ろう獪かいさの同居する笑み。

　王宮指南役、そしてフランチェスカたちのかつての師──カーラである。

「どこへ行ってらしたんですの？　ハドリアヌス城じよう塞さいでせっかくお逢あいできたと思ったらすぐにお姿が見えなくなって。大将軍閣かつ下かも捜してらしたわ」

　フランチェスカはつい、つまらない世間話から切り出してしまう。

「タルミア湖を見にいってたんだよ。せっかく聖都サンチユリオに戻ってきたのに、忙しくて命の洗濯してるひまもなかったからな」

　カーラはそう言って笑うが、師の言葉を額面通りに受け取るフランチェスカではない。アンゴーラ軍の様子をうかがいにいったのだろう、と思う。ジルベルトの疑い方はさらに露骨だった。腰の剣に手をかけてフランチェスカの前に出たのだ。

「ジル、やめなさい」

　あきれと不安の入り混じった声でフランチェスカはたしなめる。なぜならカーラからもたしかに殺気が感じられるからだ。

「目つきだけはいっぱしになったじゃないか、ジル」

　カーラは舌なめずりした。

「あたしを敵に回して勝てるつもりでいるのか？」

「先生が斬きりかかってきたときに、フランさまを逃がす時間をつくるくらいは、俺にもできます」

　カーラの肩が揺れる。

「えらく中途半端なうぬぼれだな。あたしがほんとうにその気になったら、おまえなんて紙っぺら一枚ほどの護まもりにもならないぞ」

「紙一枚になるくらいのことは先生から教わって、自分なりに磨いています」

　カーラは急に優しそうな顔になって目を細めた。

「言うようになったな。嬉うれしいよ。だが怪け我がを隠すのはもう少しうまくやれ。右肩はほとんど動かせないんだろう？　丸わかりだよ」

　ジルベルトはかすかに表情を固くする。カーラの笑みは満足げにやわらぐ。

「弟子がみな大きく育って、あたしも鼻が高い。いよいよ食べ頃だと思っていたけれど」

　食べ頃、という言葉にフランチェスカの四肢が張り詰める。

　そう、師カーラは、そういう人間だ。歯ごたえのある敵との戦いを愉たのしみたいがために弟子たちに剣や兵法を仕込んだのだ。こうして面と向かって言われるまで、信じたくない気持ちがどこかにあった。

　しかし、カーラはこう続けた。

「フラン、おまえは、もういい」

「……もういい、とは」

　フランチェスカは吐息に近い声を漏らす。

「エパベラでの立ち回りは見え透いていたけれど、パオラを使った一手はなかなかのもんだった。一勝一敗でまだ勝負はついていない──といいたいところだが、もういい」

「なぜですか」

　なぜか安あん堵どよりも先に落胆があった。カーラに無価値だと断じられた気がしたのだ。カーラは微笑ほほえむ。

「だっておまえ、あたしの見てないところで、どうしようもないほどにこてんぱんに負けてきただろう？」

　フランチェスカは口をつぐむ。

　腕の中で血を失って冷たくなっていくマルマテオ師の骸むくろの感触がよみがえる。

（ほんとうに、この方は……）

（すべて、見通していて、なおすべて愉しんでいる）

「あたしはおまえには勝てるが、そいつよりもおまえをぼろぼろにはできないだろうさ。だからおまえとの勝負はもういい」

　じっくり何日もかけて煮込んだ肉をかっさらわれた気分だよ、とカーラは笑う。フランチェスカの中でこわばったなにかが溶けていく。フランチェスカとて、成人前の少女だ。子供なのだ。師に誉ほめられたい、認められたい、許されたい、そんな思いを否定できはしない。今のカーラの言葉はそのどれでもないが、胸に涌わき起おこる寂しさに一いち抹まつの喜びが混じっている。

「ジルもだ。おまえとやり合うのはもうごめんだね」

　ジルベルトはかすかに眉まゆ根ねを寄せ、剣の口を切る。

「おまえは骨の髄まで騎士だよ。そんな風に教えたつもりはなかったんだけれどね。勝手に育っちまったな。今はたぶん、この国でいちばん純粋な薔ば薇らを咲かせる騎士だ。フランを護まもることしか考えていないだろう？」

　ジルベルトは答えないが、フランチェスカはだれよりもよく知っている。まったくカーラの言う通りだと。

「だから、フランと殺し合わない以上は、おまえともやらない。おまえがほんとうに全開になるのはフランが危ないときだけだ。ふふ、残念だよ」

　ジルベルトの剣の柄にかけられた手は微動だにしない。フランチェスカとカーラを隔てる膜のような殺気も薄らがない。騎士なのだ。黒いマントの背中を見つめながら、フランチェスカもあらためてそう思う。

　それならば、なぜ根っからの放浪人であるカーラが、また都に戻ってきたのか。よもやアンゴーラと戦って王国を助けるためではあるまい。王宮指南役として禄ろくを受けている立場であるが、そんな忠誠心を持ち合わせているわけがない。

「ミィナ、ですか？」

「ん？」

「先生は、死合いたい敵をミィナに決めたということですか。それで都に残られているのですか？」

　あるいはクリスかもしれない、とフランチェスカは思う。カーラがクリスに目をつけていないわけがない。今のクリスがどんな人間に変へん貌ぼうしているのか、けっきょくフランチェスカは面会が認められなかったのでわからないが、アルビレオスやミネルヴァの口ぶりからすれば、カーラにとっては一段と『面白い』相手になっているはずだった。

　けれどカーラは口元を歪ゆがめて首をかすかに傾かしげた。

「どっちも眼中にないよ」

「なぜです」

　無意識に期待していたのだ。カーラであれば、クリスがどんな深みに沈み込んでいようと、力ずくでなんとかできるのではないかと。あるいは冥めい王おうオルクスそのものとさえ剣で渡り合えるのではないか──と。

「あいつらは弱い。弱すぎる。二人とも自分のことで手一杯のガキじゃないか。ミィナはあたしの弟子でいちばんの不出来だな。小手調べをする気にもなれない。あいつはもう戦士じゃないよ」

　言っている意味がわからなかったので、フランチェスカは黙っていた。カーラは窓の外に目を移して言葉を続ける。

「それでもあたしがこのむさくるしい退屈な城で待っているのは、剣を抜くべき相手を見つけたからさ」

「見つけた──のですか」とジルベルトが口を挟んだ。フランチェスカを護まもることだけに生きる騎士とて、剣の技を競う者としての好奇心を抑えきれなかったのだろう。カーラが抜ばつ刀とうしてまで戦うにふさわしいと認めた相手。だれのことなのか。愛まな弟で子しであるジルベルトやミネルヴァすら、カーラが真剣を用いたところを見たことがないのだ。

「もうすぐ、都に戻ってくるよ」

　カーラは遠い目になる。

「いくつもの血の夜をくぐり抜けて、強く、強く、強くなって戻ってくる。あたしの教えを飛び越えられるのは、たぶんあいつだけだ」

　フランチェスカははっと気づく。

（ジュリオのことだ）

（シルヴィアさまを救出しに北へ赴おもむいたジュリオが──戻ってくる？）

（では、シルヴィアさまも無事なのか。たしか、そう、クリスもそのようなことを言っていたのだと聞いた）

「だからね、フランチェスカ・ダ・ザカリア・サン・ディキマ・エ・ベローナ」

　カーラは皮肉めいた笑みを浮かべ、聖せい女じよの正式称号で呼ぶ。

「おまえには聖都サンチユリオをきっちり守り抜いてもらいたい。アンゴーラなどさっさと蹴け散ちらして追い返してもらいたいのさ。でないと、あたしの待ち人の帰り道がふさがれてしまう」

　フランチェスカは深くため息をついた。

　なぜこんな場所でこんなときにカーラが待ち構えていたのかと思ったが、そんな用件だったとは。迷っているフランチェスカを、激励しにきたわけだ。あまりにもカーラらしい、自分勝手な理由で。

　師の視線が、フランチェスカの手にした飛竜の指し揮き杖じように注がれる。

「欲しかったおもちゃが手に入ったじゃないか。浮かない顔をしているのは、アルビレオスに嵌められたからだろう？」

「ほんとうに、先生はなんでもご存じですのね。一瞬、これも先生の入れ知恵ではないかと疑ったりもしたのですけれど」

　カーラは呵か々かと笑った。

「馬鹿言うな。もうおまえと戦う理由もないんだから、そんなことしないよ。アルビレオスもあれはあれで腹黒い男だ、それくらいの策は自分で思いつく」

　そう、自分は大将軍アルビレオスの罠わなに、わかっていて踏み込んだのだ。

「聖軍の統とう帥すい権をおまえに渡す。おまえは聖将軍として大将軍の上に立ち、聖せい王おう国こくの指揮系統の中に組み込まれる。ところで──とアルビレオスがしかつめらしく切り出すところが目に見えるようだな。私はシルヴィアさまからの詳細な軍令書を預かっている。私以外には見せるなとのお達しだ。貴き卿けいも聖せい王おう国こく軍の一員となったからには、この軍令書にはすべて従ってもらわねばな……とかなんとか言ったんだろう、あの白しろ熊くまは」

　あきれてしまう。まるで見てきたように言うものだが、ほとんどその通りなのだ。

　実際、シルヴィアがそんな詳しい軍令を残していけるはずがない。そもそもシルヴィアの出発時にはアンゴーラの侵攻は知られていなかった。しかし、軍令書がでっちあげだと証明する手立てもまたない。

　結果としてフランチェスカは、大将軍を上回る聖将軍という臨時最高職を手にしながら、その実アルビレオスの命令で動かねばならないのだ。

「でも、わかっていて乗ったんだろう？　あたしの可愛かわいいフラン」

「ええ。もちろん」

　そうでもしなければ王国軍には迎え入れられなかっただろう。なにせフランチェスカはつい十日ほど前まで逆ぎやく賊ぞくの指揮官だったのだ。また、アルビレオスの上官という形だけでも示さなければ、戦勝国である七公国連合が納得しない。落としどころは他になかった。

「形だけは整えてもらいましたわ。けれど、あたくしの兵ではない。下の庭に待ち受けるだれもが、あたくしの剣ではない。……敵でさえない」

　そんな中で戦ったことなどなかった。まわりじゅうが敵であるよりもなお絶望的な状況だとさえ思える。

　そして、アンゴーラだ。

　言葉も、神話も、戴いただく天さえもちがう国の圧倒的な兵力。これまでフランチェスカが弄ろうしてきたあらゆる策略は無駄だろう。

　なにも持っていない自分が、これから敵でも味方でもない数千の騎士たちの前に出て、なにを語ればいいのか。わからない。濃い霧の中で足がすくんでいるのだ。

「迷うなよ、フラン」

　カーラは唇の端になまった刃やいばのような笑みを引っかける。

「手段ならいくらでも迷っていい。目的で迷うな。馬鹿のやることだ。そう教えたよな。それを聞いておまえはおまえの戦い方を編み出した、だろ？」

　フランチェスカはしばらく、師の顔をじっと見つめ返した。ジルベルトの背中に、かすかに殺気と緊張以外のものが漂う。彼もまた思い出しているのだ。かつて故郷ザカリエスコでカーラに学んだ日々。ジルベルトとミネルヴァは日が暮れるまで木剣で打ち合い、パオラはフランチェスカと巨大な地図卓を挟んで部隊駒ごまをぶつけ合う。カーラは樹の太い幹で昼寝するふりをして様子を愉たのしげに眺めていた。

　いま思い返せば、夢のような日々だった。

（あの頃のあたくしは、こんな溶けた鉛の海のような戦いに身を投じ、玉ぎよく座ざを目指して泳ぎ続けることを、予期していただろうか）

　記憶と現実とがこすれあい、火花が走る。

（もちろん予期していた）

　フランチェスカはあらためて思い返す。

（あたくしは決めていたのだ。幼い日から、自分の国を手に入れると）

（だから──）

　ふと気づくと、カーラが足音さえたてずにジルベルトとフランチェスカの間を抜けていくところだった。すれちがうときに、一瞬だけ肩に手を置かれる。完全に虚を衝つかれたジルベルトは啞あ然ぜんとした顔で振り向くが、そのときにはカーラの後ろ姿はすでに廊下の角を曲がるところだった。

　悔しさを無表情の中ににじませ、ジルベルトは抜きかけた剣を鞘さやに戻す。

　フランチェスカは奇妙な熱を身体からだの芯しんに感じながら、歩き出した。

　階段を下りたところでジルベルトに声をかけられる。

「……フラン様、二階のバルコニーから就任挨あい拶さつではなかったのですか。そちらは一階への階段です」

　振り向く。

「いいのよ。就任挨拶なんてばかばかしいわ。それより、同じ目の高さで、彼らの行き場のない敵意を浴びておきたいの」

　ジルベルトは主あるじの意図を理解できないようだった。しかしフランチェスカが階段を下り始めると、規則正しい足音は二歩後ろをぴったりついてくる。

　吹き抜けの巨大な広間を横切り、背丈の三倍ほどもある大きなアーチをくぐって庭に出た。曇り空の下だというのに、フランチェスカは思わずまぶしさに目を細めてしまう。












　風に翻る紫の旗、磨き上げられて鈍く光る装飾鎧よろいと矛の穂先、咲き誇る紅あか色いろの薔ば薇ら章しよう。整然と隊列をつくった王国騎士たちを前にして、フランチェスカは戦せん慄りつを押し殺せない。頭では和わ睦ぼくしたのだと理解していても、身体からだが敵への警戒を忘れていないのだ。

「これは、ザカリア公女どの」

　見事な白しら髭ひげをたくわえた老齢の騎士団長が、冷ややかな目で言った。軍神ベローナの聖せい女じよでも聖将軍でもなくザカリア公女と呼ばれたことに、フランチェスカは侮ぶ蔑べつを感じ取る。軍の指揮官として認めるつもりはない、ということだ。その気持ちはどうやら老騎士団長だけではないようだった。フランチェスカが姿を現したというのに、だれ一人として剣を掲げる最敬礼を行っていない。

「バルコニーから、ご高説を賜たまわる予定ではございませんでしたかな」と騎士団長が言う。

「やめにしたわ。あなたがた一人一人の顔を見て、声を聞きたいの」

　ジルベルトに待機するように言い置くと、フランチェスカは居並ぶ騎士たちの間にひとりで踏み込んだ。よく訓練された騎士たちはざわめいたりしないが、戸惑いの感情は肌に伝わってくる。

「あたくしは、あたくしのために死んでくれる戦士だけを旗の下に置くことにしているわ。あなたたちはどう？」

　ゆっくりと隊列の間を歩きながら、だれに対してでもなく問いかける。

「おたわむれを」

　ちょうどそばにいた壮年の騎士がせせら笑った。

「我らが命をかけるは神と王冠と御み旗はたのみ。テュケーの庇ひ護ご厚き女王陛へい下か以外の何者のためにも死ねませぬ」

　フランチェスカは足を止め、その騎士の横顔を見つめる。

「あたくしの手にあるものがなにかご存じ？」

「ただの鋼はがねでできた棒でございましょう」

　べつの騎士が冷淡な声で答えた。

「聖将軍という臨時職については周知されていないのかしら」

「存じております」

　年若い騎士が固い表情で言う。

「けれど、公女どのはあくまでアルビレオス大将軍閣かつ下かの直属の上官。我らは閣下の命令で動きます。公女どのは閣下にご命令なさるだけのお立場です。ご理解されましたか」

　彼の言う通りだった。フランチェスカはいわば高い塔の最上階の飾り立てられた牢ろう獄ごくに閉じ込められているだけなのだ。鍵かぎはアルビレオスが握っており、他のだれにも彼女の声は届かない。

（これが、あたくしの、将としての最後の戦場か）

　苦い絶望をフランチェスカは嚙かみ殺ころす。

「公国連合軍と連動しなければ聖都サンチユリオは護まもりきれないわ。あたくしの直接命令に従ってほしいの。部隊編成も含めて」

「笑止」と老騎士団長が背後で言った。「もとより、都は我ら聖軍のみで死守いたします。辺へん境きようから物見遊山にやってきた田舎者どもは湖で船遊びでもしておればよい」

「さよう。公国の手を借りたとあっては薔ば薇ら章しようが汚れる」

　なにひとつ勝ち取ってなどいないのだ、とフランチェスカは胸の中で繰り返す。将としての最後の戦いくさは、王としての最初の戦となる。

　そのとき、騎士たちのざわめきが衰おとろえる。一人、また一人、視線が《鋼はがねの宮》の壁面に大きく口を開けたアーチに向けられる。暗がりから、紅あか色いろの髪をなびかせた人影が庭に歩み出てくる。光を増す灯ともし火びのように、並み居る者たちの視線を集める。

　背負った大剣は、ずいぶん久々に見る気がする。

「……ミィナ」

　フランチェスカはため息混じりに言った。ここで出てきても無駄だ、と視線だけで伝えようとした。ミネルヴァは思い詰めたような目で騎士たちを見渡し、最後にその視線を老騎士団長に向ける。

「……久しいな」とミネルヴァは言った。

「ミネルヴァさまも、お変わりなく」と騎士団長は薔薇章に手を添えて礼した。その礼儀は王女に対してのものであって女王に対してのそれではないことにフランチェスカは気づいてしまう。

「他にも……いくつか、知った顔がある。みな息災か」とミネルヴァは言った。

「ミネルヴァさまが出ていかれてから、ほんの十年です。変わりありませぬ」

「そうか。そうだな。たった十年か。それくらいではなにも変わらないな」

　フランチェスカはぞっとしてしまう。騎士たちと言葉を交わすミネルヴァが、姿形はそのままに、中身だけひどく年老いてしまったように感じられたからだ。

　当代、女王が双子であったこと、姉が王城を逃げ出してザカリアに落ち延び、連合公国軍の急きゆう先せん鋒ぽうとして数々の戦場で王国兵を殺してきたことは、かつて三さん大たい公こう家けがひた隠しにしていたものの、今や万人の知るところとなっていた。だから騎士たちの顔に浮かぶのは苦い複雑な表情だけであって、驚きの色はない。

　隊列の正面まで戻ったミネルヴァは、振り向いて言う。

「わたしは今、こうして戻ってきた。あのときと変わらず、わたしはミネルヴァ・サン・ディキマ・イ・フォルトゥナ、この身にテュケーの女神の血を宿す者だ。そして、フランチェスカ・ダ・ザカリアは剣士としてのわたしの主君だ。それだけでは、おまえたちが従う理由にならないのか？」

　老騎士団長をはじめ、玉ぎよく座ざにあった頃の幼いミネルヴァを知っている者たちは、みな口ごもる。女王を護る者としての崇敬、王国を護る者としての矜きよう持じ、ふたつがぶつかり合っているのだ。

　けれど、やがて老騎士団長は口を開く。

「ミネルヴァさま。あなたがご自分のご意志で王城を出ていかれたあの日、あなたは我らの女王ではなくなったのです。今、我らの女王はシルヴィアさまただひとりです」

　背後に整列した騎士たちの何人もがうなずく。ミネルヴァも、だ。フランチェスカは口の中にあきらめの味が広がっていくのを感じる。

　去り際、フランチェスカは騎士たちに言った。

「あなたたちをあきらめたわけではないわ。そういう意味では、ようやく、あなたたちはあたくしのほんとうの──征服すべき敵になったわけね」







　ジルベルトを連絡係として騎士たちの前に残し、二人で《鋼はがねの宮》に入った。一階の冷え切った石の廊下を歩きながら、フランチェスカは隣を歩くミネルヴァに訊たずねる。

「クリスはどうしているの。そばについていなくていいの？」

「わたしはクリスのお守りじゃないぞ」

　ミネルヴァはひどく不機嫌そうに言った。

「ずっとついてたって、どうしようもないじゃないか」

　どうしようもないのか、とフランチェスカは胸中で嘆息する。

　変へん貌ぼうしてしまったというクリスには、まだ逢あっていない。王おう配はい候こうガレリウスの話によれば、クリストフォロである記憶すべてを失い、自分が王おう太たい伯はくティベリウスだと思い込み、また周囲にもなにがしかの力でそう思い込ませているのだという。

　クリスであった記憶とつながっているため、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの者には面会させたくない、とガレリウスは言った。ミネルヴァは娘として王太伯と面識があるからいいが、フランチェスカたちとのつながりは流る浪ろうの傭よう兵へいクリストフォロとのものだ。記憶をたどられ、名前がよみがえってしまう可能性は否定できないのだ。

「……わたしのことだって、なんにも憶おぼえてないんだ、あいつは」

　ミネルヴァは歩を緩めずに言う。

「お父様としての記憶だって、ほとんどない。自分でも気づかないで、必死にそのふりをしてるだけだ。あれは、ただ空っぽなだけの、クリスだ」

　彼女の横顔は根雪のように固く、けれどふとした弾みで溶けて崩れてしまいそうだった。二度と逢えなくなるより、なおつらい再会だったのだろう、とフランチェスカは思う。

「……それで、今はクリスは」

「奥おく宮みやにずっといる。ほとんど寝所にこもりきりだ。巫み女こたちは、ただぼうっとしているだけだと思っているみたいだけど、たまに額ひたいに刻こく印いんが光るんだ」

　フランチェスカはぞっとしてミネルヴァの顔を見る。

　刻印──冥めい王おうオルクスの、つまり、獣けものの烙らく印いん？

　それは、記憶が戻りつつあるということだろうか。

「ちがう」とミネルヴァは言う。「そっちじゃない。あれはモルフェウスのしるしだ。お父様の」

　モルフェウス。

　人の肉体を乗っ取る、幻惑の神。

「そちらの記憶も王おう配はい候こう閣かつ下かが奪ってしまったのでしょう？」

「そう。だから、使えてない。でも、だれかと喋しやべってるみたいなそぶりも見せる。あれは、たぶん──」ミネルヴァは少し口ごもってから、言葉を続ける。「記憶を奪われる前に、種を蒔まいたやつらに、なんとか呼びかけようとしてるんだと思う」

「それは、……王おう太たい伯はく陛へい下かとしても、真しん名みようの記憶を取り戻そうとしているということ？」

「かもしれない」

　それもまた危険だとガレリウスは言っていた。モルフェウスは最悪の力を持つ刻こく印いんであり、ティベリウスのような邪よこしまな欲望の持ち主に備わっていると甚大な被害を生む、と。

　実際に幻惑の神のわざを目の当たりにしたフランチェスカは、王配候の危き惧ぐが痛いほど理解できる。なにしろパオラがその力で殺されかけたのだ。

（ひとの肉体を支配するうえに、疫えき病びようのように影響を広げていく力）

（たしかに危険すぎる）

「王配候閣下に報告した方がよさそうね」

「いい」

　ミネルヴァが固い口調で即答した。フランチェスカは目を見開いて彼女の顔を見る。

「いい、って、どういうこと？」

「報告なんてしなくていい。モルフェウスの真名を思い出すなら、それでいい」

「なにを言っているのミィナ」

「そっちを思い出したら、あいつはもう、クリスじゃなくなる。そうしたら、斬きればいいだけになる。……わたしが、迷う必要なんてなくなる」

　フランチェスカの足は止まってしまう。

　廊下の先へと進むミネルヴァの後ろ姿が、少しずつ小さくなる。その背にかけられた大剣の鈍い光沢が、目に焼きつく。





４　這い寄る永遠







　聖都サンチユリオの北大門の前は、物々しい空気と、鉄の削り屑くずのにおい、掘り返された土のにおいに満ちていた。びっしりと隙すき間まなく並べられた丸太の逆杭くいは、本来は馬の突進を防ぐためのものだが、何倍も太い木材を使って人間の身長よりも高く造ってある。氷ひよう象ぞうへの備えである。急造の物もの見み櫓やぐらも、城壁に倍する高さだ。激しくなってきた風に、色とりどりの旗がひるがえっている。

　平時は通行審査を待つ隊商でにぎわう門前だが、今は完全武装した兵の姿しかない。わずかに開いた門の内側には、都の住人たちが多くつめかけて外の様子を探っている。

　なにしろ、防備を固めているのは聖せい王おう国こく軍ではなく、つい十日ほど前までは敵だった連合公国軍の兵たちなのである。風にはためいているのもそれぞれの公国の旗だ。

　木き槌づちやつるはしの音に混じって、怒声が流れてくる。

「だれに許可を得て穴など掘っている！　この北門は聖都の顔だぞッ！」

　口ひげを震わせて怒鳴っているのは、紅べに薔ば薇ら章しようを胸に留め、鷹たかの羽根で居い丈たけ高だかに飾り立てた甲かつ冑ちゆうを身に着けた王国騎士だった。背後には王国軍兵の一部隊を引き連れている。

「許可なんて知らねえよ」

　土を運び出す台車にもたれて、泥だらけの若いメドキア兵が言った。

「上からの命令でやってる。あんたら王国軍に文句を言われる筋合いはない」

　作業を監督していたメドキアの分隊長もむすっとした顔で答えた。

「ここは聖都サンチユリオだ、田舎者が勝手な真ま似ねをするな！」

　騎士が顔を紅潮させて声を張り上げる。後ろに控えていた部隊もこれ見よがしに槍やりの穂先を持ち上げてメドキア兵たちを取り囲もうとする。

「なにが勝手な真似だ。象が来るんだぞ、溝で門を囲んどかなきゃ、突っ込まれてあっという間に城壁破られるぞ！」

「都の門は象ごときに破られるほどやわではない！」

　胸を張る騎士に、ひとりだけラボラジアの軍章をつけた初老の兵が食ってかかる。

「ふざけるな小僧、きさま氷ひよう象ぞうを見たことなどないだろうッ」

　あまりの剣けん幕まくに、聖せい王おう国こく勢はそろって気け圧おされて後ずさる。

「わしはガキの頃にリドリアで帝国の襲撃を実際にこの目で見た、あれは動く山だ、並の門などひとたまりもないわ！」

「そうだ、都でぬくぬく剣舞のお稽けい古こしてたやつらは引っ込んでろ」

　メドキア兵たちも口汚く言い返す。

「なんだとぉッ」「異い端たんめがッ」

　王国兵がいきり立つ。

「貴様らに都の防備など頼んだ憶おぼえはないぞ」

「辺へん境きように帰れ！」

「こっちだってやりたくてやってンじゃねえよ！」

　門の奥で野や次じ馬うまたちもざわつく。戦いくさは和わ睦ぼくによって終わったと聞いていたのに、両陣営の兵たちは今しも抜ばつ刀とうしそうな剣けん吞のんさだ。

　そのとき、声が響く。

「や、やめてくださいっ」

　にらみあう軍人たちの群れに駆け寄っていくその人影を目にして、野次馬たちは驚きよう愕がくしてまたざわめいた。どう見てもまだ十代の、青い衛えい生せい兵へいの服を着た少女だったからだ。走るたびに跳ねる栗くり色いろの髪は仔こ馬うまのようだ。

「どうしたんですかこんなところで、だ、だめですよぅ剣抜いちゃ！　ハドリアヌス協定のこと聞いてないんですか！」

「こ、これは、パオラ殿」

　メドキア兵がそろって直立不動になる。対して王国軍の者たちは啞あ然ぜんとして固まる。

「なんだきさまは、女子供が口を出すな」

　騎士が眉まゆをつり上げて言うなり、メドキア兵たちが激げき昂こうする。

「口の利き方に気をつけろナマズ野郎！」「うちの指揮官だぞッ」

　王国軍の一隊の訝いぶかしげな視線がパオラの全身をねめ回す。

「山猿どもは女に命令されているのか！」と若い王国兵がせせら笑う。

「股またでも開いて言うこと聞かせてるんだろう」

「山さん賊ぞくまがいにはお似合いだな」

「てめえらはその女にやられた負け犬じゃねえか」

「侮ぶ辱じよくするのかッ抜けッ」

　しかし、さすがに隊長である騎士はそこまで無知ではなかった。

「やめんかッ」

　一いつ喝かつして部下たちを黙らせる。

「こちらはザカリア公女フランチェスカ殿の代行だ。おまえたちもサンカリヨン攻防戦の噂うわさくらいは聞いているだろう」

　王国軍兵たちは顔を見合わせてひそめた声をかわす。

「代行、って、あの」「七万率いてサンカリヨンを落とした」「魔女の影武者っつう」

　魔女、という言葉を口にした者にメドキア兵たちはぎろりと不穏当な視線を向けるが、詰め寄ったりはしなかった。フランチェスカに対する蔑べつ称しようではあるが、押し隠せぬ畏い怖ふが込められた呼び名でもある。

「代行殿、この穴掘りは公女殿のご命令か」

「そうです、氷ひよう象ぞうへの備えは急いでやらないと」

「それはまあいい、しかし物もの見み櫓やぐらと旗はどういうことだ、神聖なる紫の飛竜旗を見下ろすなどとッ」

「つまらねえ形式にこだわってんじゃねえよ、アンゴーラが来るんだぞ？」

「そうだ、だいいちてめえらは負けて占領された側なんだから、旗を押っ立てられるのは当然だろうがよ」

　メドキア兵が混ぜっ返すと、王国騎士は再び口ひげを痙けい攣れんさせた。

「聖都サンチユリオは占領されてなどおらぬ、調子に乗るな！　まだ十数万の軍勢が健在なのだぞ！　勝手に物見櫓を建てるなど、我が軍への敵対行為に等しい！」

「そちらが城壁の監視塔を使わせてくれないからしょうがないじゃないですか！」

　パオラも思わず声を張り上げてしまう。

「当然だろう、都の防備の要かなめだぞ。テュケーの神を軽んじる異い端たんどもに立ち入らせるなど論外だ」

　パオラは頭を抱えてうずくまりたくなった。

「──パオラ！」

　呼ぶ声に、顔を上げる。

　城壁沿いにやってくる一騎の軍馬が見える。旗印は銀の雌めん鳥どり。見慣れた銀ぎん卵らん騎き士し団だんの一員だ。今の銀卵は公国軍全体の連絡係として総員寝る間もなく飛び回っているのである。

「すぐに来てくれ、四人やられた」

「敵襲ですかっ？」

「いや、そうじゃないが、とにかく状況がよくわからんのだ、来てくれ」

　それから銀ぎん卵らん兵へいは馬上から王国軍とメドキア軍のにらみ合いを眺め渡す。

「どうかしたのか」

「すぐ済ませます、とにかくみなさん！」

　パオラは王国騎士たちの方に向き直る。

「塹ざん壕ごうづくりは急いで続けてください、物もの見み櫓やぐらは、うう、ええと、ひとまず旗は下ろさせますから、あとは軍議にかけます、今ここで乱暴なことしないでくださいね！」

　そうまくしたて、軍馬の尻しりに飛び乗って連絡兵の腰に腕を回す。騎士もメドキア兵もなにか口々にわめいたが、馬体はあっという間に加速して、それを風のはるか後方に押し流してしまう。

「あちこち厄介なことになってんな」

　手綱をしごきながら兵が向かい風の中で言う。

「川向こうの砦とりででも、うちの百人長が連合軍の部隊も置かせてくれって言いにいったら、矢を射かけられて追い返されたって話だぞ。王国の連中、状況わかってんのか……」

「そんな……」

　絶望と風の冷たさがパオラの四肢をこわばらせる。もうアンゴーラの大軍勢がタルミア湖沿いに迫っているというのに、王国・公国間の諍いさかいを引きずっていては、ひとたまりもなく踏みつぶされて聖都サンチユリオを蹂じゆう躙りんされるではないか。

「こっち側でもとくに東方のコモンドールやザッパニアの連中は不満たらたらだ。なんで俺たちが血を流してまで聖都を護まもらなきゃいけねえんだって、騎士団長まで言いふらしてる始末だ」

　その気持ちはわからなくもないが、もうそんな時代は終わったのだ。フランチェスカがひとつの国にしたのだ。しかし、その精神が行き渡る前に、フランチェスカの国は象の蹄ひづめで粉々にされてしまうだろう。

「団長は──ああ、今や聖将軍閣かつ下かだっけか──どうするつもりなんだろうな」

　パオラは答えない。

　もはやフランチェスカ一人に担える戦いくさではない。これまでのように頼り切りではいけない。自分で考え、もがき、道を拓ひらいていかなければいけない。それはわかっているが、やり方が見えない。深い溝を前に立ちすくむばかりだ。

「あそこだ、降りてくれ」

　連絡兵は、城壁のそばに急造された厩きゆう舎しやのかなり手前で馬を止めた。百頭ちかく収容できるだろう大規模なものだが、それをさらに遠巻きにして、かなりの大人数が集まってざわついている。駆け寄っていくと、各公国軍の者たちだとわかる。兜かぶとの羽根飾りもタバードに縫い付けられた紋章もばらばらだ。

「なにがあるかわからん、離れろ！」

「馬の被害はそれぞれの隊に報告しろ」

　野や次じ馬うまたちの間で銀ぎん卵らん兵へいが声を張り上げている。パオラはそのうちの一人のもとに駆け寄った。

「なにがあったんですか」

「パオラか。馬が全滅した」

「え……」

「不寝番をしてた四人も死んでる。……死に方が妙だ、疫えき病びようかもしれん」

　パオラは銀卵の数人を引き連れ、防疫のために口に布を巻いて厩うまやに入った。暗さに目が慣れ、中の様子が見て取れるようになった瞬間、息を吞のむ。

　厩きゆう舎しやの床は生い茂る草で埋め尽くされていた。腰までの高さに育ち、色とりどりの花をつけている。そのところどころに倒れている黒ずんだものは、近づいてみると、馬の死し骸がいだとわかる。干からびた皮に骨の形がくっきりと浮かび上がった不気味な死体だ。

「……な、なにこれ……」

「わからん。兵はあそこで死んでる」

　指さされた先、厩舎の入り口の木柱に、屍しかばねがもたれていた。完全な白骨かと見まがうほどに瘦やせ細って乾燥した死体だ。

　虫の羽音がして黒いもやのようなものが死体のまわりにたちのぼった。蝿はえかと思ってパオラは後ずさったが、それは蜜みつ蜂ばちの群れだった。蜂だけではない。草花の合間には蝶ちようのつがいが何匹も飛び交い、バッタの列が茎くきから茎へと飛び移り、さらにはパオラの見ている目の前で死骸の虚うつろな眼がん窩かから葉が伸びて白い花がこぼれ出る。

　叫び出したいのに、喉のどが完全に硬直していて呼吸さえも難しかった。

（なに？　これは）

（もう秋も半ばだというのに、蝶？　蜜蜂？）

（どうしてこんなに草が茂っているの）

（どうしてこんな生命の息吹が満ちている場所で、兵や馬たちは死んでいるの？）

　言い知れぬ恐怖に圧おされて、パオラは厩舎を出た。野次馬たちのざわめきや毒づく声が安あん堵どを誘う。

　それからふと気づく。

　厩の中だけではないのだ。この城壁そばの地面は、乾いた土がむきだしではなかったか。いつの間にこんなに草が茂っている？　そこかしこで小さな花がつぼみをつけ、種々の虫たちが飛び回ったり鳴き声を響かせたりしている。

「おいパオラ、大丈夫か」「まずい病気なのか」「焼き払った方が」

　心配した銀卵兵たちも厩舎から走り出てきてパオラを取り囲む。パオラはうつむき、何度も首を振った。

「……わからない。わからないです、あんな病気知らない。ううん、病気なんてものじゃない、なにか、なにか起きてるけど、とにかく、とにかく」

（とにかく──なんだ？　どうすればいい）

「ここだけじゃないんだ、実は」

　いちばん年かさの銀ぎん卵らん兵へいが、厩きゆう舎しやを振り返ってつぶやいた。

「投石機のまわりが一晩で草ぼうぼうになったとか、水くみに行った見習いが老人みたいにしわくちゃになって死んでたとか、馬が何頭か死んだ話もいくつか聞いた。確認がとれなかったし、パオラも団長も大変そうだったから報告しなかったんだ。すまん」

　ここ数日、各隊の間を駆け回って連絡と情報収集と意見の吸い上げに忙ぼう殺さつされてきた男の言葉は、重たくパオラの胸にのしかかってきた。

「とにかく、フランさまにも報告してください」

　言いながら、けっきょくそれか、とパオラは突き刺さるような無力感を飲み下す。頼ることになってしまう。

「なんなんだよこれは……」

　集まった公国軍の者たちのざわめきが背中に聞こえてくる。

「まさかアンゴーラの連中がなにかやったのか」

「なにを。こんな季節に草を生やして虫を撒まいたのか？　なんでそんなことを」

「わからん」

「くそ、王国のやつらが街の中の厩舎を使わせねえからこんなことに……」

　パオラは振り返って、なるべく固い口調で言った。

「それから人を払ってください、危険かもしれないです。この草が茂ってるのがどのへんなのか、一分隊使って調べてください」

「……わかった」

　手に負えなくなってきている──。

　散開する銀卵兵たちの背中を見送りながら、パオラは痛感した。人間の手ではどうしようもないことが、次々とのしかかってきている。

（クリスさんのことも、そうだ）

（ミィナさんはほんとうにクリスさんを殺す気だろうか）

（そんなの見たくない）

（でも、あのときあたしもミィナさんの背中を呼び止められなかった）

　色鮮やかな蝶ちようたちが漂ってきて、無力感に苛さいなまれて立ち尽くすパオラの肩にまとわりついた。





　　






　冬の予感をたっぷりと孕はらんだ風が暗い空から吹き下ろし、砦とりでの胸壁に並ぶ紫の旗を厳しい手つきでなでている。

　石組みの軋きしみが続いているのは、小やみない地響きのせいだ。砦の屋上から見渡す荒野の地平は、赤みがかった白い霧で覆おおわれているように見える。












「……数はわかるか」

　砦とりでの隊長である初老の王国騎士が、物見の兵に尋ねた。

「はっきりとは……三十頭、ほどかと」

　物見の返答に、騎士は腕組みしてうなる。氷ひよう象ぞう三十頭ということは千人隊だ。よもや威力偵察ではないだろう。

「全軍まっすぐ都へ向かうと思っていたが、ここまで攻めてくるのか」

　アンゴーラの南下針しん路ろからはかなり外れた拠点であったため、三百名の兵しか置かれていない。

「先ほど、狼煙のろしを確認しました」べつの物見が固い声で言う。「マッサカラ砦、シエナ砦、リブオーノ北および南砦、いずれも接近中の氷象部隊を確認したと」

　どこも、一刻と保もつまい。隊長も、兵たちも、みなわかっていた。

「油は」

「すでに撒まきました」

「矢は使い切れよ」

「弓兵、臨戦待機しております」

「鉦かねは象の数がわかるまで鳴らすな」

「言い置いてあります」

　とっくに行き渡っているはずの命令をひとつひとつ再確認するのは、そうでもしなければ恐怖を押し隠せないからだ。地響きは高まり、ほの赤い霧と見えていた地平のそれが、深しん紅くの軍旗をびっしりと並べて突進してくる氷ひよう象ぞうの群れだとわかるようになる。石いし臼うすのような太い蹄ひづめで灌かん木ぼくを容赦なく踏みつぶしながら、近づいてくる。

「そうだ、もう一つ」

　隊長は言い忘れていた命令を思い出す。

「地下にも油あぶら壺つぼを置け。糧食と燃料はすべて焼く」

　部下たちは指揮官の悲壮な決意に満ちた青白い横顔を見つめる。

　この砦とりでは、わずかな間の足止めにしかならない。時間を稼ぐこと、そして帝国に物資を奪われないようにすること。それが駐屯部隊にできるすべてだった。

　部下たちが一礼して散っていった後で、騎士は兜かぶとの面めん頰ほおを深く下ろした。砦の正面をにらみすえる。

　氷象のそれぞれの背に取りつけられた大がかりな鞍くらが視認できるほどの距離に近づいたとき、隊長は大音おん声じようで号令した。

「──射うてぇッ」

　砦の矢窓から火矢が一斉に放たれた。光の弧が暗い空を走り、突き立った地面の油に引火してあっという間に燃え広がる。

　しかし、二の矢をつがえようとした弓兵たちはみな目をむき息を吞のんで一瞬手を止めてしまう。高く激しく燃えさかる炎の壁の向こうにゆらりと巨大な影が現れ、そのまま炎を突き破り踏みつぶして出てきたのだ。巨体をびっしりと覆おおう透き通った雪色の剛毛が火の色に映える。

「……あ、あの毛むくじゃらッ、火が平気なのかッ」

「化け物め……」

　だれからともなくおびえと呪じゆ詛その声が漏れる。

「射て、射てぇッ」

　指揮官の号令に、反射的に弓兵たちの手が持ち上がる。しかし射かけられた矢は、象の分厚い毛皮に弾はじかれてしまう。

「御ぎよ者しやを狙ねらえ！」「旗に向かって火矢を放て！」

　屋上の指揮官は胸壁から身を乗り出し目を見はった。

　氷象の真ん中の二頭が、なにか巨大な台車のようなものを引きずっている。その兵器がなんなのか、見抜けた者は一人もいなかった。アンゴーラの軍用技術によって洗練され進化したそれは、王国で用いられている巨大な匙さじと縄でできた原始的な投石機とはあまりにもかけ離れていたからだ。

　象の鞍の上でアンゴーラの指揮官らしき男が立ち上がり、挙げた手を振り下ろした。次の瞬間、太いばねがうなりをあげて縮み、発射台の巨石をまっすぐに城壁に向かって撃ち出した。轟ごう音おんとともに砦全体が揺れる。

「投石機だッ」「狙え、あれを火矢で狙──」

　弓兵に指示する声は、続いて城壁に突き刺さった第二弾の衝撃音に吞のみ込こまれる。石組みが崩れてばらばらと地面に落ち、壁に穿うがたれた無残な穴から兵の死し骸がいがいくつも滑り落ちる。

「矢を途絶えさせるな、近づけさせるなァッ」

　胸壁から大きく身を乗り出して王国騎士は叫んだ。ここで指揮官たる自分が中に隠れては恐慌が感染して一気に堰せきを切る、そんな思考と騎士の矜きよう持じが恐怖をぎりぎりでせき止めた。粉ふん塵じんを手で払って砦とりで正面を見据えると、氷ひよう象ぞうの毛並みまでもが見てとれるほどに近づいたアンゴーラの突撃隊の姿がある。

　象の背中で、甲かつ冑ちゆう姿が立ち上がり、再び手を高く掲げた。

「──蹂躙せよヴラヤ・イニヤ！」

　まるで土砂崩れのような、氷象たちの高まる蹄てい音おんが、砦を吞み込んだ。





　　






　聖都サンチユリオの防衛のための司令部は、王城の《鋼はがねの宮》に置かれた。それはつまり最悪の事態には王城の城壁を防衛線とするという意味である。

「シエナ砦、全滅しました。駐屯隊は火をかけたもようです」

「リブオーノ南砦とは連絡がとれません、一刻前に襲撃の狼煙のろしを確認しております」

「パルツィオ砦、放棄し撤退しました！」

　軍議の卓を囲むフランチェスカたちのもとに、次々と絶望的な報告が舞い込んでくる。アルビレオスは苦い顔で、卓上の地図の陥かん落らくした砦に短剣を一本ずつ突き立てていく。アンゴーラ軍は、北東と、湖の反対側を回って北西から聖都に迫っている。

「閣かつ下か、あてがはずれたのではなくて？」

　フランチェスカはアルビレオスにいやみを言う。

　正面に配置した連合公国軍を襲わせて、左右から王国軍で挟撃。生き残って戦果を独占しようというのが、アルビレオスの狙ねらいだろう。図星をさされてもアルビレオスは無視して卓の地図をにらみすえる。

「妙だな。公女どのもそう思われるだろう」

「ええ。左右に分かれる意味がわからないわ。正面をまったく攻めずに、なぜ遠回りするのか。西回りは二日は遅れるし、糧食も余裕などないはず」

「周辺の街を掠りやく奪だつするつもりか」

「そのための移動にかかる時間で、けっきょくは物資的に損ですわ。そういう計算ができない相手ではないはず」

「これでは、まるで」

　アルビレオスは卓上の部隊配置をにらむ。アンゴーラの布陣にはぽっかりとした円形の空間が口を開けている。タルミア湖の東岸だ。本隊がいると目されている位置である。斥せつ候こうにより、深しん紅くに染め抜かれた双頭の海竜の旗印が確認されている。アンゴーラ帝その人が軍を率いているということだ。

「まるで、中央の本隊から遠ざかろうとしているように見えるな」

「皇帝を放置して逃げる？　まさか」とフランチェスカはあきれる。

「いや、あり得る。『蛸たこ』の報告では、アンゴーラ帝の周辺で奇怪なことが起きていて、味方も近づけなくなっていると」

　フランチェスカは顔をしかめた。そんな報告は聞いていない。情報に関して、公国側と王国軍とでまったく連れん繫けいがとれていないのだ。『蛸』とはどうやらガレリウス配下の諜ちよう報ほう専門員であるらしく、アンゴーラ軍内部の様子を探るにはその者たちの力を借りるより他にないのである。

「初耳ですわ。奇怪なこととはなんですの」

　アルビレオスは渋じゆう面めんをつくってしばらく考え込んだ。話すべきか迷っているのだろう。軍議には他にも四人の王国側の将軍が臨席していたが、みなフランチェスカとアルビレオスの虚々実々のやりとりに気け圧おされて口も開かない。

「……アンゴーラ帝の近衛このえ隊や側そつ近きんが変死したと。氷ひよう象ぞうもやられ、虫や草が一晩で大量発生して、近づけぬと聞いた」

　フランチェスカは息を吞のむ。

（人や獣けものの変死）

（そして虫と草花の爆発的な繁茂──）

（同じ、だ）

　アルビレオスが眉まゆを寄せる。

「なにかご存じなのか公女どの」

　今度はフランチェスカが逡しゆん巡じゆんする番だった。パオラからの報告にあったあの厩きゆう舎しやでの変事は、まだアルビレオスの耳には入っていないわけだ。

（いや、こんな情報ごときで先んじたところでなんの得にもならない）

　フランチェスカは息をつき、話し始める。アルビレオスの顔はみるみる険しくなっていく。その理由の半分は、情報がまったく共有されていないことへのいらだちと怒りだろうが、それはお互い様である。

「……なにが起きている？」

　フランチェスカの報告を聞き終わったアルビレオスは、そううめいた。

「何者なのだ、アンゴーラ帝は。『蛸』の話では、幼い姿形を留とどめている化け物じみた女だとのことだが……よもや、ほんとうに」

　ほんとうに化け物なのか。フランチェスカも、アルビレオスの潰つぶれた言葉の先に自分の考えを重ねる。化け物であっても、もはや不思議ではない。人じん智ちの及ばぬ領域が天の上にも地の下にも気が遠くなるほど深く広がっていることを、フランチェスカはこの戦争を通じて学んだ。その深しん淵えんの一端は、みずからの身に刻こく印いんされてさえいる。

　だが、それにしてもこれはいったいなんだ。人や馬や象が干からびて息絶えているそばで、蜂はちや蝶ちようが群れ、草花が萌もえ出でて芽吹いている？

「まさか、アンゴーラにも」

「うむ……」

「大たい公こう家けの方々のような」

「しかしあれは神々の血筋の力では」

　将軍たちがひそひそと声を交わす。

　刻こく印いんの力ではないのか、という疑いを最も強く抱いていたのは、他でもないフランチェスカ自身だ。なんとなれば、フランチェスカは血統によるものではなく、後天的に戦女神ベローナの刻印を与えられたのだ。

（あり得るのだ）

（だとしたら、これはなんの力だ？）

（アンゴーラは──いや、その神は、なにをしようとしている）

（なんという名の神だ）




「──イノ・モルタだ」




　しんと冷えた少年の声に、軍議室の一同は腰を浮かせた。高い両開きの扉の前に、いつ部屋に入ってきたのか、黒と紫に彩られた人影がある。フランチェスカは奇妙な味のする唾つばを飲み下した。少年の、夜よりもなお深い黒を宿した瞳ひとみが、将軍たちを一人ずつ射い貫ぬき、最後にフランチェスカの顔に留とどめられる。

　クリスだ。いや、腰に黒こく衣いを巻きつけ、裸の肩に王族のしるしである紫のトーガを羽織っている──王おう太たい伯はくティベリウス・ネロスだ。

　王太伯はゆっくりと大卓を迂う回かいしてやってくる。我に返った将軍たちが弾はじかれたように立ち上がって最敬礼した。

　フランチェスカは体中の内臓がめくれ返ったかのような吐き気にも似た違和感でいっぱいになっていた。

（これが、クリス？）

（たしかに、身体からだはクリスのものだ。ミネルヴァの言う通り、眼めも）

（けれど、あの笑み）

（クリスはあんなふうに笑わない。それに）

　フランチェスカだけは着席したまま、まわりの将軍たちの様子をうかがう。畏い敬けいの念のあまり額ひたいに汗の粒を浮かべている者さえいる。アルビレオスも無表情ながら、その直立不動の姿勢はすべて演技とは思えなかった。

　なによりフランチェスカさえも、少年の視線に射すくめられ、平伏しなければいけないという想念に圧おし潰つぶされそうになっているのだ。

（王、なのだ）

　自分を王おう太たい伯はくだと思い込み、周囲の者にも思い込ませている、とアルビレオスは言っていた。思い込みなどというなまやさしいものではないとフランチェスカは痛感する。

（これは、意識を塗りつぶして描き換えているのだ──自他ともに）

　王太伯がフランチェスカの背後を通り過ぎる。視線の威圧がひととき消え、フランチェスカはさきほど彼が部屋に入ってきたときの言葉を思い出す。

（なにか、とんでもない名を口にしていた）

（そうだ、イノ・モルタ──と）

　イノ・モルタ。

　パルカイ神群の主しゆ宰さい神しん、世界の中心にあって糸車を回し生命を流る転てんさせる女神。

　髪に触れられ、フランチェスカははっと腰を浮かせてふりむいた。背後で立ち止まった王太伯が、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべてフランチェスカの金色の髪を持ち上げ、なでている。

「おまえは、だれだったか」

　王太伯がつぶやく。アルビレオスが身を固くするのがわかる。クリストフォロであった頃のことを思い出させないようにと、フランチェスカたち銀ぎん卵らんの面々には逢あわせないようにしてきたのに、手回しが無駄になってしまったのだ。

「なぜおまえはぼくに平伏しない？」

　フランチェスカは意志を奮ふるい立たせて王太伯の夜よる闇やみ色いろの瞳ひとみを見つめ返した。

「あたくしはあなたの臣下ではないから」

　将軍たちの何人かがぎょっとした顔になった。王太伯は微笑ほほえみ、フランチェスカの耳を指で軽くなでた。

「そうだな。おまえは知っている気がするけれど、この美しさはぼくのものじゃなかったし、ぼくの求めているものでもなかった」

　王太伯は鼻を鳴らしてフランチェスカから離れた。大卓の上座、紫の飛竜旗を背にした椅い子すに腰を下ろす。

「陛へい下か、なぜこのような場所に。軍議ですぞ」

　アルビレオスが慎重に声をひそめて訊たずねた。

「忘れている」

　王太伯は深く息をついてつぶやいた。

「ぼくは、たくさん忘れている。なにを？　わからない。今、それをたぐり寄せている」

　広げた指の一本一本に、夜色の眼めが注がれる。軍議室がそのたびにしんしんと冷えていくかのようだ。

　記憶を取り戻そうとしている。どちらの、だろう。王太伯が失った、幻惑の神モルフェウスの真しん名みようの記憶か。あるいはクリスが失った、自分自身の──つまりは冥めい王おうの真名か。

（両方、かもしれない）

（奪ったのはどちらもガレリウス公なのだから）

「……イノ・モルタ。ふ、ふ、やってくるぞ。その前に、すべて手に入れて思い出さなければ」

　再び王おう太たい伯はくの口からもたらされたその神の名に、凍っていた空気が軋きしむ。

「イノ・モルタとは……？」

　将軍の一人が戸惑った目で訊たずねる。テュケーの一神のみを信仰する聖せい王おう国こくでは、パルカイ神群に対する知識があまり広まっていない。知らない者も多いのである。

「生命の流る転てんを司つかさどる、中心の女神だ」

　アルビレオスがぼそりと答える。

　生命の流転。

　人も獣けものも老いて干からび死んで朽ちるそのかたわらで、草花は萌もえ出でで、虫たちが孵ふ化かし交わり殖えていく。

「アンゴーラの女帝は、どうやったか知らないが、イノ・モルタの刻こく印いんを有している。今はその力に歯止めがかからなくなっているといったところか。ふ、ふ、愚かな女だ」

　王太伯は卓上の地図に示されたアンゴーラ軍の布陣の不自然な穴を見つめて笑う。

「なぜ陛へい下かはそれをご存じなのです」

　アルビレオスが訊ねる。ティベリウスの記憶が戻りつつあるのではないか、というおそれがその口調から読み取れる。

「この目で見たからさ。女帝とも、言葉も剣も交わした」

「どう……どういうことにございますか」

　将軍の一人が、まったくわけがわからないといった顔で言う。

「正確にはぼく自身じゃない。《種》を蒔まいたやつが、ね。ふふ。ジュリオ、あの男の身体からだはなかなかよかった。戻りが待ち遠しい」

　フランチェスカにはなんとか意味がわかった。モルフェウスの刻印は、意識の種子を他人の肉体に植え付けて支配する。そうしてつくった操り人形を──ジュリオ、あの白しろ薔ば薇らの騎士を？──帝国軍に送り込み、アンゴーラ帝と対たい峙じした、と言っているのだ。

　そして、そこで見た。

　女帝の額ひたいに燃えるイノ・モルタの刻印を。

「さあ、なにをしに来るのか。終末の祭りを邪魔しに？　無粋な女だ。黙って糸の尽きた車を回しながら時の終わりを見届けていればいいものを……」

　王太伯は舌なめずりして、立ち上がる。

「さて、ぼくがこんなむさ苦しい場所にわざわざやってきたのは、おまえたちに忠告するためだ。余計なことをするな」

　両手を卓上に置き、王太伯は一同を眺め渡して言う。

「これは神々の戦いだ。おまえたち凡俗の人間にできることなどなにひとつない。おまえたちはせいぜい石畳を掃き清めて、帰ってくるシルヴィアたちを迎えるんだな」

　王太伯が紫のトーガをひるがえして軍議室を出ていった後も、氷の下の湖水のような沈黙が部屋に満ちていた。フランチェスカは地図の上で何度も拳こぶしを握った。震えているのは寒気にも似た怒りのせいだった。

（神々の戦い、ですって？）

（人間にできることなど、なにひとつないと？）





　　






　奥おく宮みやの日没は早く訪れる。庭が六重の高い柱と壁に囲まれていて陽ひがすぐに隠れ、闇やみは静寂のせいですぐに大気に染みとおる。

　女王シルヴィアが聖せい巡じゆんのために不在になって以来、巫み女こや神しん官かんの数も減り、燭しよく台だいに火も点ともされなくなった。そんな暗闇の中を、白しろ薔ば薇らの光ひとつだけが漂い進んでいる。

　大将軍アルビレオスである。

　奥宮の外がい縁えんの北側に、ネロス大たい公こう家けの王おう配はい候こうのための房が設しつらえられている。今はガレリウスの居住であり、アルビレオスの向かう先はそこだった。

　足取りは重い。先ほどの軍議で知った様々な事実が、胸を内側から突き刺すせいだ。

（イノ・モルタ……）

（アンゴーラもまた神々の力を用いている）

　クリスは──否いな、王おう太たい伯はくティベリウスはそう語った。

（その力は、放置しておいてもこの国を蝕むしばんでいく）

　フランチェスカの報告にあった、厩きゆう舎しやでの変死と草や虫の大量発生。イノ・モルタの影響が聖都サンチユリオに忍び寄りつつあるということだ。

（それは、話がちがってくる）

（私の戦い方は、これでは……）

　白亜の高い石柱が並ぶ回かい廊ろうを曲がろうとして、アルビレオスはふと物思いから意識を引き上げ、足を止める。

　行く手に明かりが見える。ガレリウスの房だ。あわただしい足音が聞こえ、光の中にいくつもの人影が見えた。その特徴的な輪りん郭かくは、頭髪を完全に脱毛した奥宮付きの神官だ。

「なにごとか。ガレリウス殿になにか」

　駆け寄って神官に訊たずねる。

「これは、大将軍閣かつ下か」

　神官はそろって頭を下げた。その青い法ほう衣えの裾すそが黒く濡ぬれ、しぶきが散っていることにアルビレオスは気づき、目をむいて房に駆け込む。

　ガレリウスは書架に囲まれた一室にいた。その紫のトーガもやはり血で汚れている。足下には巫女が二人、血まみれで横たわっていた。蠟ろう燭そくの揺れる火の下で、どうやら絶命しているように見える。

「閣下、これは」とアルビレオスはひそめた声で訊ねる。ガレリウスは顔を上げた。

「わからぬ。食事を運んできたと思いきや、突然襲ってきた。『蛸たこ』がちょうどそばにいて助かったが」

　そこでアルビレオスは、房の外にいた者たちのことを思い出す。あれは本物の神しん官かんではない。『蛸』、つまりガレリウス配下の諜ちよう報ほう員いんだ。ひととおり戦闘訓練も受けている。ガレリウスが「早く着替えてこい。それから片付けを」と命じると、『蛸』たちはすぐに姿を消した。

　アルビレオスは向き直って訊たずねる。

「閣かつ下かはお命を狙ねらわれる心当たりが？　しかも巫み女こになど」

「心当たりならいくらもある。しかし、これは」

　ガレリウスは動かない巫女のかたわらに膝ひざをつき、顔に顔を近づける。

「見よ、アルビレオス」

　呼ばれ、アルビレオスも腰を屈かがめた。ガレリウスが指さしているのは女の額ひたいだ。赤い蚯蚓みみず腫ばれが、幾何学的な紋様を形作っている。

　いや──これは蚯蚓腫れなどではない。

「……刻こく印いん、にございますか」

「そうだ。モルフェウスのしるしだ」

　幻惑の神モルフェウス。王おう太たい伯はくの持つ力。

「では、この女たちは、かつてティベリウスさまが『種を蒔まいた』者だと」

「おそらくな。今の王太伯は真しん名みようを憶おぼえていないゆえ、刻印を操れぬはず」

　それが、なぜガレリウスを襲う？

　考えに沈みかけたアルビレオスは、視界を灼やく青い光で我に返る。骸むくろの額のしるしが発光したのだ。二人とも、である。それだけではない。女の肌が急速に黒ずみ、泥に沈む蛭ひるの群れのような不気味な赤い斑紋が浮かび上がってくる。

「閣下お退さがりくださいッ」

　アルビレオスは立ち上がりざまにガレリウスの身体からだを書架の方へ突き飛ばしていた。

「──ゥルグゥァアアアアアアアアアアアアッ」「ヴァゥアアアアアアアッ」

　生臭い咆ほう哮こうが顔に吹きつける。もはやそれは女ではない。ぬらぬらと赤黒い濡ぬれた肌をさらす二匹の獣けものだった。刻印を爛らん々らんと光らせて身を起こし、血みどろの衣を引き裂くと、アルビレオスを押しのけてガレリウスに飛びかかる。

「名ヲ、名ヲォアアアアアッ」

　しかし、空を切り裂いて伸ばされた獣の手は、ガレリウスに届く寸前でがくりと落ちた。血しぶきが書架や石床や天てん井じようを、そして王おう配はい候こうのトーガを汚す。

　先に、頭が床に落ちる。それから赤黒い胴体が崩れて折り重なる。

　アルビレオスは剣を手に、荒い息をついた。引き抜いた一刀で二人の首をまとめて飛ばしたのである。

「……腕は、衰おとろえておらぬな」

　ガレリウスが青ざめた顔でつぶやいた。

　剣をぬぐって鞘さやに戻したアルビレオスは、房の外をうかがってだれもいないことを確かめると、扉を閉めた。『蛸たこ』たちが片付けの準備をして戻ってくるまで、だれにも見られるわけにはいかない。

「……名を、と言っていたな」

　首を切断された骸むくろを見下ろし、ガレリウスはつぶやく。

「モルフェウスの神の、真しん名みよう──ということでしょうか」

「であろう。刻こく印いんを持つ者が他の刻印を持つ者を殺せば、力を啜すすりとれる。獣けものの仔こがそれを示した。私を殺せば、私が奪ったモルフェウスの力を取り戻せるわけだ」

　ガレリウスは嘆息し、血で汚れた裾すそもかまわず椅い子すに腰を下ろした。

「兄上はどれほどの種を蒔まいたのか……女官や小姓の身体からだを奪って王城内をうろつくのが愉たのしみだと言っていたし、そう、ジュリオを通して軍内部、いや、アンゴーラ軍にさえも蒔いているはずだ」

　ぞっとしたが、アルビレオスは無表情を保つ。

　ようやく着替えて戻ってきた『蛸』たちが、巫み女この骸を大きな麻袋に入れて運び出した。書架の血もぬぐい、汚れた書を捨て、におい消しの草まで焚たいていくので、殺さつ戮りくの余韻はほとんどわからなくなる。

　ガレリウスは房の奥で着替えてから戻ってきた。『蛸』たちは退出し、再びの静寂が房を満たしていた。

「ところでそなたは何用だ」とガレリウスが目を細めてアルビレオスを見る。

　息をついて、気を落ち着かせてから、軍議のことを報告した。王おう太たい伯はくが軍議室に突然やってきたと話すとガレリウスの毛のない眉まゆは木の根のようによじれ、イノ・モルタの名前を口にすると顔が青ざめた。

　報告を終えると、しばらく二人の間に沈黙が横たわった。蠟ろう燭そくが半分ほどまで燃え尽きてから、ガレリウスが口を開く。

「……神々の戦い。なるほどな」

　王太伯の口にしたその言葉は、アルビレオスの心臓にも深々と刺さっていた。

「それで、そなたもついに迷い始めたか」

「わかりますか」

「でなければ、なんの思惑もなくただ私に報告などするまい」

　その通りだった。王おう配はい候こうに見抜かれていたことに、それほどの驚きはなかった。

「私は現実主義で動いてきたつもりです」とアルビレオスは言った。「陛へい下かや閣かつ下かたちのその神々に由来するお力は、そういうものとして受け入れ、さておいて、一軍人として聖せい王おう国こくの秩ちつ序じよのための方策を講じてきました」

「アンゴーラにも、負けるつもりはなかったのであろう」

「ええ」

　連合公国軍を前線に押し立てて侵攻を食い止め、聖軍の精せい鋭えいを背後に送り込んで伸びきった補給線を攻撃し、アンゴーラ軍の糧食が尽きるのを待つつもりだった。連合軍に被害を多く請け負わせ、できればその戦いでフランチェスカ・ダ・ザカリアが死亡してくれれば、聖せい王おう国こくは現在の枠組みを維持できる──そんな目もく論ろ見みもあった。

　しかしアンゴーラ帝が周囲のすべてを死と再誕の渦にまきこみながらやってくるのだとしたら、そんな打算はなんの意味もない。

（そう、これまで私は、つまるところ）

（神々の力が自分の敵にならぬようにと立ち回ってきたのだ）

（だがそれも、もう無理だ）

「私にも、もうわからぬ」

　ガレリウスは息を吐くのと変わらない声で言った。

「クリストフォロの名を奪ったことも。……正しかったのか。たしかに時の終わりは遠ざけられた。ミネルヴァさまは今、あの少年と一緒におられるが、なにも起きておらぬ。それでよかったのか……」







　奥おく宮みやを離れて広い庭の石畳の道を北西へと向かっていると、向かいの石造りのアーチをくぐっていくつかの明かりがアルビレオスの方にやってくるのが見えた。

「閣かつ下か！　こちらにおいででしたか」

　ランタンの灯に、紅べに薔ば薇ら薔ば薇ら章しようが光る。四十を過ぎたばかりの若い男だが、つい先頃アルビレオスが新しく鎮ちん守じゆ将軍に任命した騎士である。さらに年若い部下を三人引き連れている。みな表情が物々しく。アルビレオスは足を止めて訝いぶかしんだ。

「どうした。迎えなど必要ない」

「庭が最も立ち聞きされるおそれがないかと思いましたもので」

　鎮守将軍は足早に歩み寄ってくる。

（立ち聞き？）

「ハドリアヌス城じよう塞さい、奪だつ還かん作戦がまとまりました」

　アルビレオスは顔をこわばらせる。

　ハドリアヌス城塞。和わ睦ぼくのあかしとして、聖王国から七公国連合に譲り渡された、聖都サンチユリオの東の護まもりの要かなめである難攻不落の要塞。

「……まさかこの時期に攻めるというのか」

「はい。公国軍が北の守勢に回っている今こそが好機。閣下の根回しで、我ら聖軍はさほど都の防備に人員を割さかずに済んでおります。必ず攻め落とせましょう」

　絶句するしかない。

　たしかに、その案はアルビレオスから部下たちに示したものだった。フランチェスカ・ダ・ザカリアの影響力を抑え込むために、ハドリアヌスを再占領すること。

　しかし、もはや、そのような内紛を起こしている場合ではない。

「アンゴーラ軍も、糧食不足で部隊が東西に離散を始めていると聞きました。ここでハドリアヌスを一気に奪だつ還かんし、あらためて不利な和わ睦ぼく協定を見直す時期でしょう！」

　鎮ちん守じゆ将軍は力強く言った。

　あろうことか、アルビレオスはなにも言い返せなかった。アンゴーラのその動きは離散などではない、とさえ言えなかったのである。作戦を思おもい止とどまらせる言葉も出てこなかった。先ほどよりもずっと粘りけの強い迷いが、喉のどの奥でわだかまっていたからである。





５　葡萄酒と祈り







　不思議な階段だった。石に穿うがった大きな穴をそのまま段に切って磨き上げたかのように、なめらかで継ぎ目がない。岩肌そのものが光を放っているのか、どこまで下りていってもまわりがほの明るいままだ。寒気だけはいや増していくので、ミネルヴァは翼状の衣の袖そでをかき寄せて腕に巻きつけ、歩を進めた。凍った静寂の中、自分の足音だけが冷気に染みていく。

（幼い頃、一度だけ連れてこられたはずだけれど……）

　記憶を探っても、この階段のことは思い出せなかった。

　聖都サンチユリオ王城、謁えつ見けんの間の地下に続く、聖王家の者と神しん官かん団のごく一部の者しか知らない階段である。先ほど軍議から奥おく宮みやの寝所に戻ってきたところ、クリスの姿がなかった。神官に訊たずねたところ、銀ぎん陰いん宮に行っているという。

　その階段の先が、銀陰宮──聖せい王おう紳しんが託たく宣せん女じよ王おうを屠ほふり、その代の予見を成就させる場所である。

（わたしの命が閉じるはずの場所）

　一段、また一段と進みながら、爪つま先さきが冷えていくのをミネルヴァは感じる。

（わたしはここで、お母かあ様さまがお父様に殺されるのを見せられた、はずだ）

（ああ、あの光は）

　階段の先は、より明るくなっている。宮に与えられた名前の通りの、銀色の冷たい光だ。月光をいくつも束ねたかのようだが、無数の鏡を使って地下深くにまで引き入れられた太陽の光である。

（あの光は記憶にある）

　階段が尽きた。ミネルヴァは広い円形の間に足を踏み入れる。偽りの月光が肌を刺す。

　中央にひときわ太い柱があり、部屋の壁に沿って繊細な彫刻の柱が等間隔で並び、高い天てん井じようを支えている。

　細い柱と柱のちょうど中間点にそれぞれ黒々と口を開けている小さな通路は、歴代の託宣女王の遺体を納めた墓所に続いているという。

（母様も、ここにいる）

（それから、わたしも……）

　腕をこすって寒さに耐えながら、中央の柱に近づいていく。柱の根元に石の寝台のようなものがあり、そこに腰掛けて柱に頭を預けている人影に気づく。

　クリスだ。あちらもミネルヴァに気づき、身を起こした。

「どうした、ぼくのミネルヴァ。……まだ、ここに来る刻ときじゃないだろう」

　眠たげな目で言う。

　クリスの手には、黒曜石から削り出された短剣が握られている。予よ知ち夢むで何度も視みた剣だ。何人もの女王の血を吸ってきた刃やいば。

　けれど、今その刃の先に付着しているのは、石の粉だ。

　クリスが座っている石の寝台もまた、あちこちに文字が刻まれているのに気づく。おそらくあの短剣で綴つづったのだろう。様々な男性名だ。

（名前を失っていることを、自覚している？）

　ミネルヴァの視線に気づいたのか、クリスは刃にこびりついた石の破片を指でぬぐいとって、せせら笑った。

「……ぼくはティベリウス・ネロスだ。そうだろう？」

　ミネルヴァは答えられない。

　そうだと疑っていないのならば、そんな問いは口にしないはずなのだ。

「ぼくは、ミネルヴァ、おまえを妻として、すべてを吸い尽くして、この石の上で殺すはずの男だ。そうだな？」

　記憶が混こん濁だくしているのだ、とミネルヴァは思った。

　王おう太たい伯はくは、たしかに女王の夫である。しかし、ティベリウスが妻としたのはミネルヴァではなく母のユリアだ。すでに、ティベリウスの手によって殺されている。

（お父様の記憶と、クリスの記憶が入り混じってしまっている）

「でも、ぼくは。ぼくは……」

　クリスはうつむく。鏡同然に磨き上げられた床に、翳かげった顔が映り込む。

「足りない。足りない。足りない」

　床に映ったクリスの額ひたいで、青い光が蠢うごめく。はっきりした形をとれない、水の中の藻のようだ。

「みんな手に入れたはずなのに。ミネルヴァ、おまえはぼくのものだ。やっと手に入れたはずなのに。空いてる。空っぽだ」

　記憶が混濁しているのだ。

　焼けた感情が胸に詰まり、ミネルヴァはクリスの隣に腰を下ろした。冷え切った銀ぎん陰いん宮の空気の中で、離れているはずの体温がたしかに感じられる。

「手に入れたのに。求めていたものを、すべて」

　クリスのつぶやきが静寂に波紋を投げる。

「すべて？　……いや、そうじゃない。ミネルヴァ。ミネルヴァ、おまえだけでよかった。だからぼくは、とうに手に入れていた。なのに、大切なものをなにか──」

「思い出さなくていい」

　ミネルヴァはその言葉をもう押しとどめられなくなっていた。

「そんなもの、思い出さなくていい。おまえはおまえだ。わたしだって。わたしだって、おまえだけでよかった」

　熱が唇の間からあふれ出てくる。

　やっと、想おもいがつながったのだ。滅びを呼ぶはずの、はじまりの獣けものと終わりの女神の邂かい逅こうも、クリスが名を忘れていれば訪れない。寝台に投げ出されたクリスの左手に、ミネルヴァはそっと右手を重ねてみる。なにも起きない。ただそこにかすかなぬくもりがあるだけだ。

　ならば、これでいいのではないか。

（このままここで、自分を忘れたクリスと──）

　クリスが目を合わせてくる。手の甲に重ねていたはずの右手が、いつの間にか握り返されている。黒曜石の短剣がゆっくりと持ち上がる。クリスの濡ぬれた瞳ひとみと唇が、ゆっくり近づいてくる。

（ああ、それとも、今ここでわたしを殺すのか）

　甘いしびれがミネルヴァの意識を包み込む。

（それでも、いい）

（わたしが求めたクリスは、絶対に手に入らないのだ）

（それなら、予見の通りに、ここでこの刃やいばに貫つらぬかれて死んでもいい）

（そもそもわたしは、そのためにクリスと出で逢あったんだ）

（殺されて、苦しみから解き放たれるため）

（今は、その命運を喰くらってねじ曲げてしまう獣もいない。忘却の底に沈められている）

　クリスの、短剣を握った右手が、ミネルヴァの頰ほおに押しつけられる。鋭く研がれた石の冷たさがゆっくりと肌に食い込んでくる。












　やがて、ぞわり、と意識が身体からだから遊ゆう離りする感触がやってくる。

（始まる。予見だ）

（ほんの少し後でクリスに殺される、その未来を、わたしは視みるんだ）

（でももう、わたしはその未来を受け入れよう）

　クリスの腕に抱かれた自分自身を、ミネルヴァは高みから見下ろす。

　けれど銀色の月光に満たされた視界は、突然、暗転する。まったくの暗くら闇やみだ。なにも見えない。叫ぼうとしても声が出せない。意識が肉体から切り離されたままだ。

（これは、なに？）

（見えない、未来が……）

　ミネルヴァはもがく。意識の指先が真っ暗な虚空を搔かく。

（なぜだ）

（いつも、視たくもないときに視えていたのに）

　怒りと絶望が入り混じるが、それもミネルヴァを取り巻く闇を揺るがせもしない。

（テュケー、なぜ目を閉じる！）

（わたしは受け入れると決めたのに！）







　石を打つ甲高い音で、ミネルヴァは銀色の光の注ぐ広間に引き戻される。

　太い柱の根元、石造りの寝台の上だ。クリスが目を見開き、ミネルヴァから少しずつ身を離す。膝ひざのそばには、黒曜石の短剣が転がっている。ミネルヴァを我に返らせたのは、その刃やいばが落ちたときの音だろう。

「ちがう」

　クリスの言葉がミネルヴァの中にも大きな波紋をつくる。

　ちがう。これはちがう。なにかはわからないが、ミネルヴァもその違和感を痛々しいほど嚙かみしめる。

「ちがう。ミネルヴァなのに。……ぼくが求めていた、ミネルヴァなのに」

　剣を握っていない空の両手がミネルヴァの頭に回され、紅あか色いろの髪にもぐりこみ、指先がミネルヴァの肌を探る。焼け付くような喜びが違和感に混入する。

「いない。ミネルヴァの中に、いない」

（いない？）

（なにが？）

　クリスがミネルヴァの長い髪を持ち上げた。毛先が視界に入り、ミネルヴァは声をあげそうになる。鮮やかな紅色だった髪の先端が、墨に浸ひたしたように黒く染まっている。

（なんだ……これは、いったいなんだ？）

　ミネルヴァは寝台から飛び降りた。クリスはお気に入りの人形を奪われた子供のような目をしたまま寝台から動かない。

「わ、わたしは……」

　言葉も出てこなかった。ミネルヴァは踵きびすを返し、広間の端の階段へと走り出した。足音はまるでガラスを踏み砕くかのように致命的に響いた。





　　






　聖都サンチユリオの北門を入ってすぐに立つ商しよう館かんとそれに隣接する二つの宿場は、軍に接収されて屋根に紫の飛竜旗をはためかせていた。

　大型の荷馬車で次々と運び込まれているのは、怪け我が人にんである。歩ける者は自分の足で入っていく。聖都を囲む各地の砦とりでが相次いで陥かん落らくし、敗走した兵たちが聖都まで退却してきたため、軍施設だけでは収容しきれなくなったのだ。

　パオラは、各公国の千人長や大隊長を連れてその商館の前にいた。建物の裏に入っていく馬車の荷台には、血と泥に汚れて憔しよう悴すいしきった王国軍兵たちがぎっしり詰め込まれており、目が合うと虚無感にまみれた視線が返ってきて、パオラはぞっとした。

「さあまいろうぞ、代行殿」

　コモンドール公国軍の隊長の声がパオラの背中を押す。パオラはごくりと唾つばを飲み込んで、商館に踏み込んだ。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんのパオラです、フランチェスカさまの代理でまいりました……」

　玄関ホールでなにごとか指示を飛ばしていた王国騎士に声をかける。その騎士が振り向くよりも早く、怒声がパオラの背中に叩たたきつけられた。

「どけ邪魔だ！」「傷口が腐り始めてンぞ」「おいしっかりしろ、足は切り落とすぞ！」

「湯が足りねえんだよ！」「矢ァ抜くな、血が吹き出て死ぬぞ！」

　パオラたちを押しのけ、王国の衛えい生せい兵へいたちが台車にのせた怪我人を奥の広間に次々と担ぎ込む。むっとする熱気と臭気、くぐもったいくつものうめき声が聞こえてきて、パオラの連れている男たちは顔を固くする。

「なんだきさまらは！」

　王国騎士が振り向く。自分に声をかけてきたのが十五、六の小娘であることに気づいてその目が大きく見開かれるが、パオラもすでにだいぶ顔が売れている。すぐに騎士は渋じゆう面めんに戻った。

「これは、銀卵の代行殿。何用です」

「員数の再編のためにきました」

　王国騎士の顔がますます苦くなる。

　軍の一部隊は、三割ほどの損害でほぼ機能しなくなり、壊滅する。撤退した人員を配置し直して動ける部隊に再編成するのは、非常に重要な作業だった。

「公国に口を出されるようなことではない」

　王国騎士は渋りきった声で答えた。予想できた返答だった。

「でも、前線指揮官が足りないでしょう」パオラは必死に食い下がる。「公国連合軍に人員を組み込めばすぐにでも態勢を立て直せます」

「王国軍兵をきさまらの指揮下に、だと？」

　騎士はぎょろりと目をむく。

「世よ迷まい言ごとを抜かすな。そんなことをして部隊が機能するわけが──」

「できます、王国軍とあたしたちの指揮系統、軍編成はほとんど同じなんです」

　それは、フランチェスカたちと今の王国軍の将官たちがともにカーラという同じ人物から兵法を学んだからである。

「だからといって誇り高き聖軍兵がきさまらの指揮など受けられるかッ」

　騎士は唾つばを飛ばした。そばでぐったりと壁にもたれて話を聞いていた王国軍兵たちも、口々に「馬鹿抜かしやがって」「こないだまで敵だったじゃねえか、てめえらは」「てめえらの命令で死ねるか」とつぶやいている。いきり立ったメドキアの千人長が剣の柄に手をかけて前に出ようとするが、パオラは失望を嚙かみ殺ころしてそれを制止した。

「聖将軍フランチェスカさまの命令なんですよ、あたしが員数再編しろって」

「我々の最高指揮官はアルビレオス大将軍閣かつ下かだ。閣下からはなにも聞いておらぬ！」

「パオラ殿、話になりませぬ」

　背後からコモンドールの隊長が低い声で言った。

「時間の無駄です。もとより、あのようなみじめな敗はい残ざん兵へいなぞ配属されても迷惑」

「なんだとォッ」聞きとがめた王国兵の数人が、頭の包帯を引きむしって立ち上がった。

「や、やめてください！」パオラがあわてて割って入る。「とにかくこちらの再編成案を見てもらえませんか」

「見る必要などない。帰っていただきたい」

　王国騎士はにべもなく言った。パオラもくじけかけ、いったん戻ってフランチェスカに相談しようかと踵きびすを返そうとした。

　そのとき、奥の広間の軍医の姿が目に入る。

「暴れるな、押さえつけろ！　股またを少し切るだけだ！」

　青い軍服を着た中年の軍医は、尖とがった金属管を手に、上ずった声で助手たちに命じている。負傷兵が一人、助手たちの手の下で泣き叫びながらもがいている。パオラは泡を食って駆け寄った。

　広間に踏み込むと、においと熱気と痛みをこらえるうめきとに押し包まれて目まいがしてくる。おそらく降ろした荷を検分する場所なのだろう、大きな木台や木箱が並べられ、今はそこに貨物のかわりに負傷兵たちが畜舎の豚のように無造作に並べられている。

「な、なにをしてるんですか！」

　金属管を今まさに負傷兵の足の付け根に突き立てようとしていた軍医を、パオラはすんでのところで止める。

「なんだきさまは！　瀉しや血けつだ、見ればわかるだろう！」

「瀉血……」

　パオラは啞あ然ぜんとする。瀉血とは血を排出させる治療法であるが、ニコロからアンゴーラの正統な医療を学んだパオラは、それが効用などなにもない迷信であることを知っている。聖せい王おう国こくの医療はここまで遅れていたのか、と場違いな絶望に浸ひたってしまう。いや、公国側にしたってパオラが軍にニコロ直伝の技術を広めるまでは似たようなものだったのだ。

「毒の血なんてありません、そんなことしても体力が落ちるだけです、やめて！」

「な、なんだとッ」

　パオラは軍医を押しのけると、懐から長い針を取り出した。

「きさまなにを──」

　文句を言いかけた軍医は絶句する。まわりの負傷兵たちや、パオラを追いかけて広間に飛び込んできた公国軍の隊長らも、目を見開いてうめき声を漏らす。パオラが針を握った両手ごと、そばの火でたぎっていた鍋の湯に突っ込んだからである。

「な、な、なにをして」

「消毒です、どいてください！　脚開いて！」

　血まみれの負傷兵の股またの間に腰を屈かがめたパオラは、太ももの内側を指で探って筋を確かめると、針を突き立てた。幾人も息を吞のむのが聞こえた。

　軍医助手たちが押さえつけていた手足が、力を失って床に落ちた。

「……え、え？」

　暴れていた負傷兵本人が、だれよりも不思議そうな顔をしている。

「……い、痛く……ねえ……な、なんで」

「麻ま痺ひさせてるだけです、一刻たてば戻ります！」

　広間がざわつく。最初は信じられない、といった面持ちで顔を見合わせたりひそひそと声をかわしていたりした王国兵たちだったが、パオラが熱湯で手を真っ赤に腫はらしながらも脚の傷を洗っているのを見て、そばに寄ってくる。

「お、おい、あっちも頼む」

「俺も」「お、俺も」

「静かにしてください、順番に！　それからあなた！」

　パオラは顔を上げ、背後に立ち尽くしていた王国軍医に言う。

「なっ、なんだ」と軍医は目を白黒させる。

「患者をひとまとめにしないで、まずなにより清潔さです、日ひ乾ぼししてあるきれいな布をありったけ用意して、二階の部屋をいちばん重症の人たち専用にします、地べたに寝かせるなんて論外です！　すぐ患者を分別してください！」

「お、おまえ、なんの権限があって聖軍付きの医療官である私に命令──」

「早くしてください命がかかってるんですよッ」

　パオラの一いつ喝かつに、軍医は跳び上がって広間の奥へと駆けていった。

「布！　布だ、商しよう館かんなんだからもっとあるだろう！」軍医のあわてた声が遠ざかる。

　パオラは患者の傷口に焼けた鉄板を当ててふさぎながら、泣き叫ぶ患者の声の三倍くらいの大声であたりにいる足腰の無事な男たちに指示を飛ばした。

「用意してある薬見せてください！　……なんですかこれ、ああもう、ほとんど全部効きません蜂はち蜜みつ以外捨ててください！　なるたけ強いお酒を集めてきてください、葡ぶ萄どう酒しゆだけはまだ使わないで！　出血の多い人は火のそばに、布でぐるぐる巻きにして！　それから神殿に干したヨモギがたくさんあるはずだから全部もらってきてください！」

　コモンドールやキセルキニアやメドキアの隊長たちまで、パオラの剣けん幕まくに圧おされて荷物や患者を背負って商館を走り回った。

　負傷兵は商館一つと宿二つにぎっしり詰め込まれていたため、パオラの治療は夜まで及んだ。途中から自分がなぜこんなことをしているのかよくわからなくなったが、目の前には次々とのたうち回る怪け我が人にんが運ばれてくるので、迷いも違和感もすぐに押し流されてしまう。

　自分が安心している、という自覚はあった。

（あたし、やっぱり衛えい生せい兵へいなんだ）

（こうやって怪我人の世話してるのが、性に合ってる）

　聖せい王おう国こく軍の軍医たちを叱しかりつけて顎あごで使いながら、パオラは思う。

（こういう仕事だけしていられたらいいのに）

（でももう、戻れないんだ。あたしも、フランさまたちも……）

　束つかの間ま、嵐のような忙しさと裏腹の心の休息に、パオラは浸ひたった。フランチェスカには遣いを出し、員数再編については交渉に手間取っている──と半分真実で半分噓うその報告をした。

　深夜、商館の二階の最重度患者専用にした部屋で、何人かの若い兵が息を引き取った。見つけたのはランタンを手に見回りに来ていたパオラ自身だった。床に布を広げただけの寝床で、兵たちは顔を紫に染めて冷たくなっていた。かすかに糞ふん尿にようと腐った肉のにおいがした。

「葡萄酒をお願いします」

　宿直の兵に言って、樽たるを持ってこさせた。

「……なにするんだ、先生」

　無事な他の患者も目を覚まし、不自由な身体からだを引きずって、ランタンの灯に照らされた骸むくろたちのまわりに集まってくる。

「だ、だめですよ、寝ててください」

「死んだのか」

「ああ、……こいつも……こっちもか」

　暗くら闇やみの中で、男たちの乾いてかすれた声が交わされる。

「気づかなかったな」

「よく寝てたからな……」

「先生の針が効いてたんだ」

　パオラはうなだれる。

「……ごめんなさい。……力不足で」

　先生、などと呼ばれるほどの医者ではない。その呼び方はどうしてもニコロを思い出してしまうので、つらかった。

　ニコロなら──とパオラは思ってしまう。ニコロがいてくれれば、助かったかもしれない。けれど、ランタンの弱く柔らかい光の中で、兵たちは首を振る。

「先生は、よくやってくれたよ」

「ああ」

「ありがとうよ」

　そう言われてしまうと、パオラは顔を上げられなくなる。

「……あの、それで。……これ、ザカリア式のお弔いなんです。軍神ベローナのみもとに送り出すための。……やっぱり、やっちゃだめですか？」

　王国の者たちは命運の女神テュケーのみを信仰している。パルカイの神々は、存在を認めはするが、敬うことはない。だから王国兵を銀ぎん卵らん騎き士し団だんのやり方で悼いたむのが正しいことなのかパオラにはわからなかった。しかし兵たちは顔を見合わせ、うなずく。

「してやってくれ」

「軍神ベローナってのは、今は、俺たちの聖将軍やってるあの公女さまのことなんだろ」

　パオラは、こみ上げてきた熱いものを喉のどの奥に押し戻すと、ちぎった綿の塊にそれぞれ葡ぶ萄どう酒しゆを含ませて、死者たちの口の中に押し込んでいった。戦いくさ女神ベローナは、軍神であると同時に葡萄酒の守護神でもある。かつて、戦勝を祝って敵兵の血を飲み干した野蛮な風習があり、それがやがて葡萄酒で代用されるようになったのが由来だという。

　マーネースの祈りを短く捧ささげ、パオラは立ち上がった。宿直の兵に、遺体を運び出すように命じると、ランタンを取り上げる。負傷者の枕まくら元もとを巡り、鼻に詰まらせた血を取り除いたり、発熱した患部に軟なん膏こうを塗りつけたり、止血の紐ひもをゆるめたり、と細々した処置を施ほどこす。眠気はやってこなかった。かといって気が昂たかぶっているわけでもなかった。煎せんじた薬草と腐った血のにおいの中で、パオラの心は不思議と凪ないでいた。

「……代行殿、なぜ我々にこのようなことをしてくれるのです」

　かなりの高官らしき見事な口くち髭ひげの騎士が、腫はれた腕を薬湯で洗っているときにそう訊きいてきた。

「ほんの半月前まで敵だった。今も、……それはほとんど変わらぬ」

「静かにしててください。傷に響きますよ」

　パオラはささやき声で答える。

「あたし、指揮官代行なんかじゃないんです。ただの衛えい生せい兵へいです」

　なぜそんな言葉があふれ出てくるのか、パオラにもよくわからなくなってくる。

「こうしてるのが楽なんです。怪け我が人にんは、どうすればいいのかわかるから。迷わなくても、悩まなくてもいいから。それだけです。でも」

　でも、もうすぐ戦いくさが向こうからやってくるのだ。パオラだって兵法を学んでいる。戦況を見ればわかる。この戦はもはや、聖都サンチユリオの外に留めておけないだろう。氷ひよう象ぞうの突進は城壁を突き破るはずだ。市街戦になるのだ。

　今は、衛えい生せい兵へいなのだ。パオラは言い聞かせ、騎士の腕に銀色の布を巻きつける。包帯がまったく足りなかったため、すぐに大量に手に入る清潔な布──サンカリヨン攻めのときに使用した銀ぎん卵らん騎き士し団だんの旗を切って包帯代わりに使っているのだ。

　騎士はやがて眠りに落ちる。パオラはランタンを手に立ち上がった。闇やみのそこかしこで銀の布が灯を受けて鈍く光る。

　それもじきに、再び血にまみれることになるだろう。

　戦が、やってくるのだ。





　　






　ジュリオの父親は、狂っていた。

　肥大化した名誉欲にとりつかれていたが、能力も運もなかったため、彼は自分の栄達への道をいずれ生まれてくるであろう我が子に切り拓ひらかせようと決めた。

　四十過ぎまで子宝に恵まれず、またやっとのことで産まれた待望の長男が、しかし乙女と見まがう可か憐れんな顔立ちに育っていくのを見て、彼の狂気は加速した。息子ジュリオを女として育て、巫み女この養成機関である上じよう信しん院いんに入れ、神しん官かん団の頂点である大だい院いん司しを目指させる、などという考えは、完全に常軌を逸していた。

　父親のジュリオへの教育は苛か烈れつをきわめた。四歳のときから聖告大全の暗あん誦しようを始めさせ、二度間違えればつるべにくくりつけて井戸に放ほうり込んだのである。ジュリオは古井戸のじめじめした暗さと粘りつくような寒さを今でもふとした折に思い出す。

　そのときも、そうだった。

　ぬめる暗闇がジュリオをぴったりと包んでいた。

　全身の節々が痛んだが、腕も脚もぴくりとも動かなかった。足先にも感覚がない。宙づりにされている。声も出ない。光を探して首を巡らせても、湿った暗黒があるだけだ。

（この夢は、久しぶりに見る）

　けだるさの中でジュリオは思う。

（いや、夢になど見たことがあっただろうか）

（そもそもこれはあのときの夢なのか）

（おかしい。幼い頃のできごとならば）

（血のにおいなどしないはずだ）

（それに、呼ぶ声など聞こえないはずだ）

　声だ。たしかに聞こえる。

　少女の声。ずっとずっと高いところからだ。井戸の口からだろうか？　いや、ここはほんとうに井戸の中なのだろうか。




　──……オ！




　石組みの間から湧き水が染み出てくるようにして、声がだんだんとはっきりした輪りん郭かくをとりはじめる。




　──……リオ！




　──ジュリオ！




（私だ。私を呼んでいる。だれが？）

（あれはだれの声だろう）

（這はい上あがらなければ）

（あの声のもとに行かなければ）

　不意にわきあがってきた焦燥感がジュリオの内側を灼やき、搔かきむしる。

（あれは、私の大事な、かけがえのない、なにを失ってでも護まもらなければいけない──）




「ジュリオ！」




　ジュリオは弾はじかれるようにして身を起こした。

　すさまじい頭痛がこめかみをえぐった。視界を火花が泳ぐ。それから、あたりの闇やみがざあと風に鳴る。肌寒さが押し寄せてくる。

　手の下に、土と落ち葉の感触があるのに気づく。

（ここは……林の中？）

　目の前にぼんやりと、白い人影が顔を寄せてきているのが見える。ジュリオの肩をつかんで揺さぶりながら名前を呼んでいる。

「ジュリオ！　目が覚めたのですね、ああ、よかった！　ジュリオ！」

　ぼやけた視界が落ち着き、像を結ぶ。紅あか色いろの髪を二つに分けて束ねた少女だ。ジュリオに抱きつかんばかりに泣きじゃくっている。再びの激しい頭痛とともに、記憶が奔ほん流りゆうとなってよみがえる。

「シルヴィアさま──ァッ、が、はッ」

　急に声を出したせいかジュリオはむせてしまう。シルヴィアが泡を食って、必死にジュリオの背中をさすった。

　シルヴィアだ。そう、シルヴィアだ。ジュリオは口元をぬぐいながら、混こん濁だくしそうな記憶を探る。シルヴィアを連れて帝国軍から逃亡している途中で、モルフェウスの刻こく印いんにとりつかれた追っ手に発見され、殺し、殺し、また殺し、その末にジュリオ自身も刻印の余韻を呼び覚まされ、とらわれ、狂いかけ──

　記憶が火花を散らしてつながる。

「──メルさま！」

　ジュリオは痛む喉のどから声を吐き出す。

「メルさま、メルさまは！」

　シルヴィアの両腕をつかんで訊たずねる。あのとき、獣けものと化した自分はメルクリウスを手にかけようとした。メルクリウスは短剣を手にして──どうしたのだ？

「い、痛い、ジュリオ」

　シルヴィアが身をよじる。ジュリオははっと気づいて手をはなした。

「も、申し訳ございません、私は、わ、我を忘れて」

「メルは──」

　シルヴィアは唇を嚙かんで、背後の地面を指さした。

　茂みの影に、身を丸めて横たわる少年の姿があった。金色の髪は血でたっぷりと汚れ、額ひたいに巻きつけられた白い布も赤黒く濡ぬれて張りついている。顔は蒼そう白はくで、まぶたの周囲は黒ずみ、唇は土気色をしていた。

「メルさまっ」

　ジュリオは叫んで少年のかたわらに膝ひざをついた。首に手をあて、かすかなぬくもりと脈拍をたしかめ、腰が砕けそうなほどの安あん堵どをおぼえる。

「……よかった……メルさま……」

　メルクリウスをそっと抱き上げる。鎧よろいをつけ帯剣しているというのに、不安になるほど軽く儚はかなげな身体からだだった。しかも、ぞっとするほど冷たい。

（あのとき、メルさまは短剣を手にして）

（私がメルさまを地面に突き倒して、それから）

（それから、どうした？）

「メルは」

　ジュリオの背後に寄り添ったシルヴィアが、痛ましい声でささやいた。

「自分の額を、短剣でえぐったのです」

　息を吞のむ。

「……ご自分の……額を？」

　メルクリウスの冷え切った身体を抱いたまま、ジュリオは振り向く。泣き濡れたシルヴィアの顔が、梢こずえからこぼれ落ちてくる月光に病的に照らされている。

「ええ。おそらくは、ポイボスの刻印を止めるために」

　ポイボス。

　メルクリウスの持つ、光こう明みようの神の刻こく印いんは、他のあらゆる神々の力を覚かく醒せいさせる。かつて王おう太たい伯はくティベリウスは、みずからのモルフェウスの力をその光明によって何倍にも増幅させ、何十人何百人というアンゴーラ兵に意識の《種》を植え付けて操り人形としたのだ。ジュリオの肉体を操っていたのもその《種》だ。

　ジュリオははっと気づく。

（メルさまは──その逆をやったのだ）

　モルフェウスの《種》が、ジュリオたちのようなかつての操り人形を暴走させて獣けものに堕落させているのだとしたら、ポイボスの刻印を閉じて力を衰おとろえさせることによって、影響を潰ついえさせることができる。

（だからといって、こんな、こんな）

　ジュリオは腕の中の小さな身体からだをきつく抱きしめる。かろうじて消えていない生命の灯を確かめるように。

（こんな無む茶ちやをなさるなんて）

「……血は、止まりました」

　シルヴィアは震える声で言う。

「それで、あなたもメルも、引きずってここまで運んできたのですけれど、わたしの非力さでは……」

　そのシルヴィアの言葉で、ジュリオも気づく。

　意識を失う前と、あたりの林の景色がちがう。動けない二人の男をシルヴィアがここまで引きずってきたのだ。見ると、彼女の衣の裾すそは土で汚れに汚れ、手には赤黒い内出血のあとがある。ジュリオは胸の内側を火ひ箸ばしでかき回されたような悔かい恨こんを味わう。

「申し訳ございません、シルヴィアさま」

　ひざまずき、うなだれる。

「守護騎士でありながら、シルヴィアさまもメルさまもこのような目に遭わせ」

「い、いいのですジュリオ、自分を責めている場合ではありません」

　シルヴィアがあわてた声で言う。

「それよりもっ、一刻も早く都に戻らなければ。メルもすぐにでも医者に」

「そ、そうでした」

　ジュリオは腰を上げる。恥ずかしさのあまり、シルヴィアの顔をまともに見られない。今は自責や後悔にひたって脱力しているときではないのだ。







　山やま裾すその林の途切れ目まで下りてきたとき、ちょうど空が白み始めた。山の反対側から陽ひが昇ろうとしているため、まだ冷え冷えとした闇やみがジュリオたちを包んでいたが、遠く地平近くに群れる影は見て取れた。

「……ジュリオ、あれは」

　シルヴィアが足早に追いついてきて、ジュリオの袖そでをつかんで震える声で言った。

「はい。おそらく」

　ジュリオは曙しよ光こうの兆しに染まりつつある地平を見据え、固い声で答えた。

　まるで大地が毛羽立ち、風に吹かれて揺らめいているように見えるが、おそらくは、おびただしい数の人馬とそして象からなる軍勢だった。

　首を巡らせると、左手の地平にぼんやりと白い明かりのようなものが見える。

「ああ」

　シルヴィアもそちらに目を向け、感極まった声を漏らす。

「ようやく、戻ってきた、のに……」

　聖都サンチユリオだ。

　思い焦がれた故郷。どれほどの間、離れていただろう。気が遠くなるほどの曲がりくねって長い道のりを歩き、ようやく戻ってきた。そんな気がする。しかし、このままでは自分たちよりも先にアンゴーラ軍が聖都にたどり着くだろう。

「まいりましょう」

　ぐったりと動かないメルクリウスを背負いなおして、ジュリオは言った。シルヴィアは青ざめた顔でうなずく。

（今はとにかく、戻ることだけを考えなければ）

　分厚い枯れ葉を踏み散らし、剣で下生えや茂みを切り払い、少しずつゆるやかになっていく斜面を、二人は慎重に下りていった。足下が暗く林の木々が密集しているため、シルヴィアは何度も木の根につまずいて転びそうになった。ジュリオはそのたびに片手で支え、落としそうになったメルクリウスを苦労してまた背中に担ぎ上げた。

　林が完全に開け、腰までの高さの深い草原に出たとき、ジュリオは立ち止まった。両足が釘くぎを打たれたかのように地面から持ち上がらなかった。それが真正面から吹きつける信じがたいほど濃密な殺気のせいであることを、しばらくの間自覚できなかった。

「……ジュリオ？　どう──」

　少し後ろから追いついてきたシルヴィアも、ジュリオのすぐ背後まできてそのとげとげしい空気に触れた瞬間、固まる。

　二人の視線の先、草原のただ中に、夜明けの空を背にして立つ人影があった。

　風が不意に強まり、叢そう海かいのおもてをさざめかせ、その人影の束ねた長い黒髪と、旅装しよう束ぞくの彩り豊かな帯や裾すそを激しくはためかせた。

「おかえり、ジュリオ」

　薄笑みを浮かべて、その人影は言った。

「待っていたよ」

　ジュリオは全身から凍った汗が噴き出すかのようなおぞましい戦せん慄りつを味わっていた。あまりの恐怖に、後ずさることさえ思いつかなかった。

　ただ、喉のどと舌だけが動いた。

「……カーラ先生」

　名を呼んだだけで舌が口中でねじ切れそうだった。

「待っていた──のですか。私の帰りを？」

　カーラは首を振って、持ち上げた手を腰の太た刀ちの柄にのせた。ジュリオの意識は肉体からこそげとられそうになる。

（先生が帯刀している）

　ジュリオはカーラに教えを受けていた数年間を通じてただの一度も、師が真剣を握っているところを見たことがなかった。それが──

「おまえの帰りを待っていたわけじゃないよ、可愛かわいいジュリオ」

　カーラが言って、太刀をぞろりと抜いた。

「果実が熟すのを、待っていたのさ」












６　薔薇の誓い







　銀ぎん卵らん騎き士し団だんの幹部は、王城《鋼はがねの宮》に部屋を借りていた。将軍職の相次ぐ戦死や降格で、居住区はいくつも部屋が空いていたため、フランチェスカとパオラとジルベルトにそれぞれ将軍用の大きな寝室がひとつずつ割り当てられた。フランチェスカはパオラと同室の方がなにかと便利であるため、一部屋は近衛このえ用の会議室として使うことにしていた。

　その会議室にミネルヴァが戻ってきたのは、夜明け前のことである。

「お連れしました。遅くなって申し訳ございません」

　まだ十四、五の小姓がまずランタンを手に部屋に入ってきた。待っていたフランチェスカとジルベルトに一礼し、廊下の人影を部屋に招き入れる。フランチェスカは椅い子すから立ち上がった。

「ミィナ、どこに行っていたの。捜させたわよ」

　昼間から姿が見えず、奥おく宮みやのどこにもいなかったので、小姓や王城の近衛隊が今まで総出で捜していたのである。ミネルヴァにどうしても頼まなければいけないことがあったのだが、どうにもそれを切り出せる雰囲気ではなかった。

「ミネルヴァさまがいらっしゃったこと、捜している他の者にも伝えてきます」

　小姓は部屋を出ていった。三人だけになると、寒さが増したような気がしてくる。

「クリスにまた逢あいにいっていたのじゃなかったの？　なにかあったの」

「ん……」

　ミネルヴァは憔しよう悴すいしきった顔で、額ひたいに手をあてて首を振った。

「すまなかった。スミュルナ神殿に行っていたんだ。幼い頃、よくあそこにこもった」

「スミュルナ……？」

　それは、テュケーの神に付き従う鵞が鳥ちようの姿をした女神の名だ。たしか、巫み女この長である大だい院いん司しが奉じている神だったはず。

「わたしがまだ女王だった頃、ヒエロニヒカに連れていかれて、スミュルナ神殿で予見の訓練をさせられた。わたしはすぐできたけど、シルヴィアはいつも苦労してたな。あの香のにおいがほんとうに鼻を突き刺すみたいにきついんだ」

　フランチェスカは首を傾かしげる。ミネルヴァがそんな昔を懐かしむようなことをするとは意外だったからだ。

「懐かしんでたわけじゃない」

　大机に腰をのせ、ミネルヴァはうつむいて言う。

「そこでなら予見できるかと思って」

「予見を？　どうして」

　フランチェスカが訊たずねても、ミネルヴァは口ごもってしまう。そのとき、背後にいたジルベルトがぼそりと言った。

「ミィナ。髪をどうした」

　ミネルヴァの肩がびくりと引きつる。

（髪？）

　フランチェスカもミネルヴァの紅あか色いろの髪にじっと視線を注ぎ、そして気づく。

　長い髪の先の部分が、まるで墨を含ませたかのように黒く染まっているのだ。ミネルヴァは自分の髪の一房を持ち上げてたしかめ、つぶやく。

「……広がってきている、な」

「どういうこと、ミィナ」

　フランチェスカの問いに答えず、ミネルヴァは机から下りて歩み寄ってくる。ジルベルトのマントの裾すそをつかんで言った。

「ジル、右腕の怪け我がはまだ治っていないな？」

「それがどうした」

　ミネルヴァは無表情にマントをめくりあげ、ジルベルトの腕に巻かれた包帯を上にずらして焼けただれた患部をあらわにする。

　なにをしているのか、問いただす間もなかった。ミネルヴァは胸元から引き抜いた細い短剣の刃を自分の手のひらに走らせると、血の筋のにじんだその手をジルベルトの傷口に押しつけたのである。

「……ミィナ？」

　固くこわばった吐息の後で、ようやくフランチェスカの喉のどから声が出てくる。いったいなにをしているのだ？

　ミネルヴァは手を離した。血でわずかに汚れただけの傷口をじっと見て、唇を嚙かみしめ、拳こぶしを握る。ジルベルトが先にその意図に気づいた。

「テュケーの力を失っているのか」

　フランチェスカも息を吞のむ。

　そう、ミネルヴァの血液には触れたものの時間を逆行させる力があるはずだった。フランチェスカもそれを何度か目の当たりにした。けれど今、ジルベルトの傷口にはなにも変化がない。

　ミネルヴァは包帯とマントを戻し、ジルベルトから離れた。その髪先は燭しよく台だいの明かりの外の暗くら闇やみに溶け込もうとしているかのように黒い。

（あの髪の紅あか色いろもまた、女神の血を引いていることの証あかし）

（それではミィナは……）

　寒々しいほどの絶望がフランチェスカを押し包んだ。

　なぜならば、ミネルヴァに命じようとしていたことは、テュケーの庇ひ護ごがなければ不可能な任務だったからだ。

「なにかあったのか。理由に心当たりは」

　ジルベルトが鋼はがねの板のような口調で訊たずねる。ミネルヴァは再び机に腰をのせて細く細く息をついた。

「わからない。ほんとうに、わからない」

　フランチェスカはミネルヴァの隣に腰掛ける。燭台を背にして、二つの影が石組みの壁に大きく投げかけられ、揺らめく。

「テュケーは、もうわたしを必要としていないのかもしれない」

　ミネルヴァが色のない声でつぶやく。

「クリスも、冥めい王おうだったことを忘れてしまったわけだし。テュケーの望みは、わたしじゃ成し遂げられなくなったんだから」

　終わりの女神は、はじまりの獣けものと出で逢あい、時を終わらせるため、はるかな未来から時間を遡さかのぼってやってくるという。けれど、その到達点であるはずのはじまりの獣──クリスは、自分のほんとうの名前を忘れてしまった。ゆえに、ミネルヴァの中の女神も、行き場を見失って、消えた……。

　わからない。ただの推測だ。

　フランチェスカにとっては、しかし、致命的な推測だった。

「不思議なものだな。ずっとこれを待っていたのに。予見の力も、女神の血筋なんてものもみんな投げ捨てられる日がくること。……それなのに」

　クリスと引き合う運命さえも、消えてしまったのだ。

　いずれ結ばれるという血の約束が、もうない。

　以前のミネルヴァならばそんなことは気にも留めなかっただろう。人と人のつながりに神々の都合など無関係だときっぱり切り捨てたはずだ。しかし今の彼女は弱り切っている。フランチェスカは、カーラの言葉を思い出してしまう。

　今のミネルヴァは、もう戦士ではない。

（だめだ。やはりだめだ）

（こんなミィナに、あの任務は背負わせられない）

「……フラン様。ミィナには作戦は無理でしょう」

　ジルベルトが非情に言う。ミネルヴァは顔を上げた。漆黒の瞳ひとみに涙の予感がいっぱいにためられている。

「……作戦ってなんだ」

　フランチェスカは息をついて、ジルベルトの気遣いのなさにいらだち半分感謝半分をおぼえながら、言った。

「アンゴーラ帝が侵攻軍を率いているわ」

「それは、聞いている」

「アンゴーラ帝も、刻こく印いんの力を持っているの」

　ミネルヴァの表情はほとんど変わらなかった。夜の泉に石を投げ込んだようだ。

「老死と再誕を広範囲にもたらす、イノ・モルタの力。すでに都にも被害が及んでいる」

　やはりミネルヴァは沈黙したままだ。

「でも、その影響力は無差別らしいの。アンゴーラ軍にも被害が出ていて、今は全軍がアンゴーラ帝から距離をとって動いている」

「……突っ込んでいって、殺やる──つもりなのか」

　ようやくミネルヴァが焦げ付いたような声でつぶやく。フランチェスカは嘆息した。

「ええ。そのつもり、だったのだけれど」

　ミネルヴァに命じるつもりだった。テュケーの庇ひ護ご下にある託たく宣せん女じよ王おうには、他のあらゆる神々の異い形ぎようの力が及ばないのだ。

　それも今はもう、ない。

　フランチェスカはミネルヴァの横顔をちらとうかがう。

（ほんとうに、変わった）

（弱くなってしまった）

　かつてのミネルヴァであれば、たとえ女神の力を失っていようと、かまわずアンゴーラの陣中に突っ込んでいこうとしただろう。今のミネルヴァは止める苦労が要いらずに済む、などとフランチェスカは考えてみたが、笑えなかった。

　──人間にできることなどなにひとつない。

　あのときの、クリス──否いや、王おう太たい伯はくティベリウスの言葉を思い出す。

（できることなどない、のか）

（テュケーの女神の力に頼ろうとしたが、それさえも）

　悔しさと無力感がフランチェスカの中でよじり合わされ、心臓を締めつける。戦いくさの間、ずっと目をそむけ続けてきた疲労の堆たい積せきが、雪崩なだれを打ってフランチェスカの精神を圧おし潰つぶそうとしている。

　そのとき、ジルベルトが殺気走った目を窓の方に向けた。剣の柄に手をかけ、窓へと歩み寄ろうとした瞬間、甲高く空を裂く音がする。フランチェスカは身を固くした。ミネルヴァは反射的に腕を持ち上げてフランチェスカをかばっていた。金属と石がぶつかり合う音が二度響いた。

　なにか小さなものが、すさまじい勢いで窓から飛び込んできたのだ。天てん井じように激突し、床に落ちたのだとわかる。警戒心をみなぎらせて身を低くしながら窓に寄り、外の暗くら闇やみをうかがっていたジルベルトは、やがて床からそれをつまみあげる。

「……これは……」

　つぶやき、フランチェスカのところまで持ってきた。

　磨きあげられた鉄製の針だった。装身具の留め金かなにかに見える。やや太くなった針の頭に、細く丸めた紙が結びつけられている。

（手紙？）

（だれがこんなことを）

　紙をほどいて外し、広げる。一読したフランチェスカは、小さく息を吞のんだ。すぐに燭しよく台だいの火に紙を突っ込み、石床に投げ捨て、完全に灰になったのを確かめてから踏みつぶす。ミネルヴァが震える声で訊きいてくる。

「なんだ。なにが書いてあったんだ」

　フランチェスカは万が一の立ち聞きのことを考え、ザカリアの古い方言に切り替えて言った。

「聖せい王おう国こく軍の一部がハドリアヌス城じよう塞さいを攻撃する計画を立てている、と」

　それを聞いたミネルヴァもジルベルトも目をむいて顔を見合わせる。フランチェスカは唇を嚙かんで膝ひざの上で拳こぶしを固める。

（ほんとうだとしたら、なんて愚かな）

（聖都サンチユリオをこちらの手で屠ほふって皮をはいでアンゴーラに差し出すようなものだ）

「だれが、そんな手紙を」

　ミネルヴァがつぶやく。ジルベルトが、手紙の結びつけてあった針にじっと目を落とし、それから懐に手を差し入れた。

「フラン様、その留め具は、おそらくこれです」

　ジルベルトが差し出してきたのは、精せい緻ちなガラス細工の黒い薔ば薇らだった。剣けん審しん院いんに認められた騎士の証あかしである、薔薇章だ。ジルベルトはその実、剣審院の機密部隊である黒薔薇騎士団の一員なのである。薔薇章を裏返すと、たしかにその留め金は、たった今窓から投げ入れられた鉄の針とまったく同じものだ。

　フランチェスカは手にした針に、さらに顔を近づけてみる。

　薔ば薇ら章しようをむしり取ったのだろう、針の頭に、接着されたガラス部分がわずかに残っている。白だ。

（白薔薇章……）

（アルビレオス！）

　ぞくぞくと背筋が震えた。差出人は大将軍アルビレオスだ、間違いない。だとするとこの密告の真偽はどうなる？

（噓うそを教えてあたくしを罠わなにかけようとしている？）

（この情報であたくしをどう動かそうとしているのか）

　けれど、ジルベルトがつぶやく。

「フラン様。噓ではありません」

　フランチェスカは、黒くろ薔ば薇らの騎士の翳かげりに沈んだ目を凝視する。

「その親書、噓ではありません。俺も騎士です。わかります。みずからの薔薇章を折ってまで届けたのです。噓などではありません」

　フランチェスカはもう一度、手の中の留め具を見下ろす。

　かつてここに咲いていた白い薔薇は、どうなったのだろう。アルビレオスの手の中で、罪悪感や後ろめたさとともに握りつぶされ、砕かれてしまったのだろうか。

（聖せい王おう国こく軍の裏切りが、真実だとしたら）

　フランチェスカは針を握りしめる。金属の冷たさが肌に刺さる。

（あの男も迷い、悩み、背負いきれず、あたくしに託したのだ）

　フランチェスカの中で、なにかが軋きしむ。こすれあい、滑り、組み替えられ、ゆっくりと回り始める。王おう太たい伯はくの軽けい蔑べつに満ちた言葉。大将軍の苦い顔。地平いっぱいに広がる氷ひよう象ぞうの群れと深しん紅くの旗。腕の中で血を失い冷たくなっていくマルマテオ師の骸むくろ。聖せい女じよの名を讃たたえる僧や群衆の声。

（あたくしに、託したのだ）

（だからあたくしは、すべて引きずって、歩かなければ）

　カーラが記憶の中で笑う。迷うなよ、フラン。

（あたくしはあたくしの戦いを）

（神々さえもあざ笑い、鎖でつなぎ止めて使い潰つぶす、人間の戦いをしなければ）

　フランチェスカの中で、数千数万の人々が、馬が、家々が燃え上がる。それは彼女が今まで焼き殺してきたものたちだ。炎の海に沈むプリンキノポリの街並み、血に吞のみ込こまれる総そう主しゆ教きようの骸。

（あたくしもここで、灼やかれなければ──）

　立ち上がる。

「ジル、馬の用意を」

「こんな時間に、どちらへ、です」

「ハドリアヌスよ、急いで！」







　夜明け前に突然フランチェスカ・ダ・ザカリアがやってきたという報しらせを、ハドリアヌス城じよう塞さい駐屯軍の司令官であるメドキアの騎士団長は、なにかの冗談だと思った。寝ているところをたたき起こされたため、軍服をだらしなく羽織ってぼんやりした頭で砦とりでの正面広間まで下りてきたが、篝かがり火びの明かりの中に立つ二人──黒こく衣いの騎士と、蜂はち蜜みつ色の髪をしたまごうかたなき軍神ベローナの聖せい女じよ──を目にして仰天する。

「こ、こ、こ、これはっ、聖女どのっ」

　あわてて軍服の襟を正す。

「いまザッパニアやコモンドールの団長も呼びにいかせたわ。すぐに来るはず」

　フランチェスカは青ざめた顔で言った。

「敵襲ですか？　そのような報せは」

「いいえ。ハドリアヌスを聖せい王おう国こく軍に明け渡すの」

　聞き間違いだと思った。騎士団長は寝ぼけ眼まなこを何度も何度もこすってから訊たずねた。

「今、なんと」

「この城塞を王国に返すのよ。今すぐ準備をさせて。駐屯している部隊は都の防備に回すからその再配属編成も」

「お、お、お待ちください、いったいなにをおっしゃる？」

　戦勝に等しい和わ睦ぼく協定の証あかしとして無血で手に入れたこの都の鎮ちん守じゆを、むざむざと王国に返還する。騎士団長は混乱の極みにあった。付き添いの部下たちも顔を見合わせ、ひそめた声を交わしている。

　ザッパニア、コモンドール、ケルマニア、各国の軍団長らがそれからすぐに砦に駆けつけた。

「聖女どのっ、どういうことでございますかッ」

「ハドリアヌスを明け渡すなどと」

「王おう配はい候こうとなにか密約でも交わしたのですか、我らに無断でッ」

　フランチェスカは大きく息をつき、砦の広大な正面広間に集まった騎士たちを見渡した。団長格だけではなく、話を聞きつけた公国軍の者たちが次々と押しかけてきている。晩秋の夜明け前とは思えない熱気が広間に満ちていた。

「お静まりなさいな」

　フランチェスカの、けっして大きくない声が、しかし広間の空気に染みとおり、熱をぬぐい去る。

「鎮守将軍一派は、連合公国軍の人員が対アンゴーラに割さかれてハドリアヌスが手薄になっている隙すきに、ここを攻め落とそうと画策しているわ」

　広間に怒号が渦巻いた。

「なんだと」

「聖せい女じよどのの恩情厚い和わ睦ぼく協定を踏みにじる気か」

「ふざけやがって」

「今度こそ連合総軍で殲せん滅めつしてやる」

　フランチェスカは息を継ぎ、口を開いた。

「お静まりなさいと言っているでしょう！」

　今度の口調は杭くいを打ち込むように強いものだった。静寂のとばりがおりる。

「ハドリアヌスは明け渡します。準備をなさい」

「なぜですッ」

「聖女どの、そこまで王国に譲歩する必要などッ」




「あなたたちはすでに王国の戦士なのです」




　フランチェスカの声が喧けん噪そうの中に染み渡る。

「あなたたちの胸にある、紅あか色いろの薔ば薇らを受けるとき、誓った言葉を思い出しなさい。神と王冠と御み旗はたに忠実であれと。その言葉は、もはや偽りではなくなった。それがあなたたちのつかんだ勝利。あなたたちは、三さん大たい公こう家けと神しん官かん団が不当に独占していた神と王冠と御旗を、聖せい王おう国こくという大きな故郷を、戦いの末に勝ち取ったの」

　フランチェスカを見つめる何百という男たちは、みな息を詰めて黙っている。薔ば薇ら章しように手を置く者も何人もいる。

「だから次は、その故郷を守らなければいけない。内側に目を向けているときではないのです」

「しかしだからといってッ」メドキア騎士団長が口こう角かく泡あわを飛ばす。「明け渡す必要はないでしょう、たくらみがわかっているのであれば無駄なことはやめろと通告すれば」

「さよう、そもそも明け渡してどうするつもりなのです！」コモンドールの軍団長も同調する。ざわめきが広がっていく。

「都の女や子供をみなハドリアヌスに移します」

　フランチェスカの言葉に、騎士たちはみな驚きよう愕がくを顔に張りつかせる。

「もはやアンゴーラの勢いは都の外で止められるものではない。街の中での戦いくさとなりましょう。そのときに戦えぬ者を置いておくわけにはいかない。すべて収容できる施設は、ここハドリアヌスしかありません」

「……市街戦に、なるのですか」

　若い騎士がうつろな声で訊たずねる。

　なる、のではない。市街戦にするのだ。フランチェスカはうなずく。

「他に、数でも兵器でも劣るあたくしたちの活路はありません。あなたたちは、聖都サンチユリオで生まれ育ったわけではない。大陸で最も美しい街を、戦火の中に投げ落とすことに、ためらいをおぼえないでしょう。聖せい王おう国こく軍の者たちにはできないはず。ならば王国軍がハドリアヌスの守りを、あたくしたちが都で迎撃を」

「いざとなればアンゴーラ軍もろとも──火をかけろと」

　ケルマニアの団長が蒼そう白はくな顔でたしかめる。

「ええ」

　フランチェスカは冷たい目で答えた。騎士たちはみな静まりかえり、ただ唾つばを飲み込む音だけがそこかしこで聞こえた。

　最初に膝ひざをついたのは、フランチェスカの目の前にいたコモンドールの軍団長だった。隣のメドキア騎士団長が、苦い顔でそれにならう。激しく波立った嵐の海面がやがて凪なぎを迎えるかのように、広間に詰めかけた騎士や兵たちは、一人、また一人、膝を折ってフランチェスカに頭を垂れていく。

　神と王冠と御み旗はたに忠実であれ。薔ば薇ら章しよう典てん範ぱんの冒頭に記された誓句が、だれからともなくつぶやかれ、広がっていく。その合間に、篝かがり火びのはぜる音が響く。







　ハドリアヌス城じよう塞さいの物見台から、暁の空を背に、朝霧に包まれた聖都サンチユリオを眺めながら、フランチェスカはささやいた。

「あなたにだけ、最終作戦を話すわ。ジル」

　階下では公国軍兵たちが移動と運び入れの準備に忙しく立ち回る音が聞こえていたが、物見台には寄り添う二人の他だれの影もなく、しんと冷えた静けさだけがあった。ジルベルトは主あるじと同じ方角を見つめながらうなずいた。

「ほんとうに、これまでで最悪の作戦になる。それでもあなたはついてきてくれる？」

「フラン様をお守りするためなら、どのようなことでも」

　身を切られるようないとおしさと切なさがフランチェスカを押し包む。

「あたくしを殺し、あなたも死ぬ。……そんな命令であっても？」

「それがフラン様をお守りするためなら」

　ほんものの騎士なのだ。この国でだれよりも純粋な騎士なのだ。カーラが言ったとおりだ。フランチェスカは、胸にさげた瑠る璃りの短剣に手を押し当て、冷たさを確かめる。

（ありがとう、ジル）

　その想おもいは口にせず、かわりに語り始める。

　フランチェスカ・ダ・ザカリアの、生涯を通じて最悪の作戦を。





　　






　タルミアの湖水から流れ込む厚い霧が、昇りかけた太陽の光に切り裂かれ、地表から剝はぎ取とられようとしている。

　白い幕の向こうに現れるのは、繊細で優美な無数の尖せん塔とうからなる城の影、その足下に広がるきらめく氷細工のような街並み。

　氷ひよう象ぞうの背に縫い付けられた鞍くらから聖都サンチユリオを見つめた師団長エゴールは、この白い毛に覆おおわれた太い蹄ひづめがあの美しく儚はかなげな家々を踏みつぶして進むところを思い描いた。

（今まで見てきた王国の街も、紙っぺらで造ったような家ばかりだったが）

（あれはまた格別だな。象の鼻息だけで崩れるんじゃないのか）

　雪の重みと吹きすさぶ暴風に耐えるために洗練されたアンゴーラ建築に比べれば、なにもかもが脆ぜい弱じやくに見える。

「できれば一日で片をつけたいものだが」

　エゴールがつぶやくと、天てん蓋がい付きの鞍の後部に座っていた副官が兜かぶとの下からくぐもった声で答えた。

「潰つぶした砦とりでからの敗走兵が集まっているでしょうし、さすがに今日は踏みこたえるでしょうな。それに」

　副官は遠眼鏡をのぞき込む。

「あの布陣は、市街の中に我々を踏み込ませること前提のもの」

「だろうな」

　エゴールは嘆息する。

　聖都のすぐ東に位置するハドリアヌスなる大城じよう塞さいに、都の住民が次々と疎開させられているという。総力戦のかまえなのか、あるいは住民の方から要請があったのか。いずれにせよ見積もりよりも厄介な戦いくさになりそうだった。

「明日には左さ翼よく軍ぐんの残り半分が追いつき、二日後には右う翼よく軍ぐんが街の西側に到着いたします。それまでに陥かん落らくせしめて、あちらの将軍たちの仕事をなくしておきたいところ」

　副官が言う。本音は、他の軍の到着前に聖都を掠りやく奪だつしきって物資をなるべく自隊に行き渡らせたい、だろう。口には出さないがエゴールも同じ考えだった。だが、そこまでうまくいくものだろうか。

「敵方はほんの半月前まで戦をしていた二つの軍の寄せ集め。まったく統制はとれておりませぬ。今も街の北側に配置されている部隊はみな公国軍、聖都を守る理由など持たぬ者たちばかりです。戦にならぬでしょう」

　エゴールはうなずく。

　しかし、と胸の内で繰り返す。

（俺たちはどうなんだ）

（俺たちだって聖都を攻める理由は糧食と燃料しかない）

　女帝アナスタシアとはまったく連絡がとれないまま、ここまできてしまった。兵の老死被害が少しずつ広がっていること、草花の繁茂する領域が背後に押し迫っていることから、女帝もまた移動していることはたしかだった。そのために遠征軍は東西に広くばらけてしまい、聖都に一斉攻撃をかけられなくなったのだ。

　なによりも、聖都サンチユリオを攻めて、どうすればいいのかがエゴールにはわからない。

（なにをすれば俺たちの勝利なんだ？）

　女帝の命令でここまで進軍してきたのだ。アナスタシアが聖都を目指していた目的が、今やだれにもわからない。街を蹂じゆう躙りんし住民を皆殺しにすればいいのか。あるいは王城の塔をみな薙なぎ倒たおして瓦が礫れきの山に変えればいいのか。聖都に逃げ戻っているかもしれない女王シルヴィアを捕らえて処刑して血を一滴残らず搾り取ればいいのか？

　わからなかった。

（俺たちは盲目の象だ。ただ足を進めて、そこにあるものを踏み潰つぶすだけ）

（背後からの滅びの風に追い立てられて──）

「──師団長どの！」

　足下からの声に、エゴールは我に返った。眼下、氷ひよう象ぞうの脇に、連絡兵の姿が見える。

「全軍、鞍くら上げ、鎌かま打ち、引き縄、完了しました！」

　エゴールはうなずき、立ち上がった。顔に吹きつける寒風は、しかし故国のものと比べればため息よりも生ぬるい。

　手を前方に──地平で陽ひを浴びてきらめく聖都に向かって突き出し、号令する。

「進軍！」

　雷鳴のような低い鉦かねの音の連なりがエゴールの声に応こたえて左右に広がっていく。喇らつ叭ぱの音がそこに重なる。

　やがて、象たちが一歩を踏み出す。アンゴーラ遠征軍先せん遣けん隊たいは、ゆっくりと最後の戦場への進軍を開始した。





　　






　ジュリオは、背負ったメルクリウスの身体からだをゆっくりと地面に下ろした。

「……ジュリオ……」

　背後でシルヴィアが不安にはちきれそうな声を漏らす。しかしジュリオは目の前に立つ人影からほんの一瞬たりとも目をそらすことができない。

「退さがっていてください。メルさまをお願いします」

　凝り固まった声でようやく言う。一分の隙すきも見せないように、腰を上げる。

　林の木々の間から曙しよ光こうが射さし、ジュリオと相対するその人物が構えた剣の先に、光がともる。刀身には炎の舌先のような紋様が浮かび上がっている。東方造りの業わざ物ものだ。

「あたしの剣は、はじめて見るんだったっけ？」

　カーラが可お笑かしそうに言う。

　ジュリオは唾つばを飲み込む。もちろんはじめて見る。いつか師は冗談交じりに言っていた。あたしの愛剣を実際に見たことがあるやつは一人もいない。みんな死んでるからね。

「どう、どういうことです、カーラ先生」

　シルヴィアが涙声で言った。

「なぜカーラ先生がジュリオを」

「この方は、そういう方なんです」

　ジュリオは激しく痛む喉のどから声を押し出す。カーラはにまりと笑った。

「他のだれのためにも動かない。ただ、自分の愉たのしみのためだけ。私も、ミネルヴァさまたちも、戦いを愉しむための敵となるように、育てた」

　シルヴィアが喉を鳴らす。ジュリオは腰の剣の柄を探る。

（だが、なぜ）

　苦々しい想おもいを嚙かみしめる。

（なぜ、今ここで、私なのだ）

「なぜ、とおまえは思っているね？　可愛かわいいジュリオ」

　カーラが舌なめずりして言う。

「なぜこのときが選ばれたのか。なぜおまえが選ばれたのか」

　言葉が見えない刃やいばとなってジュリオの肌を切り裂く。

「実は、あたしもわかっていなかった。自分の求めている強さが、つまりはなんなのか。色々と試したよ。みんなよく育った。あたしも鼻が高い。教えるのは好きなたちだしね、この何年かはほんとうに楽しかった」

　カーラの目つきと声とが、幕越しのように柔らかくなる。

　そのせいでジュリオも思い出してしまう。王宮指南役の師し範はん代だいに据えられる前、カーラに剣技をたたき込まれた日々。光の降り注ぐ王城中庭で、日が暮れるまで稽けい古こをつけてもらった。腰こし紐ひも一本でいなされながらも、ジュリオはカーラの技を次々と吞のみ込こんでいった。おまえに教えるのは楽しいよ、とカーラは何度も言った。あの言葉は噓うそではなかった。

　ただ、カーラの求める喜びが、それだけではなかった、ということ。

「あたしを脅おびやかすほどの強さが、どんな人間の中に、どんなときに生まれるのか。たどり着いた答えが今のおまえなんだよ、ジュリオ」

　刃の先でジュリオを示す。

「……今の、私……？　なぜ、ですか」

「心、さ」

　カーラはぞっとするほど魅惑的な笑みを浮かべる。

「その心の強さは、あたしが教えたものじゃない。おまえが、守りたい者のために自力でつかみとったんだ。そうだろう？」

　ジュリオは細身の剣を引き抜いた。絶望が体中の血管を駆け巡っていた。カーラが言っていることが理解できてしまったからだ。そして、彼女がけっして剣を引く気などないことも。

「それでいて、おまえの強さの中にはあたしの教えが活いきている」

　カーラがまぶしそうに目を細めて言葉を続ける。

「あたしの戦略の基礎の基礎だ。憶おぼえているね？」

　ジュリオは唾つばを飲み下し、うなずく。

「勝利の定義そのものを、自分が勝利できるように書き換えること」

「そう」カーラがまるで母親のような笑みを見せる。「フランは、軍略家としてその理論を極限まで推し進め、玉ぎよく座ざに登り詰めようとしている。あたしの誇りだ。でもジュリオ、おまえはその先を行った」

　ジュリオの全身に寒々しいほどの殺気がみなぎっていく。疲労も傷の痛みも、しびれるような戦いくさの昂こう奮ふんの彼方かなたに押し流される。

「おまえはけっして負けなかった。守るべき者を見つけてから、ただの一度も、だ。神々にさえ勝ち続けた。なぜなら心が、負けを選ばなかったからだ。わかるね？　あたしの可愛かわいいジュリオ、おまえはあたしの弟子たちの中でただ一人──」

　カーラの剣の刃やいばが、ほんのわずか、持ち上げられる。

　鎌かま首くびをもたげる蛇のように。

「──あたしの手のひらから飛び出したんだよ」

　ジュリオは地を蹴けった。カーラの姿が搔かき消きえる。上だ、と気づいた次の瞬間、迅じん雷らいのごとき一撃がジュリオの視界を断ち割る。かろうじて受けた刀身がびりびりと震える。

「ハ！　いい反応じゃないか！」

　すぐ目の前、頰ほおも触れそうなほどの距離でカーラが哄こう笑しようする。額ひたいの皮が剣風だけで裂けて血がにじんでいるのにジュリオは気づく。

　体勢を立て直そうとしたジュリオの腹をカーラの膝ひざ蹴りがえぐった。ジュリオの細身はひととき宙を舞い、背中から木の幹に叩たたきつけられる。シルヴィアの悲痛な声がだれかの名を呼ぶのが聞こえるが、すでにジュリオの意識は殺意に塗りつぶされている。体中の息を絞り出し、側転して茂みに突っ込み、立ち上がった。ほんの一瞬前までジュリオがもたれていた樹が、カーラの剣を受けて真っ二つになり倒れていくところが見えた。

「いい目だ、ジュリオ。美しい。おまえはほんとに美しいよ。その剣があたしの血で濡ぬれたら、なお美しいはずだ」

　カーラが剣先で地を摺すりながら枯れ葉を踏み鳴らし近づいてくる。

　ジュリオの剣が跳ね上がった。全身のひねりと体重をのせた一撃を、カーラの腹に叩き込む。寝かせた刀身がそれを受け止め、曙しよ光こうを受けてぎらつき──

　次の瞬間、ジュリオは奇妙な粘り気のある感覚に押し包まれる。

　カーラの刃が、合わせたジュリオの剣にそって滑り始めた。

（これは──）

　ジュリオは戦せん慄りつした。跳び退のこうとしても、カーラの剣がこちらの剣に吸い付いたかのように離れないのだ。

（いや──ちがう）

（先生がこちらの動きをすべて捉えたのだ）

　カーラとの修業中に何度も味わわされた感触。指一本まばたき一つに至るまで身体からだのすべての動きを完全に把握され、ぴったりと同調されたとき、カーラと相対する者はその恐るべき静止領域の中に引きずり込まれる。逃れることも、そらすこともできない。研ぎ澄まされた意識の上で時間は奇妙に引き延ばされ、静寂の中、ゆっくりと近づいてくる刃やいばをただ見つめ、死を待つことしかできない。

　終わりか？　ジュリオ。

　刃の向こうでカーラが少し哀かなしげな目をして問いかけてくる。

（まだだ）

　ジュリオは声なき声で答える。

（先生の言う通りだ）

（私は負けを選んだりしない）

（踏みとどまれ、選び続けろ！）

　足にたしかな大地の感触が返ってくる。ジュリオは刃を見据え、息を詰め、地を爪つま先さきでえぐった。

　視界が真紅に染まる。

　ジュリオの額ひたいに深々と斬きり込んだ刃が、血で滑り、頭上のかなたに吹き飛んでいく。激痛がジュリオの思考と意識と魂とをまとめて引き裂こうとする。膝ひざをつきながらも剣を地面に突き立てて倒れるのをこらえ、顔を上げ、そこにあるカーラの顔をにらみすえた。

　カーラは、撥はね飛とばされかけた剣を高く掲げた体勢のまま、驚きよう愕がくに目を見開いていた。その唇はあふれそうな獣けものの喜びに震えている。

「……ジュリオ、おまえ……」

　熱いつぶやきがカーラの唇から漏れ出る。

「おまえは、ほんとうに美しい。そんな──そんな戦い方を選べるのか」

　ジュリオは退さがろうとも躱かわそうともしなかった。ただ、カーラの剣撃に自分から頭を叩たたきつけたのだ。もっとも硬い額の骨で刃を受け流し、血をもって死をはねのけたのだ。

　しかしその代償はあまりにも重かった。熱と力が急速に流れ出ていくのをジュリオは感じる。剣にしがみつく腕の感触が消えかけている。視界がぼやけ、ゆっくりと歩み寄ってくるカーラの姿が歪ゆがんでいく。

（まだだ）

（立て、剣をかまえろ！）

「そんなおまえを、この日このときに殺せるなんて」

　カーラの声は、なぜか泣いているように聞こえる。

「あたしは嬉うれしくて、涙が出そうだよ」

　枯れ葉を踏む音が、ジュリオの意識を暗黒の底へと押しやろうとする。

　そのとき──

　ジュリオの視界を、白い影が遮さえぎった。

「──やめてください」

　少女の悲痛な声が聞こえた。おぼろな白い後ろ姿に、紅あか色いろの髪が踊る。

「ジュリオに近づかないで」





７　聖都蹂躙







　地響きが際限なく高まり、城壁の上に突き出した木組みの物見台の上で兵がなにかをわめいた。そこかしこで吹き鳴らされる甲高い喇らつ叭ぱも、城壁に並んだ弓兵たちが一斉に火矢を放つ弦つる音おとも、やがてすべてが山崩れのような轟ごう音おんに吞のみ込こまれる。

　城壁が激突音に揺れ、石組みが真ん中から弾はじけ飛とんだ。瓦が礫れきと粉ふん塵じんが公国軍の頭上に雨と降り注ぐ。物見台と城壁の塔とがまとめて薙なぎ倒たおされ、崩落して何人もの兵たちを巻き込み圧おし潰つぶした。

　穿うがたれた大穴の向こうに現れたのは、真っ白な剛毛に包まれた巨きよ軀く。氷ひよう象ぞうの額ひたいには、攻城用の巨大な突起つき兜かぶとが埋め込まれている。

　深しん紅くの海竜旗が打ち振られ、象の背で指揮官が叫ぶ。

「──蹂躙せよヴラヤ・イニヤ！」

　城壁の裂け目がさらなる象の突撃で押し広げられ、土つち埃ぼこりがもうもうと舞い上がり、それを突き破って紅あか色いろの旗を掲げた帝国軍の突撃隊が都の中に雪な崩だれ込こんでくる。

「投石機！　投石機、回せ、回せェッ」

　メドキアの百人長が絶叫し、直後に投なげ槍やりを顔面に受けてどうと倒れる。太い縄がうなりをあげ、燃えさかる石が投石機から放たれて象の腹をえぐる。しかし雪の色をした怪物は歩みを止めない。

　崩落を続ける城壁の上から、それでも弓隊は帝国軍に向かって間断なく矢を射かける。

「矢を止めるな、御ぎよ者しや狙ねらえ、踏みとどま──……ァアッ」

　弓隊長の絶叫は、城壁の外から飛んできた巨石に潰された。弓兵たちが城壁から振り落とされ、悲鳴が重なる。まるで矢のごとき勢いで石塊をまっすぐ撃ち出すアンゴーラの投石機は、公国軍の用いているものとは比べものにならない破壊力で、聖都の三重の城壁は見る影もなくずたずたにされる。

「外堀の通りまで退さがれッ、橋を一兵たりとも通らせるなッ」

　メドキア騎士団長が馬上で叫んだ。

　街路を潮のように引いていく公国軍を追いかけ、氷象の群れが家々を踏み砕きながら足を進める。道に並べられた丸太の逆杭くいもたやすく蹴け散ちらされる。

「こんな化け物どうやって止めろってンだよッ」

「無駄死にじゃねえかッ」

　メドキア兵が口々に叫ぶ。

「なんで俺たちがこんなところで死ななきゃいけねえんだ」

「王国のやつらはハドリアヌスにこもって震えてるってのに」

「黙れ、聖せい女じよどのの命令だぞ！」

　騎士団長が声を涸からして指し揮き杖じようを振り回す。

「保もたせるのだ、踏みとどまれ！　公国の誇りを見せろ！」

「うるせえ馬鹿野郎おれたちは傭よう兵へいだ」「てめえが象に突っ込んでみろ」「おい来るぞ家から離れろ」「火ぃ放て！」「やめろてめえ、まだ大勢残ってんだぞ！」

　恐慌に巻かれた兵たちを、白い影が吞のみ込こむ。







「西堀を破られました！」

「運河を越えられています、倉庫群には火を放ちましたが敵軍の勢いが止まらずッ」

「カステッロ通りから北、オルチア泉広場、落ちました！」

　王城の正門の上から街を見渡すパオラのもとに、次々と報告が舞い込んでくる。それを聞くまでもない。王城はなだらかな高台に位置しており、聖都サンチユリオの壮そう麗れいな街並みが戦火に吞まれ瓦が礫れきと化していく様子が手に取るようにわかる。

「氷ひよう象ぞう十二頭の一隊、抜けてきます！　堀に橋も架けられました」

　土煙をまとった紅あか色いろの軍旗の群れが無人の目抜き通りをやってくるのが見える。火矢がまばらに飛び交うばかりで、押しとどめるものはもはやなにもない。

　パオラは唇を嚙かんで背後を見やった。

「避難はあとどれくらいかかるんですかっ」

　正門を抜けた庭のさらに奥からは女の悲鳴や子供の泣き声がいくつも聞こえてくる。

「まだ半分は残っています、ロッセリーノ地区の住人などまだ家にいるのがほとんどで」

　絶望が目まいとなって襲ってくる。

　王城の地下墳ふん墓ぼとハドリアヌス城じよう塞さいは緊急用の秘密通路でつながっており、陽ひが昇るまでに出発が間に合わなかった住人はみなひとまず王城に呼び集め、地下道を使って砦とりでに避難させているのである。

（今ここで王城に踏み込まれたら女子供はみんな殺される）

（正門の奥に部隊を扇状に展開して迎撃、第二門を死守するしかない）

　パオラは背後に従っていたコモンドールやザッパニアの騎士たちに指示を飛ばす。氷象の蹄ひづめが響かせる地揺れが足下にまで伝わってくる。

「これだけの数で守りきれるのか、たったの四千だぞ」

「王国軍はてめえらの城をほっぽってなにをしていやがるんだ」

「あんなやつらほっておけ、裏切り者だぞ」

　若い騎士たちが罵ののしる。

「せめて聖せい女じよどのがいれば、王国の連中にも──」

「よせ、今そんなことを言ってどうなる」

「パオラどの、聖女どのはどちらに」

　訊たずねられ、パオラは口ごもる。

「……フランさまは、都の北で指揮をとっておられます」

「なんと」「大丈夫なのか、敵の陣中ではないか」「いや、聖せい女じよどののことだ、それもまた戦略のうちなのだろう」「ご無事だといいが」

　胸がざわつく。

　パオラも、作戦を聞いていない。ただ、フランチェスカがジルベルトを伴って、どこに向かったのかだけは知っている。なにも知らない方がましだった、とさえ思える。

（いや、今は都の住民を守ることだ）

「ミネルヴァさまがなにか言ってくれれば王国軍も動いたのでは」

「だから、そんなことを言っている場合か！」

　パオラは顔を伏せそうになる。ミネルヴァもまたここにはいない。女神の力を失ってしまったのだと聞いた。死を予見できないのであれば戦場に出るのは危険すぎる。シルヴィアにもしものことがあった場合、ミネルヴァはこの国のすべてを背負っていかなければいけない女王なのだ。王城にこもっていてもらわなくてはいけない。

（あたし一人で、守りきらなきゃいけないんだ）

　家々の白く塗られた煉れん瓦がの壁が、押し寄せる氷ひよう象ぞうたちの前脚に巻き込まれ、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けて粉ふん塵じんの中に吞のまれ沈んでいくのがはっきりと見えるようになる。まるで、街を丸ごと頰ほお張ばれるほど絶望的に巨大ななにかの、前歯の列のようだ

「弩おおゆみ、六門並べろ、扇状で集中させろ！」

「避難急げ！　荷物はあきらめろ、地下道が狭すぎる！　踏み込まれたら生き埋めだぞ」

　階下で騎士たちの声が飛び交うのが聞こえる。

「パオラどの、下へ！　ここは危険です、氷象の突撃で崩されます！」

　呼ばれ、パオラはふらつく足取りで階段に向かった。まだ正門上の胸壁際には多くの兵たちが残っている。敵に頭上から油や火矢や石を浴びせるための決死隊だ。

　正門と第二門に挟まれた広い庭にパオラたちが駆け出たとき、大門がすさまじく不快な軋きしみを響かせてたわんだ。次の地響きと同時に閂かんぬきが深く曲がってささくれ立ち、三度目で弾はじけ飛とぶ。

「網投げろッ」

「膝ひざだ、膝狙ねらえッ」

　城壁を突き崩しながら現れた真っ白な巨体に向かって、六基の据え置き式の弩がうなりをあげて丸太の矢を撃ち出す。さしもの氷象も膝を貫つらぬかれて長い鼻を振り乱しもがくが、城壁の崩落は止まらない。二頭目三頭目が瓦が礫れきを押しひしいで庭に踏み込んでくる。象の足を止めるための鉄球つきの網が投げられるが、その投げた兵ごと踏み潰つぶされる。純白の巨獣の背後から、アンゴーラ独特のうねる合唱のような鬨ときの声こえが聞こえてくる。

（ああ、だめだ）

　護衛の騎士たちに囲まれながら、パオラは身体からだが虚無の中を漂うような感覚に浸ひたる。

（この数ではだめだ、守りきれない、どうする、東の宮の五千名を呼び寄せるか）

　連絡兵の絶叫がパオラの意識に突き刺さる。

「イルパッツィオ門、《鋼はがねの宮》門、どちらも突破されました！　敵騎き馬ば隊たいが城内に雪な崩だれ込こんでいますッ」

「な──」

　パオラの思考がどす黒い絶望に塗りつぶされる。東北区画のイルパッツィオ門はキセルキニアの精せい鋭えい部隊を配置していたが、それも破られたのか、のみならず、《鋼の宮》の外郭門までも。

（市街でアンゴーラをどれだけ食い止められた？　王城にどれだけの兵力が来る？）

（ここではもう踏ふみ堪こたえられない、どうする、どうする……）

　渇いた喉のどを搔かきむしるようにしてパオラは思考を巡らせる。氷ひよう象ぞうのいななきとアンゴーラの行軍の喇らつ叭ぱが耳を引き裂く。

（あたしはなにを守ればいいの？）

（あたしの国じゃない、あたしの城じゃない、あたしの兵じゃない）

（フランさまもジルベルトさんもミィナさんもクリスさんも、……ニコロさんもいない）

（あたししかいない。でも、あたしの戦いじゃない）

（あたしの戦いじゃ──）

　パオラの耳にかすかに引っかかるのは、子供の泣き叫ぶ声だ。首を巡らせると、緑あふれる広い庭を隔てた後方、優美なアーチの第二門がわずかに開いているのが見える。門の向こうに詰めかけた避難待ちの都住人たちが、象の群れを目にして恐慌に陥っている。

　パオラは脱力しかけた手で指し揮き杖じようを握りなおす。

（あたしの民じゃない。でも）

（フランさまの民だ。ここが、フランさまの手に入れた国）

（フランさまがこれから引きずっていかなければいけない、新しくて冷たい故郷）

「撤退！　撤退しますッ！」

　パオラは象のうなり声と押し寄せる騎馬隊の蹄てい音おんにかき消されないように必死で声を涸からした。

「第二門まで撤退！　ハドリアヌスへの地下道だけは死守します、弩おおゆみは投棄！」

「撤退だッ」

「退さがるぞォッ」

「くそったれ、中庭も離宮もくれてやれェッ」

「パオラどの、お乗りくださいッ」

　護衛の連れてきた馬の尻しりに飛び乗り、第二門へと走る。騎士の腰にしがみついたまま振り向き、隊列が総崩れになった退却の様子を眺め渡し、ひたひたと忍び寄ってくる絶望を払い落とそうとする。

　その絶望はしかし、次の瞬間には固化する。鬨ときの声こえのうねりが真横から吹きつけ、視界の端に深しん紅くの旗の群れが燃え上がったからだ。

「あ……ああぁ……」

　パオラの喉のどからうめき声が漏れる。石畳と刈り込まれた芝の美しい庭を、踏み鳴らしながらやってくる大軍。左手からも、右手からも、鉦かねの音と喇らつ叭ぱと大小の蹄てい音おんが押し寄せてくる。城内の敷地はあちこちの門や城壁の裂け目から流入したアンゴーラ軍に埋め尽くされようとしていた。一番槍やりを競う先陣の騎手が雄お叫たけびをあげ、毛深い北方の馬たちが強きよう靱じんな脚で草をえぐり土つち埃ぼこりを巻き上げながらパオラたちに三方から迫る。第二門までの間には絶望的な距離がある

（もう、無理だ）

　パオラの乗っていた馬が、腹に矢を受け、もんどり打って倒れる。パオラは騎士もろとも草の上に投げ出される。言葉はわからないが殺意と獣欲に満ちた罵ば声せいがパオラを取り囲んで打ちのめす。不気味に枝分かれした形の矛先がいくつもぎらついた。

　そのとき──




「──代行殿ォオオオオッ」




　声がパオラの意識を暗い水面から引きはがす。空を裂く鋼はがねの音がいくつも重なる。パオラを包囲していたアンゴーラの騎兵たちが、兜かぶとの下で鈍いうめき声をあげ、一人また一人と落馬していく。首や脇腹に投なげ槍やりの一撃を受けた馬が後脚で立ち上がり、暴れて騎手を振り落とし、血の泡を吹いて倒れる。

　パオラは信じがたい思いで目を見開き、顔を持ち上げて首を巡らせた。

　すぐ目の前に、整然と隊列をつくった騎き馬ば隊たいがあった。紫の飛竜旗が騎士たちの頭上でひるがえる。

「代行殿、ご無事かッ」

　口くち髭ひげをたくわえた騎士が下馬してパオラに手を差し伸べてくる。手首をつかまれ、引き起こされた。

「……あ、あなたは」

「再編が遅くなり申した、アルビレオス大将軍閣かつ下かの命により、これより代行殿の指揮下に入るッ」

　パオラは震える唇を嚙かみしめて騎馬隊の面々を見渡す。それぞれの胸に紅あか色いろの薔ば薇らが燃えている。それだけではない。みな、首や肩、二の腕、頭の片側などに血のにじんだ包帯を巻きつけている。

（──包帯じゃない）

　パオラは気づく。見間違えようもない。なぜならパオラがその手で巻いた布だからだ。包帯ではない。雌めん鳥どりの紋章を印しるした旗だ。逆光の中で銀色にきらめいている。

「あっ、あなたたち、怪け我が──」

「一度は死んだ身なれば！」

　片かた眼めを銀の布で覆おおった若い騎士が剣を掲げて叫ぶ。

「手綱と剣を握れればじゅうぶん戦えます！」

「拾われた命、代行殿のために捨てましょうぞッ」

「聖軍の誇りを見せよッ」

「全隊、釣つり鐘がね隊形！　代行殿の退却を掩えん護ごするッ」

　数千の剣が天を突き、騎士たちの喊かん声せいが地を揺らした。それを再び蹂じゆう躙りんせんと、深しん紅くの津波が軍楽を打ち鳴らしながら迫り来る。パオラはこみ上げてきた万の想おもいを血のにじむ唇で嚙かみ潰つぶし、第二門に向かって走り出した。

「象が来るぞォッ」

「門は閉めないのかッ」「まだ騎士団が外に残ってるだろうが！」

「我らへの気遣いは無用！」王国騎士が口くち髭ひげを震わせて叫ぶ。「公国兵が撤退完了したら門を閉じられよ！」

「ふざけんなてめえ」「遅れて来といて怪け我が人にんのくせに意気がンな！」

　メドキアの兵たちは口々に罵ののしりながらも第二門に雪な崩だれ込こむ。戦況を不安げに覗のぞいていた女たちが悲鳴をあげる。

「女ども門に近づくな！」「象が来たらひとたまりもねえぞ！」「食糧はあきらめて焼き払え、ガキを先に地下道に押し込め！」「女どもぐずぐずするな死にてえのか！　早く全員墓所に入れ！」

　パオラも石の高いアーチをくぐって白い石敷きの庭に入った。振り向くと王国騎士団が三つの楔くさび陣形をつくって氷ひよう象ぞうを側面から投なげ槍やりで攻撃している。そのさらに横をアンゴーラの無骨な騎兵隊が猛然と襲う。

「パオラどの、一頭抜けてきますッ」

　兵の声に振り向く。雪色の毛皮をどす黒い血で汚した氷象が、目に凶暴な光をともしてこちらに突進してくる。背中に縫い付けられた鞍くらで御ぎよ者しやが立ち上がり、大おお鎌がまを振り上げてなにか叫んだ。パオラの頭ず蓋がいを焼き切れそうな思考が巡る。

（門を閉じる？　いやだめだ戦況が見えなくなる、あの象は止められない破られる、この薄い城壁が崩されれば騎き馬ば隊たいも入ってくる、もう地下道を破壊するべきか、だめだまだ女も子供も数千人残っている、時間が、時間が足りない──）

　視界を氷象の体表の白が塗りつぶす。




「──ぉおおおおおおおおおオオオオオオッ」




　声が真上からパオラの意識をつんざいた。見上げると、アーチの頂点から影が跳躍し、紅あか色いろの長い髪をなびかせ、氷象の背めがけて落ちていくのが見える。振りかぶった大剣が落下の勢いのすべてを乗せて振り下ろされる。パオラはその信じがたい斬ざん撃げきを目の当たりにする。御者と、象の額ひたいを覆う鋼はがねの巨大な兜かぶとと、象の頭蓋とが、一刀のもとに断ち割られたのである。象の焼けるように熱い血が降り注ぎ、パオラと、門前の草に着地したその少女とに降りかかる。白い毛皮の巨体が崩れ落ちて地響きが広がる。

「……ミィナさん……」

　パオラの唇からつぶやきが漏れる。

「ミネルヴァさま」「ミネルヴァさまだ！」「ミネルヴァさまが来てくださったぞ！」

　王国騎士たちが声を弾ませる。ミネルヴァは大剣を手に立ち上がった。刃やいばに粘りつく血を振り払い、馬上の騎士たちをにらみ渡して言う。

「その名を今は呼ぶな。おまえたちの女王じゃない。わたしは──《塩撒まき》だ。今は、ただの死神だ」

　パオラはその背中に声をかけようとした。だれも気づいていない。ミネルヴァの髪も返り血で染まっているせいで、託たく宣せん女じよ王おうのあかしである紅あか色いろが黒に浸しん蝕しよくされつつあること、力を失っていることに、パオラの他だれも気づいていないのだ。だめだ、予見の力がないのに戦場に出てきてはだめだ。

　けれど、肩越しにちらと向けられたミネルヴァの漆黒の瞳ひとみに射すくめられ、パオラの言葉は喉のどの奥で潰ついえる。

　ミネルヴァは迫り来るアンゴーラの騎き馬ば隊たいに向かって走り出した。白い衣の裾すそが猛もう禽きんの翼のように広がる。鉄塊のごとき刃が振るわれるたび、血しぶきがつむじ風となり、ひしゃげた肉塊と化した人馬があたりに撒まき散ちらされる。おののきに満ちたアンゴーラ語の罵ば声せいが吹き荒れる。












「ミネルヴァさまに続け！」「押し戻せ！」

（どうして忘れていたんだろう）

　パオラは痛ましい思いでミネルヴァの後ろ姿を見つめる。その舞踏は、胸が締めつけられるほど美しい。

（あの人は剣士なんだ。予見の力などなくても絶望的に強い、戦士なんだ。だから）

（戦っていた方が心が楽なんだ、今は……）

（クリスさんと向き合わずにいられるから）

　憐れん憫びんを嚙かみ殺ころし、パオラはミネルヴァに背を向けた。





　　






　聖都サンチユリオが燃えている。

　曙あけぼのを迎えたときは晴れ渡っていた空も、いつの間にか雲が厚く垂れ込め、暗さを増している。まるで街のそこかしこからあがる火の手と黒煙とに焦がされたかのようだ。

《鋼はがねの宮》は王城の南西部の城壁に接して建てられており、その五階の大きな軍議室からは城内と城下町の両方が見渡せる。窓からきな臭い風に乗って吹き込んでくるのは、頭の毛を引きむしられるような不愉快な喇らつ叭ぱ、象や馬の鳴き声、血に濡ぬれた鋼がぶつかりあう音、そして北方の言葉による歌うような鬨ときの声こえだ。

「三階まで押しやられました！　南階段は崩落させましたが、敵の勢い止まらず」

　軍議室に駆け込んできた血まみれの王国兵が言う。紫の旗の前に座った王おう配はい候こうガレリウスは苦い顔でうなずいた。あらためて部屋を見回す。残った手勢は大公づきの護衛が十二名、神しん官かんに扮した『蛸たこ』が四名。階下に踏みとどまって応戦している王国軍はどれほどの数が生き残っているのか。

《鋼の宮》は兵舎であると同時に王城の裏門でもある。一階の吹き抜けの大広間は城内と城外にそれぞれつながっているのである。さすがに氷ひよう象ぞうをもってしてもこの巨大な門は体当たりで突き破るわけにはいかなかったのか、アンゴーラ軍は歩兵の精せい鋭えいを何千人も注ぎ込んできた。

「王配候閣かつ下か、ご無事ですか」

　軍議室に入ってきたのは、若い騎士数人を連れたアルビレオスだった。その鎧よろいには何箇所か折れた矢が突き刺さり、タバードには血がにじんでいる。返り血ではなく、あきらかにアルビレオス自身の血だ。顎あご髭ひげに囲まれた精せい悍かんな顔はかすかに青ざめている。手にした剣の刀身はまっぷたつに折れていた。

「そなたこそ無事なのか」

「階段を崩すときにいくらかやられましたが、これしき」

　大将軍は矢を引き抜いて捨てる。従じゆう者しやがあわててやってきて、出血の止まらない腕に布を巻きつける。

「増援は来るのか」

「わかりませぬ。ハドリアヌスへの通用路を護まもっている、あの銀ぎん卵らんの小娘のところにほとんどの兵力を回しました。望みは薄い」

「そうか」

《鋼はがねの宮》の建物全体が小刻みに揺れている。従じゆう者しやが二人がかりで、アルビレオスの新しい剣を運んできた。身長よりもさらに刃渡りの長い無骨なしろもので、おそらく古い剣は階段の石組みを突き崩して敵を足止めするときに折ってしまったのだろう。すさまじい怪力である。

　しかし、そんな化け物じみた男とて、数の威力には屈せざるを得ないのだ。アルビレオスの身体からだのそこかしこに穿うがたれた矢傷を見つめてガレリウスは思う。

「閣かつ下かはお護りします」とアルビレオスは固い表情で言う。「閣下には、生きて責任をとってもらわなくてはなりませぬからな」

（責任、か。なんのだ？）

　ガレリウスは椅い子すに深く身を沈めたままひとりごちる。

（この国をこの炎と瓦が礫れきの中にまで引きずってきてしまった責任、か）

　アルビレオスをにらみ、口を開く。

「……そなたの責任は、薔ば薇ら章しようを砕いたくらいでとったつもりなのか」

　大将軍の胸に、あるべき白薔薇は咲いていない。アルビレオスは首を振った。

「それだけでは果たせぬから、こうして剣をとるのです」

「薔薇をみずから散らせながら、どこまでも騎士よな」

　死ぬつもりなのだ。ガレリウスは内心でせせら笑う。しかし自分はどうなのだ。責任とはいったいなんだ。戦いくさの昂こう奮ふんにまぎれてひたひたと忍び寄ってくる空虚な脱力感にまみれ、ガレリウスはじっと考え込む。

（この国の秩ちつ序じよのために、殺し、奪い、謀はかり、刈り取ってきた私だ）

（今、どうする。私になにができる）

「大将軍閣下！」窓のそばにいた若い騎士が叫ぶ。「攻城塔です、屋上からも兵を送り込まれます！」

　次の瞬間、部屋全体が衝撃で揺れる。攻城塔が《鋼の宮》の壁面に取りつけられたのだ。アルビレオスが渋い顔をして、長剣を担ぎ上げる。

「出るぞ。なんとしてもここには踏み込ませぬ」

　そのとき、ガレリウスはぞくりという違和感をかぎとった。額ひたいの刻こく印いんのうずきだということに気づくのが一瞬遅れた。手の甲に目を落とす。発光こそしていないが、しるしが赤く浮き上がっている。ガレリウスの生まれ持ったイケロスの刻印ではない。

　モルフェウスだ。

　湿った獣けものの息づかいが耳に引っかかり、ガレリウスははっとして顔を上げた。アルビレオスの背後に付き従っていた若い騎士の一人が唐突に天てん井じようを仰ぎ、喉のどを搔かきむしって苦しみだしたのだ。その手に青い炎がともり、肌が毒々しい赤と黒の斑紋に染まっていく。

（騎士にも《種》を埋め込まれた者がいたのか！）

　軍議室は戦せん慄りつに包まれる。ガレリウスとて椅い子すから腰を浮かせることしかできない。

「──名ヲォォオオッ」

　涎よだれを散らし、大卓を踏み越えてガレリウスにつかみかかろうとしたその獣けものに、ただ一人アルビレオスだけが反応した。強きよう靱じんな拳こぶしが跳ね上がり、赤黒く変色した騎士の顔に叩たたき込こまれる。肉と骨が砕ける音がして、騎士の身体からだは大卓の上に崩れ落ちる。

　しかしアルビレオスも二人目には反応できなかった。背後から響く獣の咆ほう哮こうとともに、大将軍の右肩が血しぶきをあげ、引きちぎられた右腕が鮮血を撒まき散ちらしながら宙を舞い、卓上に落ちてのたくる。

「……く、ぅっ」

　アルビレオスは顔をしかめて倒れかけ、左腕で巨体を支える。それを押しのけて、熱い涎をぼたぼたとこぼしながら、もう一匹の赤黒い獣が大卓に足をかける。付き添っていたもう一人の若い騎士である。

「な──」「何事だ」「閣かつ下かッ」まわりの騎士たちが色めき立ち、アルビレオスのまわりに殺到する。

「ゥヴゥヴァアアアガアアアアアアァッ」

　獣が吼ほえ、卓を蹴けってガレリウスに飛びかかった。

「乱心かッ」「くそォッ」

　騎士たちの痛ましい叫びと、刃やいばの閃ひらめきとが宙で交錯する。

　ガレリウスに向かって伸ばされた赤黒い腕は、しかしわずかに届かないまま力を失い、垂れる。八方から繰り出された刃が、獣と化したその騎士のぬらぬらと濡ぬれた赤黒い喉や胸元を貫つらぬいていたからだ。

　刃が引き抜かれ、骸むくろはアルビレオスのちぎれた右腕の上にくずおれる。

　しばらく、息苦しい沈黙が血のにおいとともに軍議室に満ちていた。床や天井が再び揺れた。石の破片が降ってくる。頭上に足音が響く。攻城塔からアンゴーラ兵たちが屋上に侵入したのだ。

「……なぜ」

　騎士の一人がうめいた。

「なぜこのような」

「なにが起きたのだ」

「これは、う、うう、皮膚が」

　騎士たちは青ざめた顔で、伏した二つの骸を見つめる。まとった壮そう麗れいな鎧よろいとタバードは、その二人がたしかに王国騎士だったことを示しているが、肌は呪のろわしい赤と黒の紋様に完全に染まっているのだ。

「閣かつ下か、これはいったい」「閣下！　腕が！」「お、おお」「縛るものをッ」

　寄ってくる部下たちを押しのけ、アルビレオスは立ち上がった。常人ならばとうに失神しているはずの出血である。ガレリウスを見据えて言う。

「ご覧ください。あなたの記憶している、その二つの真しん名みようを求め、こやつらが集まってくるのです。アンゴーラ軍の中にもいるやもしれぬ。王国のため、あなただけは死守せねばならぬ」

　周囲の騎士たちは呆ぼう然ぜんと目を見開き、アルビレオスの顔を凝視している。大将軍の言葉を解せるのはガレリウスただひとりだった。

　だから、ガレリウスは嗤わらった。

（私を死守する、だと？　あの少年に真名を取り戻されぬように？）

　天てん井じようを見上げ、声を立ててただ嗤った。不可解な恐怖に顔を引きつらせる騎士たちの視線も気に留めなかった。霧が晴れたかのようだ。

（感謝する、アルビレオス）

（今わかった。私のするべきことが）

　建物が大きく揺れ、天井から抜け落ちた石が卓を穿うがった。軍議室の扉が軋きしみ、血まみれの兵が転がり込んでくる。

「中央階段、保もちませぬ！　防壁すべて破られ──」

　部屋の惨さん状じように気づき、報告の途中で兵はひぐっと喉のどを鳴らして言葉を続けられなくなる。ガレリウスは、大卓に横たわった赤黒い獣けものの腰から剣を引き抜いた。アルビレオスが血の噴き出す右肩を左手で強くおさえながら目をむく。

「閣下、なにをなさるおつもりかッ」

「生き延びて責任をとるのはそなただ、アルビレオス」

　刃やいばの先を、土気色に染まりつつある大将軍の顔に突きつけて言う。紫の唇が歪ゆがむ。

「な……に、を？」

「私が食い止める。ひとりで充分だ」

「錯乱されたかッ」「王おう配はい候こう閣下、おやめください」「お止めしろッ」

　ガレリウスは、青くしるしの燃える手を額ひたいに重ねた。夢想の神イケロスの力がその一瞬、爆発的に広がり、散って消える。

　記憶を奪う、ただそれだけの力である。しかし一瞬でもその力に触れ、再び記憶を取り戻したとき、人は束つかの間ま、見当識を喪失する。自分がどこでなにをしているのか見失うのだ。呆然と立ち尽くす騎士たちの間を、ガレリウスは剣を引きずりながら通り過ぎ、軍議室の扉に向かう。悲鳴と、鋼はがねを打ち合わせる音、瓦が礫れきの崩れる音が扉の隙すき間まから流れ込んでくる。廊下の向こう、退しりぞこうとした王国軍兵の一隊を踏み潰つぶし、雄お叫たけびをあげてこちらに駆けてくるアンゴーラの突撃兵たちの姿が目に入る。

「──ガレリウス殿ッ」

　最初に我に返ったアルビレオスが振り向いて叫んだ。こちらに駆け寄ろうとするが、出血のせいでその巨体はぐらりと揺らぐ。

「あなたが出てどうなるッ」

「いま見ただろうアルビレオス、我が神とて戦いくさにおいては千人力」

「だからといってッ」

　アルビレオスに言われなくともわかっていた。いずれ刻こく印いんの力も鈍り、敵の刃やいばが届く。勝てる戦ではない。時間稼ぎにしかならない。しかし、それでも──

「私は、冥めい王おうの真しん名みようを抱えて、ここで死ぬ。それが道というもの。そうだろう。私の命ある限り、取り戻されるかもしれぬのだから」

「な──」

　アルビレオスの顔が歪ゆがむ。ガレリウスは踵きびすを返し、扉に向かって歩き出す。凶暴な喊かん声せいが、血に飢えた無数の刃が、廊下を踏み鳴らして迫ってくる。

「そなたは片腕で這はいずってでも生き延び、騎士の責務をまっとうせよ」

「ガレリウス殿ォオオオッ」

　アルビレオスの絶叫を、閉じた扉が断ち切る。





　　






　アンゴーラ軍の鉦かねや喇らつ叭ぱ、氷ひよう象ぞうのいななき、そういったものが、風に運ばれて山やま裾すその林にもかすかに聞こえてくる。ジュリオの額ひたいからはだくだくと血が流れ落ち、足下の枯れ葉をしとどに汚している。一瞬でも意識の端から手を離しただけで暗くら闇やみに沈んで二度と浮かび上がってこられないだろう、とジュリオは歯を食いしばって自分の膝ひざに爪つめを立て、目の前に立つ儚はかないほど細い背中を見つめる。

「……シルヴィア、さま……おやめ、ください」

　シルヴィアは聞かず、ジュリオをかばうように両腕を広げた。その肩から、外がい套とう代わりにしていた粗布が滑り落ち、汚れきった白い衣と束ねた紅あか色いろの髪があらわになる。

「ジュリオに近づかないでください」

　凛りんとした声でシルヴィアは繰り返した。

　その細い体たい軀くの向こう、剣を手に殺気に満ちた薄笑いを浮かべる黒髪の女。切れ長の目には、しかしわずかに迷いの色が浮かんでいる。

「……陛へい下か。あんたがジュリオの代わりにあたしと戦うのかい」

　乾ききった枯れ草のような声でカーラは言った。

　信じがたいことに、シルヴィアは小さくうなずいた。

「シルヴィアさまっ、お、お逃げください、メルさまを連れてッ」

　ジュリオは叫んだ。自分の声だけで頭に激痛が走る。力の入らない四肢を叱しつ咤たし、シルヴィアの背中に這いずり寄る。細身の剣を支えに立ち上がろうとする。

（シルヴィアさま、なんという無む茶ちやを）

（先生はたとえあなたでも殺します、そういう方なのです）

　シルヴィアの横顔を見上げたジュリオはぞっとする。

　それは死を見据える眼めだ。カーラの殺意などとうに受け入れて、それでもなお固い意志で立ちはだかっているのだ。

　草を踏む音が近づいてくる。そちらに目を向けると、カーラが目を細めて一歩また一歩と距離を詰めてくる。ジュリオの脊せき柱ちゆうに氷の針のような戦せん慄りつが突き入れられる。

　カーラの構えた刃先がぴくりと震える。

　そのとき、ジュリオの視界の端を青白い烈光が灼やく。

　シルヴィアの広げた手の甲で、テュケーの刻こく印いんが燃えさかっている。カーラが目を見開く、その瞳ひとみの中に映るシルヴィアの額ひたいにもまた青い炎がぎらつく。

　暗さを増してきた天から降り注ぐのは、金属の軋きしみ。

　歯車が嚙かみ合い、響き合う音。

　無数の車輪と軸がこすれあい、錆さびが舞い散る音──

　命運が廻まわる音だ。

　ジュリオは視みる。カーラの手から放たれた剣の閃ひらめきが、何千、何万、何億たびも、シルヴィアの身体からだをえぐり、貫つらぬき、引き裂き、穿うがち、けれどその可能性のすべては選び取られないまま時の狭はざ間まの虚無へと投なげ棄すてられて燃え尽きていく。

　ただひとつ選ばれた未来に、現在がたどり着く。












　カーラの両腕の中にシルヴィアの細い身体からだがある。その両手が持ち上げられ、カーラの頰ほおを包み込む。テュケーの刻こく印いんがまばゆく輝く。







　そうしてカーラは視みる。

　時の終わりに生まれた女神が原初に向かって泳ぎ進む間に綴つづられた、長大な記憶の連なりの一片を視る。そこにカーラという名の縦糸で編まれた、すべての可能性を。

　すべての出で逢あい、すべての戦い、すべての死……

　重ね合わされた数千年分の時が、展開され、塗り広げられ、像を結び、カーラを取り巻いて歌い踊り、また消えていく。

　糸車が巡る。

　広げられていた時が再び巻き取られ、回り始める。







　剣が手のひらから滑り落ちて、枯れ葉の間に突き立った。

　ジュリオは呆ぼう然ぜんとその刃やいばの腹を見つめている。たしかに、カーラの剣だ。

　カーラは、まるでシルヴィアの身体に正面からもたれかかるようにして立ち尽くし、力なく両腕を垂らしていた。その両りよう眼めには、澄み切った虚無がたまっている。

　なにが起きたのか、ジュリオにもわかった。なぜならジュリオもシルヴィアの刻印から流れ出した力に巻き込まれ、同じものを視たからだ。

「……今のが、あたしの未来ぜんぶか」

　カーラがつぶやく。

「はい」

　シルヴィアがその腕の中で答える。もう、刻印の青い火は消えている。

「あたしは、どこに行こうと、どんな道をたどろうと、決して負けないのか」

「……はい」

「あたしを斃たおすやつは、どんな未来にも、……いないのか」

　痛ましい声でシルヴィアはなお答える。

「はい」

　ジュリオの全身から、熱が流れ出そうとしていた。師の目は、まるで骨と砂ばかりの荒れ野を何十年もひとりきりで歩いてきた老人のようだった。それほどの深い絶望を、ジュリオは見たことがなかった。

　カーラはシルヴィアから身を離し、背を向けた。束ねた黒髪と装しよう束ぞくの紐ひもが、ざあと風に鳴る。

「……先生、どう、ど、どこに」

　思わずジュリオは訊たずねていた。萎しおれきった声が喉のどをこすり、痛みが走る。カーラは足を止め、振り向かずに答える。

「さあ。どこだろう。わからない」

　わからない、わからない、わからない……

　木々の間に遠ざかるカーラの背には、まったく生命の気配がなかった。通り過ぎる傍そばから草木が枯れて朽ちていくのではないかと思えたほどだ。それもやがて見えなくなる。

　ふと、ジュリオは意識を手放してしまう。血の赤が視界を覆おおい尽くそうとしている。

「ジュリオっ」

　駆け寄ってくる少女の姿が、閉じかけたまぶたの間に映る。ぬくもりが手のひらを包み込む。そうだ、これだけは。これだけは、放してはいけない。ジュリオはそのぬくもりを強く握り返す。

　遠くでうねる鬨ときの声こえが聞こえる。





８　剣の女王と烙印の仔







　少年が一人、夜色の髪を強まる風にさんざんなぶられながら、瓦が礫れきの山と化した家々の間を歩いている。無造作に身に巻きつけた黒こく衣いと紫のトーガも、ちぎれそうなほどはためいている。胸の翡ひ翠すいの留め具は、王おう太たい伯はくにしか着用を許されていない品だ。腰こし紐ひもに抜き身のまま吊りさげられた太た刀ちは、氷のような刃やいばに曇り空の色を映している。

　その額ひたいと両手の甲には、形にならないぼやけた青い光がともっている。

　聖都サンチユリオの東北部、カモレッロ地区と呼ばれる住宅の密集した一角は、最も早く氷ひよう象ぞうの群れに蹂じゆう躙りんされたため、建造物はほとんど跡形もなく、人の気配もまったくない。そこかしこで瓦礫をなめ黒煙を立ちのぼらせている炎は、ハドリアヌス城じよう塞さいに運びきれなかった食糧を焼いたものだ。この風ならばいずれ延焼し、あたりを焼き尽くすだろう、と王太伯は見渡しながら思う。

　鉦かねと喇らつ叭ぱはまだ続いている。瓦礫の間から風にはためく深しん紅くのアンゴーラ軍旗も見える。地響きは遠ざかった。暗雲が天を覆おおい、寒さがいや増している。

　立ち止まり、冷たい風に耳を澄ませる。

　呼ぶ声は、まだ聞こえている。

　──ぼくを呼んでいる。

　──それなのに、名前が聴き取れない。

　白く塗られた煉れん瓦がの廃屋を踏み越え、王太伯はまた歩き出す。

　──ぼくの名前……

　──どこかで失なくした。どこで……だろう？

　氷象の蹄ひづめによって無残に踏み砕かれた石畳の街路の先に、やがて、門が見えてくる。門柱は左右ともなかほどで折れ、門もん扉ぴは弾はじけ飛とび、胸壁つきの屋根は崩れ落ちて柱の根元に積み上がっている。

　門柱の陰に折り重なって倒れている三人を見つけた。

　紅あか色いろの髪を二つに束ねた、細身の少女。その背に負われた、金髪の幼い子供。二人をかばうように覆おおい被かぶさって伏せている、銀色の髪をした騎士。みな、血と泥で肌も服も汚れている。

「シルヴィア」

　名を呼んでも、女王はかすかにうなじを震わせるだけだ。気を失っている。

　おそらく、ここまで一人を背負い、もう一人に肩を貸して引きずるようにして歩いてきたのだろう。限界だったのだ。

「ジュリオ」

　そう呼ぶと、銀の髪の房が揺れ、頭がゆっくりと持ち上がる。

　ジュリオの額ひたいに巻かれた布は、凝り固まった血で肌に張りついている。顔は蒼そう白はくで、花弁のような唇も今は病的な青紫に染まっている。

　ぼやけていた青い瞳ひとみが、やがて焦点を結ぶ。王おう太たい伯はくの顔をとらえ、そのまぶたが驚きよう愕がくに見開かれる。ジュリオの喉のどはひくつくばかりで、なにも言わない。

「どうした、ジュリオ」

　王太伯は白しろ薔ば薇らの騎士の顔を両手で包み込んでおさえ、視線を合わせて言った。

「おまえに《種》を植えつけた、主あるじのことを忘れたのか？」

　紫の唇が何度かむなしい言葉を嚙かむ。やがて、かすれきった声が押し出される。

「……ティベリウス……さま？　……いや、でも」

　そうだ。王太伯は胸の内で繰り返す。ぼくはティベリウス・ネロスだ。けれど、そうではないことをもう知っている。ジュリオ、おまえの中に渦巻いているのと同じ違和感が、ぼくの中にもある。

　ぼくにはほんとうの名前があったはずだ。

　おまえはぼくの《種》を受けた者。ぼくのかわりに名を見つけてきたのだろう？

　ジュリオの額の布をずりあげた。あらわになった傷口に唇を押し当てる。ジュリオがかすかに悶もだえる。血の味の中を舌で探る。

「……な、くっ、……あ……」

　ジュリオのもどかしげな声が響く。

　王太伯は唇を離した。

　──ここにも、ない。

　──《種》を蒔まいた者たちにみな呼びかけた。このぼくの飢えと渇きを分け与えた。それでも見つからなかった。

　唇を濡ぬらすなまあたたかい絶望を、王太伯は舐なめとる。

「……あなたは、なにを」

　ジュリオがうめく。

　──ならば、もういい。

　──これからぼくが手に入れる永遠の国の中で、ゆっくりと思い出せばいい。

　──ここにはもう、シルヴィアがいるのだから。

　王太伯はジュリオの身体からだを押しのけると、シルヴィアの背中と膝ひざの下に腕を差し入れ、抱え上げた。ジュリオが息を吞のみ、瓦が礫れきの上でもがく。

「まっ、待てッ」

　その声に背を向け、王太伯は歩き出す。腕の中のシルヴィアの身体は、儚はかないほどに細く、軽く、柔らかく、冷たい。

「どこへ行く！　シルヴィアさまをはなせ！」

　ず、ず、という音が背中に聞こえる。ジュリオがわずかに動く左手だけで石畳を搔かき、這はい進んでいる音だ。

　──ジュリオ。おまえは美しいな。

　──その意志の強さも、純粋さも、ほんとうに美しい。

　──でも、これはぼくの妻だ。ぼくのものだ……

　ジュリオの声が遠ざかっていく。意識の表面を打つ雨滴となり、やがて感じ取れなくなる。ただ腕に抱いたシルヴィアのあやふやな重みだけが、次第にたしかになっていく。

　街路のただ中で、ふと王おう太たい伯はくは足を止める。しんとした冷たさの粒が鼻に触れてすぐに消えたからだ。

　暗い空を仰ぐ。

　濃い灰色を背にして、真っ白な光の粒がいくつもいくつも舞い散っている。頰ほおに、まぶたに、唇に降りかかっては、溶けて消える。

「……雪……」





　　






　雪が降りしきっている。

　花々は積もった雪の重みに頭を垂れ、鳥や虫たちは啼なくのをやめて草陰で暗い空を見上げて息を潜めている。茎くきにもまとわりついた雪の粒は、染み込み、凍らせ、草原を翠すい玉ぎよくと銀に変えていく。

　白い雪に煙る地平は雲の敷き詰められた空と融とけ合い、まるでこの同じ景色がどこまでも続いているかのように思え、アナスタシアは毛皮の中で身をよじってくふ、と笑った。

「……雪じゃ。これほど南方でも、この季節に雪が降るのだな、ニコライ」

　呼びかけてみても、背後からはなんの答えもない。

　ようやく眠ってしまったのか、とアナスタシアは思う。

　女帝が草に両脚を投げ出し、玉ぎよく座ざがわりにもたれかかっているのは、氷ひよう象ぞうの巨大な頭骨の額ひたいだった。すでに雪に埋もれようとしている。鎖骨か肋ろつ骨こつかわからない尖とがったものがいくつかアナスタシアを囲むようにして空を刺している。

（これが妾わらわの最後の居城か）

（悪くない）

　アナスタシアはまたひとりで笑う。

　空を仰いでも、草原の続くかなたを見やっても、なにもかもが青白い微光にぼんやりと染まって見えるのは、額で燃え続けるイノ・モルタの刻こく印いんのせいだろう。

（この雪は、終わりがはじまったからか）

　自分の白い息が漂っていく先を目で追いながらアナスタシアは思う。

（終わりの女神とはじまりの獣けものが出で逢あい、時を凍らせはじめたのか）

　口元にはやはり笑みが戻ってくる。

（ならばそれでもよい）

（妾わらわがそれさえも吞のみ込こんで、流る転てんさせよう）

　骨の表面に積もった雪を手ですくいとる。アナスタシア自身の身体からだも冷え切っていて、冷たさも寒さもほとんど感じられなくなっている。黒と紫の衣は広がる銀の中に沈みきっている。鋼はがねの冠の下長い銀髪は、すでに雪と同化しつつある。

（進軍する必要も、なかったのだな）

（いずれ地表のすべてはイノ・モルタの息吹に覆おおわれるのだから）

（ここが妾の玉ぎよく座ざ、妾の帝国）

（すべての星が喰くらわれる滅びの朝を、妾だけが越え、見届けよう──）

　ふとアナスタシアは目を上げる。

　すべてが白く染まった世界の中で、ひとしずくの影が、凍った草花を踏み折りながらこちらへ近づいてくるのが見える。アナスタシアは眉まゆ根ねを寄せる。

（あれは、なんだ）

（生きとし生けるものすべて、イノ・モルタの糸車にとらえ、流転しているはずなのに、なぜ──）

（その帝国の中を、人が歩いていられる？）

　刻こく印いんの燃える右手を、額ひたいに重ねる。視界の端を灼やく青が光を増す。雪の下で、草花の種が弾はじける音がする。雪と凍える大気を貫つらぬいて新芽が伸び上がる。生命の流転が加速されたのだ。アナスタシアの手元で、象の頭骨は干からびてしなびていく。小鳥の群れが雪を散らして飛び上がり、曇り空に儚はかなく歌い、羽根を無残に散らして一羽また一羽と雪に落ちていく。アナスタシアが見つめる中、近づいてくるその影も力を失って崩れ落ちる。

　人影が、寄り添う二人のものであることがようやく見て取れる。

　倒れた二人のまわりの雪に、鮮血が広がっていく。

（……血？）

　アナスタシアは訝いぶかる。

（なぜあれほど血を流す？）

（老いさらばえて死ぬはずなのだ、血など──）

　息を吞んだ。二つの人影が、支え合いながら再び立ち上がったからだ。アナスタシアはその二百年に渡る生涯のうちではじめて戦せん慄りつした。

（なぜ！）

（なぜ立ち上がる、イノ・モルタの掌てのひらの中で！）

　血を含んだ雪が、二人の肩から滑り落ちる。よろけながらも、二人は一歩、また一歩、アナスタシアの玉座へと迫る。アナスタシアは息を詰め、凝視する。

　一人は、凍った蜜みつのような黄金色の髪をもつ女だ。華美な装飾鎧よろいをまとい、首には瑠る璃りの短剣を吊している。それを支えるもう一人は、長身の男だ。黒ずくめで、急所だけを守る簡易鎧を衣に縫いつけ、血で汚れた抜き身の剣を引きずっている。

　二人の肌は、ともに濡ぬれて赤らんでいる。

（なぜ、歩ける）

（流る転てんの中に囚とらわれているはずの人間が、なぜ）

　ふと気づく。

　女の額ひたいに、青く燃えている光がある。降りしきる雪のせいで、それはおぼろな光の球にしか見えない。形が読み取れない。

　凍った草を踏む音が、やがてアナスタシアの耳にも響いてくる。

　手を伸ばせば剣の先で触れられそうなほどのところまでやってきた二人が、立ち止まった。女が顔を持ち上げ、玉ぎよく座ざのアナスタシアを見下ろして言う。

「拝はい謁えつたまわり光栄ですわ、陛へい下か」

　舞い散る雪よりもなお冷え冷えとした声だった。

「フランチェスカ・ダ・ザカリアか」

　女帝は目を細めて訊たずねる。フランチェスカは胸に手を押し当て、最敬礼する。

「はじめて逢あった気がせぬな」

「あたくしもですわ」

　二人の女の言葉は白い息に乗せられて雪の中で絡まり合い、大気に散る。

「みずから、妾わらわの首を獲りにきたか」

「ええ。陛下の帝国と、あたくしの王国は、ここでぶつかり合うのです」

（だが、なぜ）

（なぜここまでたどり着けた？）

　問いの代わりにアナスタシアは右手を持ち上げる。二つの青い火が重なる。鳥と虫の、苦痛と歓喜に満ちた歌が響く。象の骸むくろの下でまた新しい芽吹きに大地がうずく。

　そのとき、フランチェスカの傍かたわらに控えた騎士の剣が跳ね上がった。

　刃やいばの疾はしった先はアナスタシアではない。フランチェスカの首筋である。喉のどを貫つらぬかれたフランチェスカは鮮血を撒まき散ちらし、のけぞり、雪に膝ひざをつき、崩れ落ちる。アナスタシアは目をむき、呼吸さえも忘れてその信じがたい光景を凝視する。主あるじの首筋から引き抜いたその剣を、騎士は自分の心臓に突き立てたのである。黒い影が地面にくずおれる。背中まで貫通した刃が、血にまみれ、天をさす。

（なんだこれは）

　アナスタシアは震える右手を口元にまでおろし、唇の痙けい攣れんを押さえつける。広がった血が雪を吞のみ込こみながらアナスタシアの足下にまでやってくる。

（いったいなにをした？　なぜ殺し──）

　刻こく印いんがぎりぎりと痛んだ。共鳴している。雪の中に投げ出されたフランチェスカの手の甲にしるしが燃え立つ。

　今や、そのしるしがはっきりと読み取れる。

（ベローナ……）

（戦場の空を駆け、魂をかり集め、死者を率いる──）

　アナスタシアの喉のどが驚きよう愕がくに引きつって鳴る。

　最初に身を起こしたのは黒こく衣いの騎士だ。みずからの胸から引き抜いた剣を雪に突き立てて支えにし、その上半身を持ち上げる。肌は不気味な青と紫と黒の入り混じった紋様に覆おおわれ、両の眼がん窩かにはどろりとした光がたまっている。

　騎士の腕に身をからみつかせてよじ登るように、フランチェスカもまた身を起こす。肌は同じく毒々しい死の色に染まり、眼めには異い形ぎようの火がともっている。額ひたいの刻こく印いんの光がアナスタシアの目を灼やく。

（自身さえも生ける屍しかばねとして、死の中から引きずり出したのか）

（軍神ベローナの大おお鎌がまによって）

　雪の上に膝ひざをつき這はいつくばった二人の亡者が、穢けがれに満ちた咆ほう哮こうをあげる。

　やがて始まる、美しくおぞましい再誕に、アナスタシアは敵と相対していることさえも忘れて見入った。腐肉が弾はじけ、古い骨が軋きしみ、よどんだ血が体表を流れ落ちる。女帝の身体からだから発せられているイノ・モルタの力が、生ける屍さえも流る転てんさせようとしている。

「──ぁ、ああ」

　フランチェスカの喉からくぐもった悶もだえ声が漏れる。金色の髪が振り乱され、毒々しい皮膚が肉ごと裂けて、その下で新しい生命が与えられた若々しい肉がふくれあがる。

（なんという女だ）

　アナスタシアは息を詰め、その苦痛に満ちた肉体の再構築を見つめた。

（美しい。これほどに美しい戦い方が、あるのか）

　腐肉の破片が、抜け落ちた金色の髪が、血で溶けかけた雪の上に落ちた。

「──ぁ……あああああああああああああああアアアアアアッ」

　叫び声をあげ、フランチェスカは立ち上がった。

　ぬらぬらとした羊水が、額から鼻筋、あごへとしたたり落ちる。生まれたばかりの火ほ照てって赤らんだ肌に、雪が触れてすぐに溶ける。

　青い瞳ひとみが宙を漂い、やがてアナスタシアに向けられる。アナスタシアは全身の震えと、身体の芯しんから涌わき起おこる熱い歓喜とを抑えきれない。

「そなた」

　声もわなないたままだ。言葉の先を続けられない。

（何度、これを繰り返した）

（妾わらわの帝国の中をここまでやってくるのに、いったい何度これを繰り返した？）

　フランチェスカの見下ろす目は、先ほどと同じ、いや、さらに力強い生命と意志に充みち満みちている。

（イノ・モルタの手が糸車をひとめぐりさせるたび、殺し、屍として起き上がり、その腐肉の中から新しい生命としてよみがえる）

（その苦痛と汚お辱じよくの円環を、何度繰り返した。数百、数千か）

（そこまでして──）

　アナスタシアの喉のどから、ようやく声が漏れ出る。

「なぜ、そこまでして」

　フランチェスカは目を細め、首を傾かしげた。その背後で、黒こく衣いの騎士もまた立ち上がる。血と羊水が混じって足下に落ち、雪を溶かしていく。

「なぜそこまでして、そなたは自分で妾わらわのもとにきた。軍神ベローナとして、亡者を差し向けることもできたであろうに」

　額ひたいに呪のろわしい刻こく印いんをともしたまま、聖せい女じよは残酷な微笑ほほえみを浮かべる。

「陛へい下かには、おわかりにならないことでしょう」

　言葉をはむ唇も、今や赤く色づいている。たしかな生命の色に。

「あたくしは、こうしなければいけなかった。神々の力を踏みしだき、みずからの手で、人間の手で──」

　アナスタシアは哄こう笑しようした。

（だが、それでも）

（妾の勝ちだ）

　腰の下から引き抜いた長剣を振りかぶり、アナスタシアは立ち上がると同時に地を蹴けった。雪が光のしぶきとなって散る。フランチェスカの顔が歪ゆがむ。黒い影がアナスタシアの視界を薙ないだ。

　振り下ろした刃やいばに、鋼はがねの手て応ごたえが返ってくる。火花と甲高い音が弾はじける。黒衣の騎士が雷のような反応でフランチェスカの前に踏み出て、剣で剣を受けたのだ。しかしアナスタシアは二つの刀身越しに騎士の顔をにらみ据え、笑った。

「そなたらの誤算だ、妾を──」

　踏み込み、全身の力を刃に集中させる。致命的な軋きしみが響き、騎士の顔が歪む。

「帝国に並ぶ者のない剣士だと、知らなかったのであろ？」

　騎士の剣が折れ、アナスタシアの刃が肩と腕に食い込む。勢いが殺されていなければそのまま骨まで断ち割っていただろう。

「ジルっ」

　フランチェスカの悲痛な声が響く。

　黒衣の騎士が膝ひざを折る。真っ二つになった剣が雪に落ちてうずもれる。

　女帝と聖女を隔てるものは、もうなにもなくなる。ただ舞い散る白い光の粒だけだ。

「美しい。そなたはほんとうに美しい」

　唇を嚙かみしめて立ちすくむフランチェスカを見据え、アナスタシアはつぶやく。握った刃で雪を摺すり、血を払う。

「妾が男であれば、ザカリアを攻め滅ぼしてでも、そなたを妻としたであろうな」

　自分の言葉に、笑う。

（だが、それほど美しいそなたも）

（やはりこの流る転てんに吞のみ込こまれて朽ちる）

　騎士の身体からだを踏み越え、刃やいばを持ち上げようとしたそのとき──

　アナスタシアの身体の真ん中を、熱い衝撃が貫つらぬいた。

　全身が一瞬だけ震える。掲げようとした剣が、重みで落ちていく。アナスタシア自身にも、なにが起きたのか理解できなかった。熱の塊が胸に突き刺さっている。目を見開き、見下ろすと、黒と紫の衣をつらぬき、みぞおちから血に濡ぬれた刃の切っ先が突き出している。

　意識がざわつく。

　この熱は、痛みだ。

　背中から身を貫通する痛みだ。力が、血が、その穴から流れ出ていく。

（なぜ）

（なんだ、これは）

　雪を踏む音が背中に聞こえた。振り向こうとしたアナスタシアの胸に、後ろから腕が回される。干からびて皺しわだらけになり、骨の浮いた、みじめな二本の腕が、アナスタシアの小さな身体を抱きすくめる。息ができない。肺が血で満たされていく。

「……女相手とはいえ、浮気は哀かなしいもんですよ、おれの可愛かわいい陛へい下か」

　かすれきったつぶやきがアナスタシアの耳を引っ搔かく。信じがたい思いで首をねじると、真っ白になった無ぶ精しよう髭ひげの肌が視界の端に見える。

「ニコライ……」

　女帝のつぶやきは喉のどをせり上がってくる血に吞のまれ、ほとんど声にならない。

（まだ、生きていたのか）

「ねえ、陛下。おれがここまで朽ちずにいられたのは、血の力なんかじゃァない」

　老いさらばえ、朽ちる寸前の腕を、しかしアナスタシアはふりほどけない。

「あんたがおれを、ずっとそばに置いときたいと思っていたから。ただそれだけ──でしょう？」

「……はなせ、ニコライ」

　ようやくそれだけ言えた。痛みが、身を焼き尽くすほどの痛みが、ようやく痛みとして現れつつある。腕に力がわずかに戻ってくる。

「はなしませんよ」

「はなせェッ」

　剣を振り上げようとしたとき、新しい、たしかな痛みがアナスタシアの胸を真正面から貫いた。

　唇をわななかせ、向き直る。

　舞い踊る白い光の粒の中、金色の髪に縁取られた青い瞳ひとみがそこにある。

　フランチェスカの手にした瑠る璃りの短剣が、アナスタシアの心臓に深々と柄まで埋め込まれている。

　ずるり、と力を失って雪の上に滑り落ちようとした幼い身体を、背中からの腕が抱き留める。アナスタシアの意識に最後に響いた声は、こう言っていた。

　はなしませんよ。

　おれは陛へい下かのもので、陛下はおれのものだ。







　雪が降りしきっている。

　氷ひよう象ぞうの頭骨もすっかり覆おおわれ、小山にしか見えない。

　その足下に横たわる二つの骸むくろをも、雪は覆い隠そうとしている。

　否いや──ひとつは、かろうじてまだ屍しかばねではない。ひざまずいて顔をのぞき込んだフランチェスカが「ニコロ」と呼びかけると、片眼鏡の下で、まぶたがわずかに開かれる。

「……あんまり見ないでくださいよ、団長」

　ニコロはつぶやいた。雪のさらさらとした音にさえも負けそうなほどの弱々しい声だ。

「いい女には、あまり見られたくないかっこうですよ。しわくちゃだし」

　こんなときにも軽口を言えるのか、とフランチェスカは思う。胸が熱いものでふさがれそうになり、作り笑いをして無理に言葉を押し出す。

「そんなことないわ。あなたがこんなに渋い素敵なおじいさんになるとは思っていなかったわよ」

　ひび割れた唇が、わずかに歪ゆがんだ。笑ったのだ、と思いたい。

　ニコロが首をかすかに曲げる。身体からだのあちら側から見下ろしているジルベルトを見上げて言う。

「すまねえな、ジル。そんなひどい怪け我がなのに。……どうにも、手当てできそうにない。は、は。軍医失格だな」

　女帝の剣にえぐられたジルベルトの腕と肩には、乱暴に布が巻きつけてあるばかりだ。血もまだ止まっていない。けれど、ジルベルトは静かに首を振る。

「そんなことはない。前から一度、言おうと思っていたが」

「……ん？」

「ニコロ、おまえのその軽口は、痛み止め代わりになる」

　今度はニコロははっきりと笑った。咳せき込こんでいるのと変わらないように見えたが、それでも笑ったのがわかる。

「パオラは、ちゃんとやってるかい」

　ニコロの声は次第に瘦やせ細っていく。

「ええ。あの子はもう、銀ぎん卵らんの立派な軍医で、指揮官よ。あなたが戻ってきても仕事はひとつもないわ」

「は。……そりゃ、けっこう。……だが、おれは、医者として……いちばん大事なことを、パオラに教えそびれた。……人づてじゃァ、意味ねえことだし……」

「なあに？」

「子供のつくりかただ」

「ばかね」

　ニコロは目を閉じた。

　フランチェスカはうつむく。口を手でおさえても、あふれ出てくるものはもう止められない。ニコロの胸に薄く降り積もる雪に、ひとつ、またひとつ、熱いしずくが小さな穴を穿うがつ。

　雪が、寄り添って横たわる二つの骸むくろを、覆おおい隠そうとしている。





　　






　雪が降りしきっている。

　崩れた城壁も、踏み壊された投石機の残骸も、兵や馬たちの死し骸がいも、雪はひとしく白に染めていく。

　鉦かねや喇らつ叭ぱの楽音は湿ってくすみ、都じゅうに燃え広がろうとしていた火は鎮められ、ぶつかりあう二つの言葉による喊かん声せいもむなしく響く。傷を負って疲れ切った兵がそこかしこで瓦が礫れきの間にしゃがみ込み、剣や槍やりを投げ出し、うつろな目で暗い空を見上げている。

「なんでこんな時期に雪なんだ」

「これ以上積もったらアンゴーラにさらに利するぞ、やつら毛皮つきの……」

　隊長たちの言い合ういらだたしげな声が鋼はがねのぶつかり合う音の合間に聞こえる。ミネルヴァは薄く雪で覆われた石畳を蹴けり、王城の中庭を走った。

「回せ！　弩いしゆみそっちに回せ、弦つるが凍るぞ、火ぃ絶やすなッ！」

「《鋼の宮》だ、大将軍閣かつ下かが残ってるんだぞ！　ありったけ人数出せ！」

「避難あとどんだけだ！」

「火矢は無駄だやめろォッ」

　舞う雪の向こうで王国軍や公国軍の怒声が渦巻いている。ときおり足下を突き上げる地響きは氷ひよう象ぞうが城壁に頭を激突させるときの衝撃だろうか。

　けれどミネルヴァはそれらに背を向け、ただ走る。戦場を投げ出すのは苦しかった。背負った大剣は雪のせいか冷たさと重みを増している。それでも足をゆるめない。

「……戻ってきたのか」

「ほんとうか？」

「たしかだ、王宮師し範はん代だいだ、今は軍医が」

「するとメルクリウス殿もか」

　声が耳を引っ搔かく。

　戻ってきたのだ。王宮師範代──ジュリオが。それはもうミネルヴァも知っていた。なぜなら、この雪の原因は他に考えられない。

（時の氷結が、始まっている）

　シルヴィアが、生還して──そしてクリスと接触したのだ。







　地下への石段は、すでにびっしりと霜で覆おおわれていた。階下からあふれてくる偽りの月光を受けて、幻想的に輝いている。ミネルヴァは滑らないように一段一段踏みしめながら下っていく。

　謁えつ見けんの間の地下に続く、曲がりくねった洞窟の階段である。下るにつれ、ミネルヴァの耳や指先はじんじんと痛むようになる。寒さのせいだけではない。亀き裂れつが入りそうなほどに空気が緊張しているのだ。衣を両腕に巻きつけ、息を詰めて足を進める。

　月光はじきに目を刺すほどになる。

　ミネルヴァは何度も足を止めそうになる。時間や空間がこわばっているせいなのか、あるいはこの先に待っているものを自分がほんとうは見たくないだけなのか。

　目をそらすな。言い聞かせ、大剣の刃やいばの冷たさに爪つめを立て、また踏み出す。足音は一歩一歩が脆もろい骨を踏み砕いているかのようだ。

　階段が尽きた。

《銀ぎん陰いん宮》──テュケーの娘たちの命運が、その円環が閉じる場所。

　四十八の細い支柱に囲まれた、円形の巨大な広間だ。鏡とまがうばかりに磨き上げられていた石の床も、今はきらめく霜が敷き詰められている。鏡でこの地下深くまで引き込まれた陽光は、すべてのぬくもりを漉こしとられ銀灰色の月光へと変えられて、高い天てん井じようから降り注いでいる。床や柱に這はう氷も、いっそう冷ややかに光を返している。

　広間の中央に屹きつ立りつする、ひときわ太いなめらかな柱。

　天てん堂どう軸じく、と呼ばれるそれは、神話にあらわれる天地をつなぐ車軸である。

　時の流れそのものをかたどり、地の底に眠る原初の獣けものと、天の果てから降りきたる終わりの女神をその両端とする。

（ここが、時の接合点）

　ミネルヴァは柱の足下にわだかまる二つの影を見つめる。

　石の寝台に横たえられているのは、紅あか色いろの髪の少女だ。気を失っているのか、肌もあらわな破れ目だらけの衣の袖そでから、腕が力なく床に垂れている。

（シルヴィア……）

（シルヴィアは、力を失っていない。髪は紅色のままだ）

　その枕まくら元もとに腰掛け、柱にもたれているもうひとつの人影が、近づいていくミネルヴァの足音に気づいたのか、けだるげに顔を上げる。

　少年の顔には、ありとあらゆる死に顔を集めて重ね合わせたかのような、寒々しい無表情が張りついていた。それでも、ミネルヴァを見てじっと考えてから、やがて翳かげりを含んだ笑みを浮かべる。

「ああ。……やっぱり、おまえもやってくるんだな。ミネルヴァ」

　ぞくぞくと悪寒が二の腕を這はい上あってくる。ミネルヴァは背中に回した手で大剣の刀身をたしかめながら訊たずねた。

「待っていたのか」

「待っていた。どうだろうな。そうかもしれない」

　クリスは、シルヴィアの顔にじっと視線を注ぐ。青白く生気がないが、ときおりまぶたが震えるので、なんとか生きているとわかる。

「おまえは力を失っている。女神の血は、シルヴィアにみんな流れ込みつつある。そうだろう。だから、ぼくはこの場所でシルヴィアを屠ほふり、貪むさぼり、啜すすり、ぼくの国を手に入れる。そのはずだった」

　混こん濁だくしているのだ、とミネルヴァは思った。

　王おう太たい伯はくである記憶と、すべての星を喰くらう獣けものの記憶が、混濁している。

　まだ、自分が冥めい王おうであることを思い出してはいない。けれど取り戻しつつある。氷と雪に覆おおい尽くされようとしているすべてが、そのあかしだ。

（それだけなのか）

（おまえの中にあるのは、その二つだけなのか？）

　ミネルヴァは胸の中の熱を吐き出してしまいそうになる。

「どうして、まだ殺していないんだろう」

　クリスは、膝ひざの上に横たえていた氷の刃やいばの太た刀ちを持ち上げ、抱いて裸の胸に押し当てる。せつなげに。いとおしげに。

「どうして──ミネルヴァ、おまえを待っていたんだろう」

（どうしてだ、クリス）

（女神の血などとうに失ったわたしを、なぜそれでも待っていた？）

　言葉を嚙かみ、ミネルヴァは一歩、また一歩、霜を踏み潰つぶしながらクリスに歩み寄る。

（おまえの中にもうひとつ、あるだろう）

（あの日からわたしとともにいて、ともに戦って、ともに迷って、ともに血を流して、ともに泣いて、笑って、分かち合ってきた──）

「ミネルヴァ。ぼくの名前を、ほんとうは知っているんだろう。だってぼくとおまえは、ずっと一緒にいたんだ。そんな……気がする」

　クリスの言葉に、ミネルヴァは溶けそうになる。長い間こらえていた涙が、一筋頰ほおを伝い落ちる。

「知っている」

　声があふれる。

「ずっとわたしのそばにいたんだ。そう約束したんだ。あの夜に」

　名を呼びたかった。けれどその名は、獣の真実の名なのだ。クリスがクリスであることを思い出せば、今ここですべてが凍結し塵ちりに変わる。

　それでもいい、と思いそうになる自分がいる。ミネルヴァは唇を嚙みしめる。クリスの求める目が胸を灼やき焦がす。

（なぜ、わたしたちはこんなところにたどり着いた）

（ただ、ともにいられればそれでよかったのに）

　クリスが立ち上がる。氷の刃やいばの先が床をさし、向かい合わせた鏡のように光が無限の連なりをつくる。

「それでも、ぼくの名を呼ばないのか」

　言葉がミネルヴァの胸をえぐる。けれど、クリスの目は闇やみに沈んでいく。凶暴な光が眼がん窩かの奥にともる。足下、地の深みの水底で、巨大ななにかが身をよじるのが感じられる。

「それなら、ミネルヴァ。おまえを殺して、おまえのすべてを啜すする──しかないのか」

　寒気と熱とがミネルヴァの中でせめぎ合う。あらゆる幸を貪むさぼり喰くらう冥めい府ふの獣けものもまた、今たしかにクリスの中にいるのだ。

（今、ここで終わらせるしかないのか）

（わたしを待っていてくれた、なんのしるしも刻まれていないこのわたしを求めてくれた、それだけを胸に留とどめて、今ここで──）

　ミネルヴァは背負った大剣の柄を握り、引き抜いた。

（ここで、クリスを）

　けれど、剣の重みは手のひらから滑り落ちる。凍った床を鋼はがねが打ち、弔ちよう鐘しようのような音が銀ぎん陰いん宮の静寂に染みとおっていく。

　ミネルヴァは力を失って震える右手を胸に押しつけた。

（わたしは、弱くなった）

（こんなにも、自分を偽れなくなった）

　剣を手に歩み寄ってくるクリスに、抱きつくことさえも頭をよぎる。身を貫つらぬく氷の刃を受け入れてでも、クリスを抱きしめたいと願っている自分がいるのだ。

（いやだ。クリスを失うなんて）

（どうすればよかった。わたしたちはどこかで間違えたのか。それとも）

（最初から──逢あわなければよかったのか）

　最初から。

　編まれていた命運がねじ曲げられた、あの新月の夜から──この場所に至る道を二人で歩いてきたのだとしたら──




　ミネルヴァの目を、青い光が灼く。




　クリスの肩越し、柱の根元の寝台に横たわるシルヴィアの額ひたいだ。テュケーの刻こく印いんが青白く燃えさかっている。呼応し、ミネルヴァの額と両手にも、体内にわずかに残った異い形ぎようの血が集まり、熱を帯びる。耳を引き裂くほどの軋きしみが意識を塗りつぶす。ミネルヴァは思わず天を仰ぐ。降り注ぐ音を顔に浴びる。クリスもまた、まぶしげに目を細めて同じ空を見上げる。

　歯が車軸を搔かき削る音。

　傷ついた車輪が軋きしる音。

　輻やが鎖を引きちぎる音。

　それは、命運が逆巻く音だ。

　あたりを満たしていた偽りの月光がゆらめき、透き通り、冷たさを増し、万の刃やいばとなって時間を切り裂き、その裂け目から遙はるかな古い歌と土のにおいがあふれ出す。

　なにもかもが流る転てんする──





　　






　なぜ新月がこんなにも明るいのだろう、とミネルヴァは思う。

　あたりの闇やみに満ちているのは、血のにおいだ。山と積み上げられた兵士たちの骸むくろから流れ出した血が、足下に赤黒いたまりをつくっている。折れた紫の旗が逆さまに地面に突き刺さって、風になぶられている。散らばった松明たいまつの火が土をなめている。

　そのすべてを、新月が冷たく照らしている。

　生まれたての月が、闇のおもてを地上に向けているはずなのに、なぜこれほどなにもかもはっきりと見えるのだろう。

　新月ではないのだろうか、とミネルヴァは闇空を振り仰ぐ。

「──ううん。新月だ」

　血だまりを隔てた暗がりで、声がする。

　ミネルヴァは、胸をふさがれそうな熱い吐息の予感を吞のみ込こみ、声の主を暗闇の中に探す。夜の中に染みこむような黒と紺の装しよう束ぞくを着けた少年が、血の海の対岸に立って、月を見上げている。

　同じ月を、見上げている。

「ぼくが生まれてから二百度目の新月だ」

　そうつぶやき、少年は夜闇色の瞳ひとみをミネルヴァに向ける。

　その手に握られているのは、東国造りの片刃の剣だ。記憶にある。あのとき、ミネルヴァが叩たたき折った刀身だ。

　なにもかも、あの夜のままだ。地平まで続く砂岩ばかりの荒野、かなたの稜りよう線せんをわずかに染める落日の余韻。大剣も今は、死者の血に濡ぬれ、ミネルヴァの手の中にある。

（戻ってきたんだ）

　ミネルヴァの中で想おもいがよじれ、胸の内側を搔く。

（テュケーの女神が、わたしの願いを……？）

（わからない。でも、とにかく）

　息を止めて、少年の顔を見つめ返す。

（わたしたちは、あの新月の夜にいる）

（はじめて逢あった、あの夜に）

　少年もまた、自分の手の中にある剣をじっと見つめ、刃やいばを持ち上げて新月の光にかざし、あらためる。

　ミネルヴァに目を戻したとき、そこにはあの迷い子のような不安の色がある。

「ここで、ミネルヴァがぼくの名を呼んだんだ」

　ミネルヴァは濡ぬれた目を返す。

「憶おぼえているのか」

　みんな、思い出したのか。

　それなら、今そこに立っているのは、だれだ？

「憶えているよ」

　少年は足下の古い骨に目を落とす。まるで涙を隠すように。

「ここで、やり直すんだろう」

　やり直す。

　ミネルヴァは手の中の柄の感触を、何度もたしかめる。

「おまえの名を呼ばないで。なにも、名付けないで。なにも知らないままに、おまえを殺して、なにもかも──」

　言葉の途中で、熱が喉のどにつかえる。

「なにもかも、最初からなかった。そんな命運を、選べっていうのか」

　なにもかも──

　この想おもいも、約束も、哀かなしみも、いとおしさも、すべて。

「ミネルヴァがそう望んだから……ぼくたちは、この夜にいるんだろう？」

　少年の言葉がミネルヴァの中に最後の一滴として落ちる。視界がにじんだ。涙が火ほ照てった頰ほおを伝い落ちた。

（それが、わたしの願いなのか）




　ちがう。




　ミネルヴァはまつげから涙を振り落とし、少年の瞳ひとみを、夜よりもなお濃い闇やみの奥の星々を見つめる。

　おまえが名乗ったんだ。わたしを打ち倒した後で、おまえが名乗る。その剣を胸に突き立ててわたしを殺す。今みたいに、泣きながら。その未来はおまえが喰くらった。獣けものとおまえが不可分なのだとしたら、わたしの死はおまえが拒んだんだ。わたしとともに生きることを、おまえ自身が望み、選び取ったんだ。そうだろう？

　だからわたしは、この夜にもう一度──

　その円環を閉じよう。




「──クリス」




　名を呼んだ。

　夜色の眼めがミネルヴァを吞のみ込こむほどに見開かれる。戸惑いと、絶望と、生命の震えがそこにたゆたっている。

「おまえはクリストフォロだ。それでいい」

「どうして」

　クリスの声は困惑にわなないている。その額ひたいで、おぼろに光を放っていた青い火が、やがてひとつの形をとろうとしている。獣けものの烙らく印いんだ。

「どうして！　どうして思い出させるッ！」

　クリスが吼ほえる。血混じりの涙がその頰ほおに轍わだちを刻む。

「それならなぜこの夜に呼んだんだ、みんな繰り返すのか！　ぼくは、ぼくはまたミネルヴァを喰くらって、穢けがして、犯して、そうして星の尽きる果ての朝にすべてを塵ちりに変えるぞ。この呪のろわしい名の通りにッ！　なぜ、なぜぼくを──」

「おまえだからだ」

　ミネルヴァはささやきでクリスの叫びを遮さえぎる。

「わたしは、何度この夜を迎えようと、おまえを選ぶ」

　烙印の火のつくる影に沈みつつあるクリスの両眼が、瞬またたく。

「おまえを手に入れること、おまえとともに生きることを、選ぶ。何度でも」

　それを証あかすために、この夜に戻ってきたんだ。

　クリスの咆ほう哮こうがほとばしった。爪つま先さきが大地をえぐり、血しぶきが散る。黒い小さな体たい軀くが宙を舞い、振りかぶった剣が新月を真っ二つに切り裂きながら振り下ろされ、ミネルヴァの掲げた大剣の腹に叩たたきつけられる。剣撃のすさまじい余勢がミネルヴァを背中から地面に叩きつけた。石塊がいくつも背を突き刺し、激痛がミネルヴァの戦意に火をつける。クリスの二の太た刀ちを、ミネルヴァは起き上がりざまの真下からの一刀で弾はじき返した。夜の闇やみに鋼はがねの火花が散る。クリスは弾かれてもぎ取られかけた剣を信じがたい膂りよ力りよくで引き戻し、その勢いのままにミネルヴァの頭に叩き込む。受けた大剣がびりびりと震える。合わせた刃やいばの向こう、クリスの両の眼がん窩かにはどろりと赤い光がある。

　──ともに、だと？

　獣が血のにおいのする声を吐きかけてくる。

　──嗤わらわせるな。

　──汝なんじは終末の女神、吾わが半身、吾が怨おん敵てき……

　──吾われが喰らうか、汝が喰らうか、時の果てる刻ときに立つはいずれか──

「──黙れェッ！」

　ミネルヴァは叫び、はねのけた。クリスは剣を手にしたまま血まみれの地面に這はいつくばり、血の湖面に荒い吐息をぼたぼたと垂らしている。喉のど鳴りも、剝むかれた歯も、眼めにたたえられた火も、獣けもののそれだ。

　けれど、赤黒く変色した顔は、その頰ほおに浮き上がる斑紋は、まるで──

　泣いているようだ。

　獣が再び砂岩の大地を蹴ける。太た刀ち筋すじは雷光となって、受けたミネルヴァの大剣の表面を滑り、衣を裂いて肩の肉をえぐる。灼やけるような激痛がミネルヴァの意識を身体からだからもぎ取ろうとする。獣の咆ほう哮こうがミネルヴァの臓ぞう腑ふに突き刺さり、なお迅はやさを増す二撃、三撃が左右からミネルヴァを打ち据え、四撃目がミネルヴァの右脇腹を貫つらぬく。

　視界を、暗い空がゆっくりと巡る。すさまじい剣撃がミネルヴァの身体を大地から引きはがして吹き飛ばしたのだ。砂岩に首から叩たたきつけられる。砂を嚙かみながら闇やみの中を転がり、遠くで大剣が地面を穿うがって重苦しく鳴るのを聞く。

　全身が痛みにまみれ、もはや血のぬめりや熱と区別がつかない。身を起こそうとして、右腕にまったく感覚がないことに気づく。肉も骨もちぎれかけ、肩からだらりと垂れているばかりだ。左手を砂に突き立ててなんとか上半身を起こし、顔を上げる。

　地を這はうように駆けてくる獣の黒い影が見える。赤い眼光と青い烙らく印いんの火と刃先の照り返す月光とが、闇に尾を引く。

（……ここで、わたしは喰くらわれるのか）

　漂白されきった思いで、ミネルヴァは獣の手にした剣の切っ先を見つめる。

（これは、あの夜、喰らわれたはずの未来）

（本来、わたしを吞のみ込こんでいたはずの可能性……）

　強まる風がミネルヴァの長い髪を乱し、無力感だけを残して熱を洗い流す。

（わたしはなにをしたんだろう）

（けっきょく、なにもかも元通りにしただけなのか）

（クリスにも、声さえ届かなかった。みんな無駄だったのか）




　──ちがう。




　そのささやきに、ミネルヴァは目を見開く。

　これは、自分の声ではない。風にまぎれることなく、意識の内側から聞こえてくるのに、自分の声ではないとたしかにわかる。




　──まだ届く。

　──剣をとれ。




　──その剣をとれ！




　ミネルヴァの左手の指が砂を搔かきむしり、冷たい鋼はがねの感触を探りあてる。

　なぜこの太た刀ちが、ここにある？　この夜に存在しないはずの、氷の刃やいばを持つこの太刀が、なぜ今この大地に横たえられている？　わき上がる疑問は近づく獣けものの足音に踏み潰つぶされる。柄にかぶせたミネルヴァの左手は力なく震えるばかりだ。

　獣の血に濡ぬれた咆ほう哮こうが浴びせられる。そのとき──

　傍かたわらに寄り添ったもう一人の手が、ミネルヴァの左手に重ねられる。その手の甲で烙らく印いんが明滅する。




　──ぼくはここにいる。




　声がミネルヴァの中で先ほどよりいっそうはっきりと響く。肩に寄せられた体温が、耳に触れる夜色の髪先が、たしかに感じ取れる。




　──そばにいる、だから──




　ミネルヴァは砂の中から太刀をつかみあげた。残された最後のいのちと血と力が指先に向かって走るのがわかった。身体からだを無力感の地表から引きはがして立ち上がったとき、すぐ目の前に赤と青の火をともす獣の黒い影があった。

「──ぁああああああああああああアアアアアアアアアアアアアッ」

　二人の叫びが重なる。刃の切っ先が闇やみを穿うがち、ミネルヴァの胸を貫つらぬこうとする、その瞬間を氷の太刀がとらえる。迅じん雷らいと化した二人の剣が交錯する。

　獣の剣がミネルヴァの左肩をえぐり、骨を裂き、逸そらされ、背中に抜ける。ミネルヴァの手にした太刀は獣のみぞおちに吸い込まれるように突き刺さり、肉と骨の砕ける致命的な感触の中、鍔つばまでその胸に埋め込まれる。

　闇が静止する。

　激しい耳鳴りが、やがて遠ざかる。





　　






　二人は、どちらからともなく膝ひざを折り、もたれ合い、支え合いながら地に膝をつく。

　クリスの腕がミネルヴァの背中に回される。ミネルヴァの左手は、太刀の柄から滑り落ちる。お互いの肩に、お互いの頭が預けられる。

　血が流れ出ていく。

　腕を、頰ほおを、太ももを濡らすこのぬくもりは、どちらのものなのだろう、とミネルヴァは思う。クリスのものだろうか？

（それが嬉うれしいのか、わたしは）

　身を浸ひたしていく虚脱感の中で、ミネルヴァはむなしく笑う。

（わたしの剣が届いたことが）

（それとも、声が届いたこと？）

　そのどちらも、だろうか。ミネルヴァはほとんど力の入らない左手をまた持ち上げ、触れあわせた二人の胸の間に潜り込ませ、指先でクリスの傷口をさぐる。

（ほんとうに、わたしたちは、どうしようもなかった）

（こんな場所にたどり着くしか、なかった……）

　クリスの肩と襟が、涙で熱く濡ぬれていく。

「……ミネルヴァ」

　ささやきが耳に優しく触れる。

「……うん」

　深まる夜が二人を取り巻いている。もう、どんな火も見えない。新月は闇やみの瞳ひとみに戻り、二人を高みから無慈悲に見下ろしている。

「……もう、どこにも行かない」

「わかっている」

　吐息とほとんど変わらない声でミネルヴァは答える。ここで時が止まればいい、と願う。否いな、止まることはない。ただ、閉じた円環を巡るだけ。

「ずっとわたしのそばにいろ」

　はじまりの約束を、ミネルヴァは繰り返す。

　左腕に右腕がからみつく。手に手が重ねられ、答えのかわりに、強く握られる。

　目を閉じると、まぶたの裏の夜空で、新月が静かに笑った。
















　　






　大地が震えた。

　破れかけた門を必死でおさえていた王国の兵たちも、氷ひよう象ぞうを鎌かまで煽っていたアンゴーラの者も、炎の中を逃げ惑う女も、母親を見失って泣きわめく子供もみな、その瞬間、轟ごう音おんの噴き上がる源へと目を向けた。

　王城の中央、最も高い三つの尖せん塔とうが、ぐらりと傾ぎ、沈んでいく。その足下で天てん堂どう軸じくの柱はへし折れ、天てん井じようの石組みは砕けて謁えつ見けんの間の絨毯敷きに降り注ぐ。中央郭と呼ばれる大規模な四階建て全体が、脆もろくも瓦解を始めたのだ。

　もうもうと立ち上がる粉ふん塵じん煙が雪空に吞のみ込こまれていく先をだれもが見つめ、そして、聞いた。

　地響きの真ん中を貫つらぬき、天に向かって放たれた咆ほう哮こう。

　地の底に眠っていた巨大な何者かの、苦痛と怨嗟と歓喜に満ちた禍々しい叫び声だ。

　垂れ込める雲の表面に、明暗の同心円が広がっていく。波紋のように。

　その真下、城の尖塔が折れる。中央のもの、それに引きずられて左右の二つも、相次いで支えを失って、止まらない崩壊の中へと吞み込まれていく。すさまじい量の石塊が玉ぎよく座ざを圧おし潰つぶし、絨毯敷きの床を突き破り、四十八の支柱すべてを折り、月光に満ちた地下空洞に降り注ぎ、埋め尽くしていく。床を穿うがった瓦が礫れきはさらにその深みへと──

　崩落は長く長く続いた。

　積み重なる瓦礫の間に、なにか不気味なほど巨おおきなものの眼光を見た、という者もあった。叫び声を迎え入れるかのように雲間で踊る数百の手を見た、という者もいた。夜の訪れが大地の身震いと軋きしみを薄め、大気へ塗り広げる。

　雪がその狂乱の余韻を吸い取って静かに積もっていく。

　やがて雲がちぎれ、渦を描いて散り、夜空が現れる。数千数万の星が、喰くらわれることなく息づくいのちの火が、闇やみにちりばめられている。





９　円環







　シルヴィアの寝所の隅には、二振りの剣がひっそりと立てかけてある。

　ひとつは、氷のような刀身をもつ片刃の太た刀ち。

　もうひとつは、分厚い鉄塊と見まがうほどの大剣だった。

　奥おく宮みやの中ちゆう枢すう、光の降り注ぐ女王の住まう場所には、いかにもふさわしくない無骨な調度である。世話役の巫み女この中には、倉庫に移してはどうか、と進言する者もいる。そのたびにシルヴィアは笑って首を振る。

「わたしの命を救ってくれたものですから」

　それ以上を、女王は語らない。ただ、寝所の開いた大扉の向こうに遠い目を向けるばかりだ。

　六重の回かい廊ろうを抜けた先、王城の中央郭は、今は閉鎖されている。四階建ての城郭のほとんどが崩壊し、謁えつ見けんの間も、その地下にあったという広間も、圧おし潰つぶされて瓦が礫れきに埋もれてしまったからだ。アンゴーラとの戦いくさのさなかのことである。女王シルヴィアはそのとき謁見の間の地下にいたという。

　王城での防戦に参加していた騎士たちは、しかつめらしい顔でこう語る。




　……まだ天てん井じようがばらばら崩れている最中で、掘り起こして助けようなんて考え自体が危険過ぎた。それにそもそも、だれも、陛へい下かが生きてるなんて思っちゃいなかった。

　そう、一人を除いてな。

　ためらいなく瓦が礫れきの間に飛び込んだよ、あの人は。自分だって半死半生の怪け我がをしていたくせに。ああ、そうだよ。あれこそほんものの騎士だ。白しろ薔ば薇ら章しようにふさわしいってもんだよ。俺たちは恥ずかしくてしかたがない……




　女王シルヴィアは絶望的なほどの地下深くで発見された。

　奇き蹟せき的に無事だったのは、二振りの剣が瓦礫の間につかえ、梁はりのようにして石塊を支え、隙すき間まをつくっていたからだという。

　奇蹟ではない、テュケーの女神の庇ひ護ごである、と神しん官かんたちは説いた。しかし、それが噓うそであることはだれもが気づいていた。シルヴィア自身も、だれよりもよく知っていた。

　なぜなら、地下から救い出されたとき、すでにシルヴィアの髪はあの紅あか色いろを失っていた。新月の夜の闇やみのように濃い黒髪に変わっていたのである。





　　






「あの太た刀ちは、お返しした方がよいのでしょうか……」

　寝所にフランチェスカが久々に謁えつ見けんに訪れたとき、シルヴィアは付き添いのジルベルトにそう訊きいてみた。言わなくては、と思いながらも、この一ヶ月お互いに戦いくさの後始末に忙ぼう殺さつされていて機会がなかったのだ。

「いえ」

　黒薔薇の騎士は、あいかわらずの鋼はがねの表情で首を振った。

「あれは自分がクリスに貸し出したものです。返却はクリスの責任です。陛下の手でお返しいただくわけにはまいりません」

　奇妙な理屈だった。隣でフランチェスカがくくっと肩を揺らして笑うので、寝台に腰掛けたシルヴィアもつられて笑ってしまう。

　それから三人は、だれからともなく、部屋の隅の日ひ蔭かげに目を向ける。

　寄り添って壁に立てかけられた、大剣と太刀。

　しばらくの沈黙に、鳥の啼なき声がかすかに響く。ここ数日厳しい寒さが続いた後の、久しぶりの晴れ間だ。つがいで愛を語らうのに忙しいのだろうか。

「……まだ、掘くつ削さく作業を続けていると聞きました」

　フランチェスカがふと訊たずねてくる。

「……ええ。わたしは止めたんですけれど、騎士団の者たちが、納得しないんです。今もまだ」

　謁えつ見けんの間とその地下の銀ぎん陰いん宮を埋めた瓦が礫れきを、騎士団は今日も掘り返し、捜し続けている。中央郭再建のためには、どのみち瓦礫を取り除かなければいけないのだから、と強弁されては、シルヴィアとしても中止命令を出すわけにもいかなくなる。

　彼らがなにを──だれを捜しているのか、知っていながら。

　そしてそれが永遠に見つからないことも、知っていながら。

「いつまでも寝所で謁見というのも、どうかと思いますの」

　フランチェスカが明るくつくった声で言った。

「西の宮は、被害も少なかったので、ほとんど修復も済みましたわ。しばらくはそちらの二階広間を謁見用にお使いくださいませ。ここからは少々遠いのが難点ですけれど、ザカリアの誇る建築家と職人を総動員いたしましたので、見違えるような美しい城郭になっておりますの」

　シルヴィアは破顔する。

「わかりました。わざわざありがとうございます。工費は国庫に請求──」

　フランチェスカは手を持ち上げてシルヴィアの言葉を遮さえぎる。

「工費はもちろんあたくしが負担いたしますわ」

「いけません」シルヴィアは眉まゆを寄せる。「不当徴税になってしまいます」

　ところがフランチェスカは微笑ほほえんで首を振る。

「もともと陛へい下かのためだけに補修したわけではありませんの。来月に開く、あたくしの宰相就任祝典の会場にするためですのよ」

「まあ」

　シルヴィアは口を手でおさえる。そのしたたかさにはあきれてしまう。

「来月、なのですか。祝典などやっていていいのでしょうか。街もまだほとんど瓦礫ばかりのままでは」

　戦いくさが終わってまだ一月しかたっていないのだ。聖都サンチユリオに残された傷きず痕あとは、あまりにも深く痛ましい。住民も半分以上が離散したままだ。けれど、フランチェスカは言う。

「だからこそ、ですわ。無理にでも宴うたげを開いて、人とものを呼び集めなければ、街には血が通わないままです」

　たしかに、そのとおりだった。

　王城の役人たちや、騎士団、都に残った住民たち、みなどこかくたびれている。ふと風が強く吹くだけでへたりこんでしまいそうに見える。行き交う馬車の姿も絶え、市も開かれず、湖にも船の影がない。

　血が通っていないのだ。無理にでも、血を送り込むしかない。

「それに、また資金が必要となります」

　フランチェスカが顔を曇らせて言う。

「東国の方々を招いて、無心しなければ」

「また……戦ですか」

　シルヴィアが訊たずねると、フランチェスカは固い表情でうなずく。

「イメイヘンのアルビレオス将軍から、先ほど軍使がきましたの。アンゴーラの残党がランドルフォのあたりにかなり散っていると。剣けん審しん院いんもようやく王国への忠誠を思い出してくれたようですし、すぐにも残党狩りのために派兵したいのです」

　シルヴィアは肩を落として息をつく。

　空前の規模の遠征軍だった。補給線はとうに破は綻たんしていたという。戦いくさが痛み分けに終わったからといって、あれだけの大軍がすぐにアンゴーラに戻れるわけではない。女帝の死によって指揮系統もぼろぼろになっていたはずだ。アンゴーラ帝国軍は数万人が聖せい王おう国こく領に今も残り、山さん賊ぞくと化してあちこちの村々を襲っている。

「アルビレオス将軍はよくやってくださってますわ」とフランチェスカは言う。「東国でも武名の轟いている方ですし、一度棄てようとしたとはいえ白しろ薔ば薇らの騎士です。剣審院も公国の騎士団もまとめられるのは、あの方をおいて他にいませんから。今や文字通り、あたくしの片腕ですのよ」

　フランチェスカは悪戯っぽく笑う。

「まあ」

　シルヴィアは口に手を当てる。アルビレオス本人がそんな冗談を聞いたら、きっと渋りきった顔をするだろう。

「でも、資金を集めるのは騎士の方々の仕事ではありませんから」

　フランチェスカは自分の胸に手をあてて、真剣な顔に戻る。シルヴィアも足下に目を落とす。もう、シルヴィアも以前の飾り物の女王ではない。国庫がどれほどみじめな状況かも知っている。

（まだ、戦は続いているのだ）

　そう考えると、シルヴィアはその個人的なわがままを言い出しづらくなる。

　しかし、もともと今日フランチェスカを呼んだのはシルヴィアの方なのだ。「ところで陛へい下かのご用命は？」と訊きかれては、はぐらかすわけにもいかなくなる。

「……その……憶おぼえておられますか。わたしの、わがままを」

　フランチェスカは首を傾かしげる。

「サンカリヨンで、助けていただいたときに」

　そこまで言うと、フランチェスカの顔はぱっと明るくなる。

「ええ、もちろん。戦が終わって、またお逢あいできたときには──乗馬を、と」

　シルヴィアは恥ずかしくなる。

「ごめんなさい。まだ戦は続いているのですよね。でも、どうしても馬の乗り方を今すぐ習いたいのです。他に頼める方もいなくて……」

「今すぐ、ですか」

　フランチェスカは怪け訝げんそうな顔になるが、シルヴィアの真剣な目つきに気づき、すぐに頭を下げる。

「承知いたしましたわ。毎日の公務の後で、こっそりと、中庭ででも」

「ありがとうございます！」

　それからもうひとつ……とシルヴィアが切り出した頼み事には、フランチェスカはさらに訝いぶかしげな顔をした。

「……銀ぎん卵らん騎き士し団だんの、交戦記録、ですか」

「ええ。いつ、どのあたりの戦場にいたのか、なるべく詳しく知りたいのです」

　シルヴィアは手を合わせる。







　なにか勘づいたのだろう、謁えつ見けんの最後に、フランチェスカはこう訊たずねてきた。

「陛へい下かは、……あの二人がどこにいるのか。……いえ、あるいは、どこにもいないのか。ご存じなのですか」

　青せい玉ぎよくの瞳ひとみを見つめ返し、逡しゆん巡じゆんし、シルヴィアは答える。

「……確証は、ないんです。だから、なにも言えません」

　フランチェスカは淡く微笑ほほえみ、一礼し、黒くろ薔ば薇らの騎士を連れて寝所を出ていった。シルヴィアは息をつき、寝台に仰あお向むけに身を投げ出し、ガラスの天てん井じようから降り注ぐ透き通った陽光のぬくもりにまぶたを預ける。

「……姉様……」

　つぶやき、束つかの間まの眠りに落ちる。





　　






　ネロス大公ガレリウスの葬儀は、雪の降り出しそうな曇りの日に執り行われた。

　軍葬だった。王国騎士団総員に加えて、各公国軍からも多くが参列した。戦死であった。遺体は見つからなかった。《鋼はがねの宮》で数千のアンゴーラ兵をたったひとりで食い止め、増援が駆けつけたときには、廊下の壁や床にこびりつく肉片と血ち糊のりしか残っていなかったという。

　空の柩ひつぎには、白や紫の花が詰め込まれた。

　ザカリアからは、パオラが代表として参列した。その日ちょうどフランチェスカがザカリエスコに戻っていたためでもあり、ザカリアの軍の代表はいつの間にか指揮官代行であるパオラだということにされていたせいもあった。慣れない女性用の最上典礼服に身を包み、王城の廟びようで王国騎士たちとともに献花した。

　その軍葬はガレリウスひとりだけのためではなく、先の戦いくさで散り、遺体の見つかっていない兵たちすべてを弔うという名目を付されていた。だからパオラも、柩に花を一本投げ込むたびに、もう戻ってこない仲間のために祈った。銀卵騎士団も、この戦で半分以上が死んだのだ。

　三人だけ、祈ってやらないことに決めていた。

（ミィナさんは、独断専行が大好きで、いっつもひとりで突っ込んでいくんだから）

　黒のタバードを巻いた騎士たちの葬列が、廟びようから柩ひつぎを運び出し、タルミア湖へと続く石畳の道を歩いていく。城壁際でそれを見送りながら、パオラは胸の内で語りかける。

（それにミィナさん、ちょっと方向音痴だし。どこかで迷ってるだけ）

　マーネースの祈りの低い唱和が、遠ざかっていく。

（クリスさんはどこかにこもっていじけてるんだ、きっと）

　石畳を踏む足音は、長く長く引き伸ばされる。柩からこぼれ落ちた花々が、敷石の間で風に吹かれて震えている。

（捜しにいって引っぱってくるのは、ミィナさんの役目。だからほっておこう）

　やがて葬列はアーチの向こうに見えなくなる。

　降り始めた雪が、道の敷石も、花も、草地も、白く染めていく。

　冷たい城壁に背中を押しつけ、パオラは三人目のことを思う。

（いったいどこで飲んだくれてるんですか？）

（医者のくせに、だらしないんだから……）

　懐に手を差し入れ、いつも持ち歩いているそれを引っぱり出す。

　錆さびて曇った、片眼鏡だ。

　あの、聖都サンチユリオ防衛戦の日──

　戻ってきたフランチェスカも、ジルベルトも、なにも言わなかった。ただ、パオラにこの片眼鏡を手渡しただけだ。

　両手で包み込み、典礼服の胸に押し当てて、パオラは雪空を仰ぐ。

（あたし、ちゃんとやってますよ）

　雲に向かって語りかける。

（教えられた通り、ちゃんと、みんなの前ではいつも笑っています）

（それがいちばん大事な心得だって、言ってましたよね）

（だから……だから、今くらいは）

　こみあげ、あふれ、頰ほおをつたう熱さに、雪の粒が触れては溶け、触れては溶けていく。





　　






　こっそりと遠出をしたい──とジュリオがシルヴィアから頼み込まれたのは、冬の終わり、山がそろそろ雪解けを迎えようかという頃だった。

「これは……だいぶ遠く、ですね。行き帰りで一日がかりになります」

　寝所で地図を見せられ、ジュリオは眉まゆを寄せる。

「ええ。ですから、フランチェスカさまに馬を習ったのです！　もうひとりで乗りこなせます」

　シルヴィアはばんと胸を叩たたいて請け合った。ジュリオは目を白黒させる。

　ここしばらくはジュリオも聖都サンチユリオを留守にしていることが多かった。王宮師し範はん代だいとしての本来の職務、練兵のためである。アンゴーラの残党が広範囲に出没するため、各地の駐屯軍に本格的な訓練をさせなければならなかったのだ。

　久々に都に戻ってきたと思ったら、これである。

「お願いします。ジュリオ以外にこんなことを頼める者はいないのです」

「この場所に、どんなご用があるのですか」

　それは秘密です、とシルヴィアはきっぱり言った。ジュリオは嘆息する。最愛の主あるじが、見かけによらず無鉄砲な人間であることを、ジュリオはもうよく知っていた。さて、これはどういう企みなのか。

「まさか、またカーラ先生の情報が入った、とかでしょうか」

　聖都からアンゴーラ軍が撤退した後で、シルヴィアは軍に頼み込んでカーラを捜させた。軍を立て直すためには指南役がどうしても必要、という名目だったが、行方は杳として知れなかった。流る浪ろうの剣士だったカーラは立ち寄った各地に怪談かお伽噺としか思えない逸話を残しており、王城にもたらされる目撃情報はきまってなんの役にも立たなかった。

「いえ」シルヴィアは笑って首を振る。「カーラ先生のことは、あきらめました」

　それから女王は、鳥たちの遊ぶガラスの天てん井じようを見上げる。指南役がどうのは関係なく、ただ逢あいたいから捜させたのだ。ジュリオにはわかっている。

　もう、二度と逢えないのだろう、とジュリオも思う。

　不思議だった。殺されかけたというのに、あれが永遠の別離だと考えると、どこかに片腕を置き忘れてきてしまったような寂しさをおぼえるのだ。

「これはもっと個人的な用事なんです。こっそり遊びにいきたいだけなの」

　シルヴィアはそう話を戻した。

　妙な明るさが気にかかった。ふさいでいるよりはよほどましだが、カーラのことでもないとすると──

　寝所の隅に今も飾られている二振りの剣に目をやる。

　あれ以来、シルヴィアの口から、ミネルヴァについても、クリストフォロについても、なにも聞いていない。それがかえって気になる。平気なはずはないのだ。離ればなれでありながら、あれほど案じていた姉を、失ったのだから。

（ではひょっとすると、そちらとなにか関係あるのだろうか）

　地図を見つめ、ジュリオはそう考える。

（二人が──見つかったのか？　まさか）

　見つかったのなら、それがどういう見つかり方だったとしても、つまり良い報しらせでも悪い報せでも、シルヴィアはもっとちがった顔をしているはずだ。

（あんな、雨上がりの夜空のような笑顔でいられるわけはない）

（この場所になにがあるのだろう）

　ともかく、シルヴィアのためなのだ。できることはすべてしてやりたかった。

「わかりました。手はずを整えましょう」

　答えながらも、頭が痛かった。どうやって巫み女こたちを出し抜くか。どうやって女王が丸一日不在の言い訳をつくるか。どうやって露見しないように王城に戻るか。







「──メルも一緒に行くのではないのかっ」

　遠出の当日、王城にやってきてことの次第を聞いたメルクリウスは激怒した。

「申し訳ありませんメルさま」

　ジュリオは地面に平伏せんばかりに頭を下げた。シルヴィアも目をぱちくりさせているので、事情を説明する。

　表向きは、ジュリオとメルクリウスが連れ立って、都の外に残る塹ざん壕ごうなどを視察に行く、ということにしてある。メルクリウスにこうして馬で王城の人ひと気けのない裏門まで来てもらったのは、ここでシルヴィアとすり替わってもらうためである。

「まあ。そんなことのためにメルを」

　シルヴィアは目を丸くする。メルクリウスはふくれっ面になる。

「ずるいぞ。三人で遊びにいくものかと思っていたのに、ジュリオばかり陛へい下かと」

「お赦ゆるしください、この埋め合わせはいつか必ずいたします」

「きっとだぞ！」

　メルクリウスは憤慨した様子で、手綱をシルヴィアの手に押しつける。

　けれど、背を向けたメルクリウスはこうつぶやく。

「大事な人に逢あいにいくんだろう。だから陛下は、いちばん大事なジュリオだけを連れていくんだ。そんなのわかってる」

　ジュリオは、装飾鎧よろいと紫のタバードをまとったメルクリウスの背中を──幼いけれど誇り高い騎士の後ろ姿を見つめ、それからシルヴィアに目を移す。

　その通りなのだ。シルヴィアの、思い詰めたような瞳ひとみでわかる。なんと鋭い子供なのだろう、とジュリオはまたメルクリウスのうなじに視線を戻す。

「メルは、……あんな、ジュリオみたいなことはできない。自分も死にかけていたのに、潰つぶれかけた城に飛び込んで、陛下を」

「い、いえ！　メルさまだってあのときはお怪け我がを」

　手を持ち上げてジュリオの言葉を遮さえぎり、メルクリウスは拳を握って言う。

「いい。メルだっていつか、陛下やジュリオにとって、ずっとずっと大事な人間になってやる」

　ジュリオは固い息を吞のみ込こむ。それから、言おうとする。

（メルさまはもうとっくに、私の大事な──）

　幼い背中は、庭の茂みの中に潜り込んでいってしまう。申し訳なさで胸がいっぱいになる。ちらとシルヴィアの顔をうかがうと、同じ気持ちを味わっているのが表情でわかる。

　けれど、陽ひはもう城壁の上端に差しかかっていた。あまり時間がない。ジュリオは苔こけまみれの小さな裏門を肩で押して、二頭の馬を外へと引っぱり出す。







　陽が西の空にだいぶ傾いた頃、その場所にたどり着いた。

　ごつごつした砂岩の塊ばかりが転がり、岩肌のところどころに張りついた土つち埃ぼこりまみれの草の他、生命の気配のなにひとつない荒野だった。地図と見比べてみても、目印らしいものなどなにひとつなかったけれど、シルヴィアが手綱を引いて馬を止めたので、その場所だとジュリオにもなんとなくわかった。

　馬上から、荒涼とした景色を見渡す。

　砂岩の柱が長い影を伸べている。ところどころの地面に、白いものが散乱して埋まっている。

　シルヴィアは、思い詰めた目をしたまま、鞍くらから飛び降りた。衣の裾すそが砂混じりの風に大きくあおられた。今や色を失った黒髪も、風になぶられて踊っている。

　古戦場だ、とジュリオは気づく。

　馬をおり、腰をかがめてみると、砂地のそこかしこに埋もれているのは骨だとわかる。眼がん窩かに砂をいっぱいにためた頭骨もいくつも見つかる。それから、錆さびでぼろぼろになった矛先や鏃やじり、折れて朽ちた旗はた竿ざお。

　ジュリオは顔を上げ、シルヴィアの頼りなげな背中を見つめる。

　言葉をかけていいものかどうか、かなり迷ってから、口を開く。

「……この場所なのですか」

「……ええ。……ここです。視みました」

　シルヴィアがこちらに背を向けたまま答える。

　なにがあるのですか？

　その問いは、口にできない。ジュリオとて、いくらかわかりかけている。

　シルヴィアは風に耳を澄ませながら、砂だらけで歩きづらい斜面を登り始める。ジュリオは馬をつなぐと、その白く儚はかなげな背中を追いかける。

　隣に追いついて、言葉を待つ。小高い丘になった場所から、寒々しい砂だらけの景色を見渡し、シルヴィアはつぶやく。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんの交戦記録からたどって、割り出しました。……姉様と、クリスさまが、はじめて逢あった場所です」

　ジュリオはしばらく、シルヴィアの視線のさまよう先をたどり、言葉にならない問いを口の中で転がした。

「……二人に、逢いにきたのですか」

「いいえ。ここにはいませんから」

　とげとげしい風からかばうように、シルヴィアに寄り添い、もうひとつ訊たずねる。

「どこにいるのか──ああ、それとも、どこにもいないのか。……シルヴィアさまは、知っておられるのですか」

　乾いた地平を見つめたまま、シルヴィアはそっと答えた。

「姉様は、クリスさまとはじめて逢あった夜に、戻られたんです」

　過去に、戻る。

　時は逆巻くのだ。終わりの女神の手によって。

　ジュリオは目を上げ、シルヴィアの黒髪の流れを視線でたどる。

　今は失われた、力。

「そうしてそこで、姉様たちは環わを閉じたのだと……思います」

「環を……閉じた？」

　ジュリオはかさついた声で繰り返す。

「はい。時の流れを、小さな、小さな……」

「それは、その時に、永遠にとどまっているということですか」

　シルヴィアは首を振った。

「時はとどまりません。ただ、巡るだけ。だから、ここにはいないけれど──」

　巡り、巡り、また巡り、流る転てんする。肉は腐り、骨となって朽ち、砂へと崩れ去り、雨に濡ぬらされ、やがて、やがて、新しい芽吹きが……

　シルヴィアははっと息を吞のみ、目を見開き、走り出す。ジュリオもその視線の先を探り、追いかけて砂を蹴ける。高くそびえた砂岩の柱の陰だ。岩の間から射さし込こむ陽ひを浴びて、斜面が、色づいている。

　たどり着き、シルヴィアは岩に膝ひざをついてかがみ込む。

　ジュリオはその背中を支えるようにして立ち、見つめる。

　岩陰に二輪の花が咲いている。鮮やかな紅あか色いろの花と、明け方の月のような青白い花とが、寄り添って小さな花弁を太陽に向けている。

　色彩あるものはその二輪だけだ。いや──

　そのまわりの砂のあちこちに、したたかな緑の芽吹きがある。岩を這い、水と光を求めて広がろうとしている。

　シルヴィアが熱い吐息をつくのが聞こえた。背中が震えている。しずくが落ち、砂と緑とを濡らす。一粒。また一粒。埃ほこりっぽい花びらと葉が揺れる。

　ジュリオはそれを見守り、じっと待つことしかできなかった。

　どれほどそばにいても、分かち合えない痛みはある。そんなとき騎士は、ただ風上に立って衣の裾すそを広げ、砂混じりの風から主あるじを守ることくらいしかできない。

「……春になれば」

　ジュリオはシルヴィアの背中にささやく。

「いっぱいに咲くでしょうね」

「ええ」

　シルヴィアが立ち上がったのは、長い長い祈りの後だった。ジュリオが差し出した手をとり、振り返る。

「いきましょう、ジュリオ」

　馬たちの待つ斜面の下へとシルヴィアは歩き出す。

　ジュリオは、風に耐えて岩陰にしがみつく二つの花を最後にもう一度だけ振り返った。廻まわりはじめる季節の環わのふちに、その二人は寄り添い合っている。

　背を向け、シルヴィアの隣に追いつく。

　かなたで、楽の音が聞こえる。

　羽根の舞い散る音。

　血が骨を伝い落ちる音。

　虫たちが呼び合う声。

　それは、いのちが巡り逢あう音だ。





〈了〉





















あとがき




　ＭＦ文庫Ｊ編集部のＯさんから執筆依頼のメールをいただいたのは、もう三年以上前のことになります。

　しかし、八冊書いて振り返ってみると、もう三年──というよりは、三年しかたっていないんだな、という気持ちの方が強い。作中でも、なんだか色んな人が色んな目に遭いましたが、実はこれ一年たっていないんですね。月の数え方をはっきりと書いていないので明示はされていませんが、クリスとミネルヴァの出で逢あいは春、終戦は初冬ということになります。




　僕は新しく仕事の依頼を受けるときには、企画を複数つくって持ち込むことにしています。ＭＦ文庫Ｊのときもそうで、ちゃんとプロットまで切った企画と、キャラ設定だけを決めた企画を持っていったところ、後者が通ってしまった、という話はたしか一巻のあとがきで書きました。

　その後、前者の企画はべつのところでちゃんと形になっております。貧乏性なので、なるべくなんでも棄てずに使うことにしているのです。

　閑話休題。




　一巻執筆当初の企画書がＰＣの中に残っておりましたので、読み返してみるとなかなか興味深いです。二巻のあとがきでも書きましたが、クリスは最初べつの名前でした。今回あとがきを七ページも書かなければいけないのでネタ提供のために正直にここで書いてしまいますが、ユーリという名前だったのです。イタリア風で統一している中で、ひとりだけロシア由来の名前にして異質さ・中性っぽさを出そうという意図だったのですが、ご存じの方はご存じのとおり、ユーリという名前は他社で書いていたシリーズにすでに登場しておりまして（女性と見まがう美少年、本作においてはジュリオかメルクリウスあたりの役どころでした）、実際に執筆にかかってみると違和感が激しく、改名を決意せざるを得ませんでした。

　もしユーリのままだったら？

　……と、今でもふと思います。

　もう少し女性の心の機微に聡く、ミネルヴァとももっと早くうまくいっていたかもしれません。ジュリオやジルベルトともうまくいっちゃってたかもしれません。それはもう色んな意味で。

　クリスにしてよかったです。おかげで八冊も書けました。




　ミネルヴァは、企画の核となるキャラですから、当初の企画からほぼ変わっていません。ただ、夕ゆ仁にさんのキャラクターデザインはかなりの変遷をたどりました。といったところで、また何ページか戻っていただきたい。今回、僕のわがままで初期ラフを載せていただけることになりました。そうです、これです！　僕がみなさんにぜひお見せしたかったのはこの、禍々しい形の大剣を担いだ初期ミネルヴァです！

　大剣の形状はいくつか候補があって（右下に並んでいますね）、けっきょく刃先は無難なものに落ち着いたのですが、今でもこの二ふた股またの剣は棄てるには惜しいデザインだなあと思っています。

　しかしそれ以上に惜しいのはストッキングです。ちょっとわかりづらいのですが、初期ラフではフリルつき白ニーハイソックス＋ブーツなのにお気づきでしょうか？　僕はこっちの方が今の黒ハイソックス一体型ブーツよりも好きなのですが、いまだにだれにも賛同してもらえていません。賛同のおたよりはＭＦ文庫Ｊ編集部まで、どしどしお寄せください。

　冠もありかなしかでちょっと迷いました。

「女王であることを隠して戦っているんだから冠はない方がいいでしょうか？」

　と編集Ｏさんは訊きいてきたのですが、

「いや、あった方が可愛かわいいです」

　で押し通したような憶おぼえがあります。

　あった方がぜったいにいいですよね？　賛同のおたよりはＭＦ文庫Ｊ編集部まで、どしどしお寄せください。




　銀ぎん卵らん騎き士し団だん、という設定は最初はありませんでした。なにせ第一企画書には、タイトルどおり剣の女王と烙らく印いんの仔こ、二人のことしか書いていなかったのです。

　担当編集Ｏさんの、「少年少女が集まる仲間の輪があった方がよい」という意見により、若き公女に率いられる騎士団という設定を導入しました。フランチェスカの誕生です。当初はお姉様＆ご主人様というポジションで考えていただけのキャラなのですが、この物語のかなりの部分を占める「軍略」という要素をほとんど彼女に担わせた結果、ものすごいマキャヴェリストに成長してしまいました。自分でもびっくりです。




　が、それ以上にびっくりなのはパオラです。第二企画書にもわずか二行、騎士団の衛えい生せい兵へいでマスコット的存在としか書いていなかった彼女が、ここまでの存在に育つとはまったく思っていませんでした。シリーズを通じて最も戦闘力の伸びたキャラじゃないでしょうか。一巻で、かつらをかぶって演技の練習をするというギャグシーンのためだけに考えついた「フランチェスカの影武者」という設定も、二年越しでちゃんと活用することができたので、二重三重に驚きのキャラです。

　そうそう、パオラは胸も一巻の頃に比べてかなり成長していると思います。今回はフェアでミネルヴァ・フランチェスカ・パオラの三人の水着絵が出回っているので（夕ゆ仁にさんが気合い入れて描いてくれました！）、ぜひ全種類そろえて、昔と比べてみてください。




　ジルベルトは、今読み返してみて驚きましたが、第二企画書にも登場していません。執筆を始めてから考えついて投入されたキャラのようです。そのせいかどうかわかりませんが最後までぶれないキャラでした。わりとひどい目に遭っているシーンばかりなので、ひょっとしてこいつ弱いのか？　と思っている方もいるかもしれません。巡り合わせの悪い男なのです。歴代担当編集には人気でしたが（Ｏさん、Ｈさん、ともに女性なので）、フランの犬扱いされていてかわいそうでした。




　騎士団の旗印をどうして「銀の雌めん鳥どり」にしたのかは、もうよく憶おぼえていません。ちょっと風変わりで、勇ましさが求められる軍のシンボルっぽくないものにしよう、と考えていたような気がします。おかげでここから、剣の女王と烙らく印いんの仔こ制作チーム「コケッコ団」が生まれました。担当編集さん、校正者さん、デザイナーさん、組版オペレーターさん、そして夕仁さん。ちなみに僕はコケッコ団の一員ではありません。むしろ敵です。というか原稿の遅い僕と戦うために結成されたのがコケッコ団だといっても過言ではありません。すみません。




　二巻から登場する「白い方の主人公」ことジュリオは、夕仁さんから最初にもらったラフが、テレパシーで頭の中を覗のぞかれたのではないかと思うくらいイメージ通りでびっくりしたことを憶えています。載っておりますラフがそのまま決定稿です。

　ジュリオがシルヴィアに向けている忠誠心は、フランに対してのジルベルトのものとほとんど変わらないように見えるのですが、担当編集Ｈさんはジュリオの方はシルヴィアの犬だとか呼んだりしないのです。どこにどういうちがいがあるのか、犬に詳しくない僕にはよくわかりません。ジュリオの方が戦闘で勝っているシーンが多いからでしょうか？

　シリーズ最大の心残りといえばやはり、巫み女このかっこうをしているジュリオのイラストが拝めなかったことでしょう。賛同のおたよりはＭＦ文庫Ｊ編集部まで、どしどしお寄せください。




　シルヴィアもまた、最初は囚とらわれのお姫様というポジションだけを想定して登場させたキャラだったので、書ききった今、なかなかに感慨深いものがあります。終わってみれば最初から最強でした、みたいなキャラです。いみじくもカーラが評していた通り、ということになってしまいました。

　カーラはなんと、初登場が三巻の最後のくせに、ジルベルトさえ登場していない第二企画書にすでに名前がありました。ミネルヴァがどうやって城を脱出して剣術を憶えたか、という理由付けに必要だったからでしょう。実際に登場させるかどうか、けっこう悩んだ記憶があります。トリックスターとしてはたいへん便利なのですが、味方になっても敵に回しても扱いに困るからです。けっきょく敵に回ったわけですが、その末路はどうぞ今巻をご覧ください。




　たくさんの方々のお力添えのもと、この物語を締めくくることができました。とはいっても『剣の女王と烙らく印いんの仔こ』はこれでみんな終わってしまったわけではありません。左ページの告知の通り、次号の月刊コミックフラッパーから、あきやまねねひささんによる漫画版連載が始まります。バトンタッチです。そちらもどうぞお楽しみに。

　ここまでクリスやミネルヴァたちの戦いを見守ってくださって、ほんとうにありがとうございました。担当編集ＯさまとＨさま、イラストレーター夕ゆ仁にさん、ほかコケッコ団の面々、そしてなによりもだれよりも応援してくださった読者のみなさまに、この場を借りて深く感謝申し上げます。
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